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町町章章（（昭昭和和４４３３年年６６月月２２００日日制制定定））  

町章は「剣淵」をローマ字で書いた時の頭文字「Ｋ」をデザインしたもので、

中央に位置する三角形は、郷土の安定と、盆地の中央にある町のシンボル

のひとつにもなっている平波山を視覚的に表現したものです。 

また、鋭角の組み合わせは、未来への発展と躍進を力強く表し、外側の二

重の輪は団結と協力および和を表現したものです。 

 

 

町町木木「「ややちちだだもも」」（（昭昭和和５５３３年年７７月月１１１１日日選選定定））  

北海道の雄大な大自然の中にあって、繁殖力が非常に旺盛で、屯田兵が

剣淵町に入地した時から、既に一際ぬきんでた大木が「やちだも」でした。 

昭和３１年９月１日、町の文化財に指定し、昭和４３年には、北海道の名木

１００選にも選ばれました。 

その後、本町開基８０年に、「町木」に選定しました。 

 

 

町町花花「「エエゾゾリリンンドドウウ」」（（昭昭和和５５３３年年７７月月１１１１日日選選定定））  

入地当初から剣淵町内に自生しており、人々の心を慰めてきました。 

剣淵町を築き上げた先人の苦労をしのび、郷土発展にふさわしい花として、

本町開基８０年に、「町花」に選定しました。 

 

 
  

町民憲章（昭和４８年１１月３日制定）  

わたくしたちは  北国の風雪に耐え  たくましく生きぬいた先人の開拓精神を

受けつぐ町民です 

ここに  農業を基盤としての躍進に願いをこめてこの憲章を掲げます 
 

一．郷土に足をふみしめ  強く生きぬく町民 

一．働くことに誇りと喜びをもつ町民 

一．健康であたたかな家庭の輪を広げる町民 

一．教養を高め  豊かな文化を創造する町民 

一．固いつながりをもち  きまりを守る町民 

 

  

第第６６期期剣剣淵淵町町総総合合計計画画書書のの発発刊刊にに寄寄せせてて  
 

剣淵町は屯田兵が入植した明治３２（１８９９）年から今日まで、先人たちの英知と苦

労によって、たゆまぬ発展を遂げ本町の礎を築いてきました。 

まちは、農業を基幹産業とする安心して暮らすことができる豊かな郷土に生まれ変わり、

農業基盤、教育環境、河川、道路交通網、住民保養施設、保健医療施設の整備等、あら

ゆる分野において新しいまちづくりが進められてきました。 

今回、第 6 期目の総合計画のテーマは「人・夢・大地 次代につなぐ 絵本の里けんぶ

ち」としました。全国各地で人口減少、高齢化問題が加速しているなか、剣淵町の未来を

考えたとき存続を真剣に考えていかなければならない時代に、開拓から多くの人の力で

築いてきた大地や人と人とのつながり、そして優しい心を育むまちづくりを次の世代へ引

継ぎ、今いる人が力と力を合わせ「いつまでも住み続けたい」まちづくりに全力を注いで

参ります。 

結びに本計画の策定にあたり、町民アンケート調査や各種団体

アンケート、まちづくり町民会議において貴重なご意見・ご提言を

いただいた町民の皆様をはじめ、熱心にご審議いただきました総

合計画審議会委員及び町議会議員の皆様、並びに関係各位に

深く感謝申し上げます。 
 

令和３年３月  剣淵町長 早坂 純夫 
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町歌（昭和４３年７月２５日制定） 

開基７０年を記念して作成しました。 

歌詞は一般公募で淵柳光男さんの作品が選ばれ、当時、学芸大学旭川

分校の教授であった坂本冨貴雄さんが補作しました。 

作曲は教員を退職後、剣淵に在住していた斉藤学児さんです。 

 

１ 見よ朔
さく

北
ほく

の 空晴れて さみどりかおる 平波
ひらなみ

山や 

  われらが父母の 拓
ひら

きたる 千古神秘の 原始林 

  たのしき郷土 剣淵の ああうるわしき 山の嶺 

２ 音無川の 水ぬるみ さわらび萌えて 風わたる 

  みなぎる希望 たくましく 友情とわに 誓いつつ 

  さかゆる郷土 剣淵の ああ遥
はる

かなる地平線 

３ 夕日に映ゆる 美羽烏
ひ が し や ま

 明日を築く 諸人
もろびと

に 

  平和輝く 未来あり あふるる幸よ 花ひらく 

  のびゆく郷土 剣淵の ああゆたかなる この沃野
よ く や
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3 

まちづくり全体について 

基本構想 

まちづくり各分野について 

基本計画 

実施計画 

重点的な取り組み（重点施策） 

各分野の取組手段（事業） 

各分野の取り組み（施策） 

総合戦略 

めざす将来像 

全体の方向性（政策） 

各分野の 

個別計画 

計画の期間 

２０２１ 

令和３ 

２０２２ 

令和４ 

２０２３ 

令和５ 

２０２４ 

令和６ 

２０２５ 

令和７ 

２０２６ 

令和８ 

２０２７ 

令和９ 

２０２８ 

令和１０ 

２０２９ 

令和１１ 

２０３０ 

令和１２ 

３ 他の計画との関係 

本計画は、まちづくり分野に関係する個別計画の上位計画として位置づけます。 
また、２０２０（令和２）年度に策定した「剣淵町総合戦略」は、人口減少の抑制をめざ

すものであり、本計画においても重点的に進める施策として、内容を共有することとしま

す。 

計画の構成 

基本構想 目標年次：2030（令和 12）年度を目標 

中間で後期５か年分を見直し 

2026（令和８)年度～2030（令和 12)年度 

基本計画 2021（令和３)年度～2030（令和 12)年度

中間で後期５か年分を策定 

 2026（令和８)年度～2030（令和 12)年度 
実施計画 
2021（令和３)年度～2025（令和７)年度 

（年度） 

2 

１ 総合計画の策定趣旨 

剣淵町をはじめ自治体では、まちづくりに関する計画をつくり、その計画に基づいて事

業を進めています。 
計画には、教育、子育て支援、農業、福祉、住宅など各分野に関する計画や、人口減

少抑制、国土強靭化※など明確な目的がある計画、また、まちづくり全体に関わる総合的

な計画などがあります。 
剣淵町では、まちづくり全体に関わる総合的な計画として、１０年間を計画期間とした

「総合計画」を、これまで５期にわたって策定してきました。この計画には、剣淵町がめざ

すまちの姿（将来像）やその方向性、個別計画と整合性を持った取り組み内容（施策）な

どを位置づけており、剣淵町全体の目標として、町内（庁内）で共有しながら、各種まちづ

くりを進めてきました。 
「総合計画」は２０１１（平成２３）年の地方自治法改正により策定義務がなくなりました

が、これからも本町の課題や方向性を共有し、まちづくりを進めていくために、５期目の

計画終了に伴い、第６期目にあたる「総合計画」を策定しました。 
※災害による被害を最小化し、致命的なものにならず迅速に回復する「強さとしなやかさ」を備えた国

づくりを進めることです。

２ 計画の構成と期間 

この計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３つで構成します。 

基本構想 
剣淵町の現況、取り巻く社会動向、まちづくりを考えるうえでの全体的

な課題を踏まえ、めざす町の姿やまちづくりの目標、基本的な方向などを

示しています。 
計画期間を１０年間とし、２０３０（令和１２）年度を目標年次とします。 

基本計画 
基本構想で示した方向性を、まちづくりの各分野でどのように進めて

いくのか、取り組みの内容などを示しています。 
計画期間を１０年間とし、中間年度で見直しを行うこととします。 

実施計画 
基本計画の取り組み内容を、行政運営の中で、どのような事業として

進めていくのか、その事業内容を示しています。 
本計画策定時に、前期５年間分の事業をとりまとめ、毎年、見直しを行

いながら進めます。中間年度に後期５か年分の事業をとりまとめます。 
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5 

総人口と年齢３区分別人口の推移（国勢調査） 

 

 

世帯数と１世帯あたり人員の推移（国勢調査） 

 

産業３部門別の１５歳以上就業者の推移（国勢調査） 

 

3,617 3,291 
2,470 

1,822 1,355 1,150 1,011 780 621 516 434 385 321 

5,254 
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1,192 
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5,481 
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4,698 4,466 
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3,565 

3,228 
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1985年

(昭和60)
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(平成2)

1995年

(平成7)

2000年

(平成12)

2005年

(平成17)

2010年

(平成22)

2015年

(平成27)

（人）
65歳以上（老年人口）

15～64歳（生産年齢人口）

０～14歳（年少人口）

合計（太字）

1,542 1,619 1,633 1,606 1,496 1,519 1,414 1,385 1,403 1,414 1,422 1,329 1,330 

6.05 
5.59 

4.91 
4.39 

3.95 3.61 3.61 3.39 3.18 2.94 2.78 2.68 2.43 

-8
-7
-6
-5
-4
-3
-2
-1
0
1
2
3
4
5
6
7

0

500

1,000

1,500

2,000

1955年

(昭和30)

1960年

(昭和35)

1965年

(昭和40)

1970年

(昭和45)

1975年

(昭和50)

1980年

(昭和55)

1985年

(昭和60)

1990年

(平成2)

1995年

(平成7)

2000年

(平成12)

2005年

(平成17)
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（人/世帯）（世帯）
世帯数

１世帯あたり人員

3,566 

2,852 2,695 
2,186 

1,725 1,731 1527 1365
1075 951 780 750
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418 447 
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2010年

(平成22)

2015年

(平成27)

（人）
第３次産業

第２次産業

第１次産業

就業者合計

4 

４ 剣淵町の概況 

地勢、立地など 

剣淵町は、北海道の中央部よりやや

北に位置し、東西１０．８ｋｍ、南北１２．

６ｋｍ、面積１３０．９９ｋ㎡の、北海道の

中では小さめのまちです。 

名寄盆地に属し、町の中央部を天塩

川の支流・剣淵川が南北に流れ、その

流域と東西の丘陵地帯は、農業に適し

た土地となっています。 

標高は最高４４０ｍ、最低１２９ｍで、町内北部では、しじみやはまぐりの化石が発見さ

れており、古代には湖であったことが推測されます。 

気候は内陸性気候に属し、夏期は比較的高温多照に恵まれますが、晩夏から秋期に

かけては曇りの日が多くなります。雨量は春は少雨、秋は多雨で、冬には雪が多く降りま

す。 

「剣淵町」が誕生するまで 

１８９７（明治３０）年、天塩国上川郡に、剣淵村・士別村・多寄村・上名寄村が設置され

ました。１８９９（明治３２）年には屯田兵３３７戸が入地し、戸長役場が剣淵村に置かれま

した。その後、１９０６（明治３９）年に、２級町村制が施行され、自治体として歩みだしまし

た。 

１９１５（大正４）年に現在の和寒町、１９２７（昭和２）年に現在の士別市温根別町を分

村した後、１９６２（昭和３７）年１月１日に町制を施行して、現在に至っています。 

人口の動き 

国勢調査の総人口をみると、１９５５（昭和３０）年の９，３３４人をピークに減少してお

り、２０１５（平成２７）年では３，２２８人です。 

年齢構成は、徐々に高齢化が進んでおり、２００５（平成１７）年に、６５歳以上の人口が

３割を超えました。 

世帯数は少しずつ減少傾向にあり、１世帯あたり人員も減少しています。 

産業３部門別の就業者数の推移をみると、いずれの就業者数も減少傾向にあります

が、徐々に第３次産業の割合が増えています。 

函館市  

旭川市  

帯広市  

稚内市  

士別市  

剣淵町  

和寒町  

釧路市札幌市  
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●日本の出生率は１．５以下の状況が続いており、２０３５（令和１７）年には約３分の

１が６５歳以上になると推計されています。社会保障のあり方を見直す必要性に

迫られているほか、「老老介護」や「８０５０問題※」などがより深刻になっていま

す。

※８０５０問題：ひきこもりが長期化し、８０代の親が５０代の子どもの生活を支える状況が多く見られ

るという社会問題です。

●日本では、東京など大都市への人口集中が進み、人口の地域格差が広がってい

ます。国は、東京一極集中を是正し、地方の人口減少に歯止めをかけ、日本全

体の活力を高めるため「地方創生」を推進しています。

〇地方の人口減少と高齢化のスピードは早く、自治体運営や地域産業にも影響

を与えています。将来存続が難しい自治体も出てくると言われるなか、自治体

経営が可能な人口や社会経済構造の維持が課題となっています。 

〇「老老介護」や「８０５０問題」を解決していくためには、個々の努力や公的な支

援とともに、地域の扶助力をいかに高めるかが課題となっています。 

人やもの、情報などのつながりについて 

●インターネットが普及するなか、情報交換だけでなく、遠隔操作、測量や調査、金

銭の支払いなど、情報通信技術（ＩＣＴ）でできることが増えています。ロボットや

ＡＩ（人工知能）も進展し、使い方は高度で広範囲になっています。国は、めざす

べき未来社会の姿としてＳｏｃｉｅｔｙ５．０※を掲げ、情報通信技術を産業や社会生

活に取り入れて、経済発展の促進と社会的な課題の解決に取り組んでいます。

※狩猟社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ １．０）、農耕社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ ２．０）、工業社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ ３．０）、情報社会（Ｓ

ｏｃｉｅｔｙ ４．０）に続く、新たな社会のことです。

●交通・流通網の拡大や規制緩和などで、人・もの・情報・金銭等が大量に世界を

行き交っています。日本を訪れる外国人、国内で働く外国人が増え、日本経済

が活性化されましたが、世界との競争は激化し、犯罪や感染症なども国を越えて

発生しています。２０２０（令和２）年には新型コロナウイルスが世界中で感染し、

世界中の人命や経済にかつてない深刻な影響を与えています。

●情報化、国際化とともに、国や地域を越えて人がつながり、多様なコミュニティが

生まれています。その一方で、地域においては、人と人とが直接交流することが

減り、これまでコミュニティと言われていた地縁型のつながりが希薄になること

で、地域社会からの孤立や孤独死などが社会問題になっています。
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５ 今日的な動向とまちづくり課題 

世界や日本の動きと、まちづくりへの影響や課題をまとめると、次のとおりです。  

環境や気候について 

●世界の人口が増え、環境に与える負荷が高まるなか、地球規模での環境問題が

深刻化しています。温室効果ガスの増加による地球温暖化、プラスチック製品の

大量生産・廃棄による海洋汚染などが目に見える形で問題となり、「脱炭素社

会」「脱プラスチック社会」をめざした取り組みが進められています。

●国内では、数十年に１度であった大雨が毎年のように全国各地で起きるなど、自

然災害が広域化、甚大化しています。災害から人命を守り、迅速に復旧できる

強靭（強くてしなやか）な国づくりをめざし、国土強靱化を進めています。

●あらゆる生命や暮らしの基盤である「地球環境」の保全と利用、消費と再生とが

バランスを保ち、人と自然の共存が実現できた「持続可能な世界」をめざそうと

いう意識が「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の提唱などを通じて広まっていま

す。

〇「脱炭素社会」「脱プラスチック社会」の実現は、一人ひとりの意識と行動が不

可欠であり、町民や事業者などに普及していくことが求められています。 

〇各自治体が管理する公共施設の強靱化や防災・減災対策など、災害に強いま

ちづくりを進めていくことが求められています。 

〇国連で採択されたＳＤＧｓ、ＥＳＧ投資※は、企業や自治体にも求められており、

施策や事業を設定、推進するうえで反映させることが求められています。 

※環境（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ）、社会（Ｓｏｃｉａｌ）、ガバナンス（Ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅ）を重視して投資することです。

人口や年齢構成について 

●世界の総人口は増えており、２０５０（令和３２）年には、ほぼ１００億人に達する※と

推計されています。一方、日本は２００８（平成２０）年をピークに減っており、２０５

５（令和３７）年には１億人を下回る※とされています。国内経済の縮小、労働力不

足など、日本経済への影響が懸念されています。

※世界の人口は国連の推計、日本の人口は国立社会保障・人口問題研究所の推計。

今

日

的

な

動

向 

ま

ち

づ

く

り

課

題 

今

日

的

な

動

向 

32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   632100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   6 2021/04/13   18:36:442021/04/13   18:36:44



7 

●日本の出生率は１．５以下の状況が続いており、２０３５（令和１７）年には約３分の

１が６５歳以上になると推計されています。社会保障のあり方を見直す必要性に

迫られているほか、「老老介護」や「８０５０問題※」などがより深刻になっていま

す。

※８０５０問題：ひきこもりが長期化し、８０代の親が５０代の子どもの生活を支える状況が多く見られ

るという社会問題です。

●日本では、東京など大都市への人口集中が進み、人口の地域格差が広がってい

ます。国は、東京一極集中を是正し、地方の人口減少に歯止めをかけ、日本全

体の活力を高めるため「地方創生」を推進しています。

〇地方の人口減少と高齢化のスピードは早く、自治体運営や地域産業にも影響

を与えています。将来存続が難しい自治体も出てくると言われるなか、自治体

経営が可能な人口や社会経済構造の維持が課題となっています。 

〇「老老介護」や「８０５０問題」を解決していくためには、個々の努力や公的な支

援とともに、地域の扶助力をいかに高めるかが課題となっています。 

人やもの、情報などのつながりについて 

●インターネットが普及するなか、情報交換だけでなく、遠隔操作、測量や調査、金

銭の支払いなど、情報通信技術（ＩＣＴ）でできることが増えています。ロボットや

ＡＩ（人工知能）も進展し、使い方は高度で広範囲になっています。国は、めざす

べき未来社会の姿としてＳｏｃｉｅｔｙ５．０※を掲げ、情報通信技術を産業や社会生

活に取り入れて、経済発展の促進と社会的な課題の解決に取り組んでいます。

※狩猟社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ １．０）、農耕社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ ２．０）、工業社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ ３．０）、情報社会（Ｓ

ｏｃｉｅｔｙ ４．０）に続く、新たな社会のことです。

●交通・流通網の拡大や規制緩和などで、人・もの・情報・金銭等が大量に世界を

行き交っています。日本を訪れる外国人、国内で働く外国人が増え、日本経済

が活性化されましたが、世界との競争は激化し、犯罪や感染症なども国を越えて

発生しています。２０２０（令和２）年には新型コロナウイルスが世界中で感染し、

世界中の人命や経済にかつてない深刻な影響を与えています。

●情報化、国際化とともに、国や地域を越えて人がつながり、多様なコミュニティが

生まれています。その一方で、地域においては、人と人とが直接交流することが

減り、これまでコミュニティと言われていた地縁型のつながりが希薄になること

で、地域社会からの孤立や孤独死などが社会問題になっています。

ま
ち
づ
く
り
課
題 

今

日

的

な

動

向 

今

日

的

な

動

向 

6 

５ 今日的な動向とまちづくり課題 

世界や日本の動きと、まちづくりへの影響や課題をまとめると、次のとおりです。  

環境や気候について 

●世界の人口が増え、環境に与える負荷が高まるなか、地球規模での環境問題が

深刻化しています。温室効果ガスの増加による地球温暖化、プラスチック製品の

大量生産・廃棄による海洋汚染などが目に見える形で問題となり、「脱炭素社

会」「脱プラスチック社会」をめざした取り組みが進められています。

●国内では、数十年に１度であった大雨が毎年のように全国各地で起きるなど、自

然災害が広域化、甚大化しています。災害から人命を守り、迅速に復旧できる

強靭（強くてしなやか）な国づくりをめざし、国土強靱化を進めています。

●あらゆる生命や暮らしの基盤である「地球環境」の保全と利用、消費と再生とが

バランスを保ち、人と自然の共存が実現できた「持続可能な世界」をめざそうと

いう意識が「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の提唱などを通じて広まっていま

す。

〇「脱炭素社会」「脱プラスチック社会」の実現は、一人ひとりの意識と行動が不

可欠であり、町民や事業者などに普及していくことが求められています。 

〇各自治体が管理する公共施設の強靱化や防災・減災対策など、災害に強いま

ちづくりを進めていくことが求められています。 

〇国連で採択されたＳＤＧｓ、ＥＳＧ投資※は、企業や自治体にも求められており、

施策や事業を設定、推進するうえで反映させることが求められています。 

※環境（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ）、社会（Ｓｏｃｉａｌ）、ガバナンス（Ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅ）を重視して投資することです。

人口や年齢構成について 

●世界の総人口は増えており、２０５０（令和３２）年には、ほぼ１００億人に達する※と

推計されています。一方、日本は２００８（平成２０）年をピークに減っており、２０５

５（令和３７）年には１億人を下回る※とされています。国内経済の縮小、労働力不

足など、日本経済への影響が懸念されています。

※世界の人口は国連の推計、日本の人口は国立社会保障・人口問題研究所の推計。

今

日

的

な

動

向 

ま

ち

づ

く

り

課

題 

今

日

的

な

動

向 

32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   732100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   7 2021/04/13   18:36:452021/04/13   18:36:45



9 

６ 剣淵町のまちづくりの課題 

『住み続けたい人が住み続けられるまち』を引き続きめざす 

本町は、大きな災害が少なく、札幌や旭川などの都市とのアクセスが比較的良いこと

などをいかして『住み続けたい人が住み続けられるまち』をめざしています。 

住み良さを尋ねた町民アンケート結果をみると「住み良い」は１５～１９歳や８０歳以上

で高い一方、２０・３０代や５０代で低く、また、４０代以下は「どちらかといえば住みにくい」

が１割前後を占めるなど、年代による差が見られます。 

定住意向については、「今の場所に住み続けたい」は年齢とともに高まる傾向にありま

すが、２０・３０代は「町内の別の場所に移りたい」が２割前後を占め、他より高くなってい

ます。１５～１９歳や２０代は「一度は町外に出るかもしれないが、また戻ってきたい」が他

より高いですが、「住み続けたいが町外に移ることになる」も他より高く、理由の多くは進

学や就職です。実際に若者の転出超過が続いていますが、Ｕターンを望む若者もいるな

か、これらの若者が希望どおり戻って来られるように、広い視点から考え、取り組むこと

が必要です。 

高齢者は、住み続けたいと思いながら、移動手段、医療環境などに不安を覚える人が

多く、余儀なく転居する状況が見られます。 

定住への取り組みが全国で進むなか、本町も引き続き、年齢に関わらず『住み続けた

い人が住み続けられるまち』をめざし、取り組みを強化していくことが必要です。 

8 

〇人手不足の解消、知識・技術の継承、高速で高度なデータ分析など、さまざま

なまちづくり分野で情報通信技術の有効活用が期待されています。一方、個

人情報の流出、ネット上の犯罪やトラブル、情報を持てる人と持てない人の格

差の広がりなど、これまでになかった新たな社会問題も生まれています。 

〇外国人の消費力、労働力は地域経済の活性化や課題解決につながりましたが、

それに頼る危うさも浮き彫りになるなか、国際化への対応とともに、国際化で

生じるリスクへの対策を考えておくことが改めて求められています。 

〇人口減少、高齢化、単身世帯の増加が進む中で、地域での見守りや支え合い

の大切さが認識されており、より細やかな視点でだれもが取り残されない地

域社会づくりに取り組んでいくことが必要です。 

人の価値観、働き方について 

●一人ひとりの持つ価値観やライフスタイルが多様化し、ものの豊かさや便利さだ

けではなく、精神的な豊かさ、過ごしやすさを重視する人が増えています。

●多様性を尊重する考え方（ダイバーシティ）や、性別や人種、国籍、障害の有無な

ど属性で排除せず、一緒に活動する考え方（インクルージョン）も広まっていま

す。

●場所や時間に縛られずに仕事ができる働き方は、情報通信環境の普及、向上に

より広がりつつありましたが、新型コロナウイルスの感染拡大を契機に、取り入れ

る企業が急速に増えました。日本では、働き方改革や地方創生でテレワークを推

進していることもあり、業種によっては、通勤しないで仕事をするスタイルはより

一層普及していくことが予測されます。

〇田舎での暮らしやコト消費※などを求める人、通勤に縛られず地方に住みなが

ら仕事をしたいと考える人が増えているなか、これらの人たちに選ばれる地域

になることで、定住人口や交流人口の拡大につなげていくことが求められてい

ます。 

〇ダイバーシティやインクルージョンといった考えは、教育や福祉、環境整備など

のまちづくり分野でもキーワードとなっており、これらの考えに基づいた取り

組みが求められています。 

※物を所有することに価値を見出す消費傾向（モノ消費）に対して、商品やサービスを購入したことで

得られる体験に価値を見出す消費傾向を「コト消費」と言います。
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高齢者は、住み続けたいと思いながら、移動手段、医療環境などに不安を覚える人が
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〇人手不足の解消、知識・技術の継承、高速で高度なデータ分析など、さまざま
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11 

新たな技術や発想、人とのつながりで地域の課題を解決していく 

日本は、前例のないスピードで高齢化が進んでいます。本町も同様で、現在、３分の１

強を占める６５歳以上の人口は、このままの状況が続けば、半数を占める時代が来るこ

とが予測されています。 

人口減少と高齢化が進むと、産業分野における労働力に加えて、地域活動を支える

マンパワーも弱まります。今は、町民の協力や善意の気持ちに支えられている地域活動、

福祉や子育て支援につながる活動なども立ち行かなくなり、ひいては自治体運営もより

厳しくなっていきます。高齢化をにわかに抑えることは難しく、若年層の移住・定住促進

だけで改善することは容易ではありません。 

今後さらに不足が推測されるマンパワーを確保するには、現在急速に進化している情

報通信技術をいかすことが重要です。国も「地域におけるＳｏｃｉｅｔｙ５．０※の推進」を掲

げ、デジタル化を進めており、本町でも、産業、教育、福祉、医療などさまざまな分野で情

報通信技術を効果的に取り入れ、地域を支えるマンパワーを補完していくことが必要で

す。 

また、これまで関わりがなかったり、少なかった人たちの力を、もっと活かしていくことも

重要です。近年、町内では新たな取り組みも生まれていますが、地域活動をはじめ特産

品開発、絵本の里づくり、地域福祉の担い手など、まだまだ人の力が足りない状況です。 

町民の中には、さまざまな活動に対して、機会があれば手伝いたいという声も少なか

らずあり、顔が見えやすいという小さな町の良さをいかし、年齢を問わず声をかけ、とも

に地域づくりに取り組んでいくことが必要です。 

さらに町外では、剣淵町にゆかりのある地域や企業、剣淵町を訪れた人たち（交流人

口）、剣淵町とつながりを持ち続けている人たち（関係人口）は、町の歩みとともに着実に

増えています。これらの人たちの力を借りる発想も、より一層求められています。 

新たな技術や発想、人の力を地域の課題解決に活かしていくことが必要です。 

※狩猟社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ １．０）、農耕社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ ２．０）、工業社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ ３．０）、情報社会（Ｓ

ｏｃｉｅｔｙ ４．０）に続く、新たな社会のことです。

10 

住み良さ（上段）と定住意向（下段）の年齢別アンケート結果 

※表中の数値は回答割合（％）、［ ］の中の数は回答者の人数です。

住み良さ 住み良い 

どちらかと 

いえば 

住み良い 

どちらとも 

いえない 

どちらかと 

いえば 

住みにくい 

住みにくい 無回答 

１５～１９歳［２７］ ３７．０ ３３．３ １１．１ １４．８ ３．７ ０．０ 

２０代［６２］ １７．７ ２９．０ ３２．３ １１．３ ８．１ １．６ 

３０代［１１２］ １７．０ ３６．６ ２９．５ ９．８ ７．１ ０．０ 

４０代［１４０］ ２６．４ ３９．３ １９．３ １０．７ ２．９ １．４ 

５０代［１７４］ １６．１ ４５．４ ２５．９ ６．３ ３．４ ２．９ 

６０代［２３５］ ２８．５ ４８．１ １６．６ ５．５ １．３ ０．０ 

７０代［２３６］ ２３．７ ４５．８ ２０．８ ５．９ １．７ ２．１ 

８０歳以上［１６５］ ４３．６ ２９．１ １７．０ ４．２ ３．６ ２．４ 

定住意向 

今の場所に 

住み続け 

たい 

町内の 

別の場所に 

移りたい 

一度は 

町外に出る 

かもしれない 

が、また 

戻ってきたい 

住み続け 

たいが、 

町外に移る

ことになる 

町外に 

移りたい 
無回答 

１５～１９歳［２７］ １８．５ ３．７ １１．１ ２５．９ ３７．０ ３．７ 

２０代［６２］ ２４．２ ２１．０ ９．７ １９．４ １９．４ ６．５ 

３０代［１１２］ ４７．３ １７．０ ５．４ ８．９ １７．０ ４．５ 

４０代［１４０］ ６３．６ ９．３ ３．６ ７．１ １３．６ ２．９ 

５０代［１７４］ ６０．９ ６．９ ０．０ １２．１ １６．１ ４．０ 

６０代［２３５］ ７３．６ ４．７ ０．４ １１．５ ８．１ １．７ 

７０代［２３６］ ７５．４ ９．３ ０．４ ７．６ ３．８ ３．４ 

８０歳以上［１６５］ ８０．０ １．２ ０．０ ７．９ ３．０ ７．９ 

32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   1032100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   10 2021/04/13   18:36:462021/04/13   18:36:46



11 

新たな技術や発想、人とのつながりで地域の課題を解決していく 
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強を占める６５歳以上の人口は、このままの状況が続けば、半数を占める時代が来るこ
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報通信技術を効果的に取り入れ、地域を支えるマンパワーを補完していくことが必要で
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重要です。近年、町内では新たな取り組みも生まれていますが、地域活動をはじめ特産

品開発、絵本の里づくり、地域福祉の担い手など、まだまだ人の力が足りない状況です。 

町民の中には、さまざまな活動に対して、機会があれば手伝いたいという声も少なか

らずあり、顔が見えやすいという小さな町の良さをいかし、年齢を問わず声をかけ、とも

に地域づくりに取り組んでいくことが必要です。 

さらに町外では、剣淵町にゆかりのある地域や企業、剣淵町を訪れた人たち（交流人

口）、剣淵町とつながりを持ち続けている人たち（関係人口）は、町の歩みとともに着実に

増えています。これらの人たちの力を借りる発想も、より一層求められています。 

新たな技術や発想、人の力を地域の課題解決に活かしていくことが必要です。 
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Ⅱ 基本構想 

12 

持続可能な財政運営に向けて、着実に取り組む 

自治体を継続させていくには、持続可能な財政運営が必要です。 

社会保障や公共インフラの維持更新にかかる費用の増加、自然災害や世界的な感染

症の発生などを受け、日本の財政状況は厳しさを増しています。地方自治体も同様で、

本町においても厳しい財政運営が続いています。 

現状を改善するには、地方創生でも重視されている「稼ぐ力」を高めるとともに、健全

化に向けて財政運営を見直していくことが必要です。そのためには、中長期的な視点で

財政運営の見通しをたてたうえで、事業を進めていくことが必要です。 

本町では、他の多くの地方自治体と同様に、総合計画の策定に合わせて施策・事業

を位置づけていますが、これまで以上に費用対効果の高い事業の実施に努めるととも

に、実施した事業の検証や見直しに力を入れることが必要です。見直す際には、廃止・削

減だけでなく、効果や重要性などを見極めながら、推進方法や経費のかけ方の見直し

や、「優先順位」「集中と選択」といった視点を持つことも重要です。 

絵本の里とともに、生まれ育った良さを、次の１０年につなげていく 

人口減少や高齢化、厳しい財政運営が続くなか、新たな１０年のまちづくりを考えるに

あたって、決して明るい見通しとは言えない状況です。 

しかしながら、この１０年間の本町のまちづくりを振り返ると、健康増進に力を入れたこ

とで、国民健康保険の特定健診受診率が北海道内で第１位になるなど、町民の健康意

識の高まりが見られるほか、高齢者を対象としたサロン活動やボランティア活動が徐々に

広がり、アンケートでも保健や福祉の満足度は前回、前々回の評価を上回っています。

基幹産業である農業では、ブランド化や農福連携による加工体制の強化などを進めた

結果、けんぶち産の農作物や加工商品が増え始めています。観光ではアルパカ牧場が

開場１０周年を迎え、レークサイド桜岡の宿泊棟が改修されるなど、来訪者の受け入れ体

制が整いつつあります。そして、２０２０（令和２）年には、町内に自動車テストコースがあ

ることで長きにわたり交流を深めているマツダ（株）と包括連携協定が締結されました。

健康寿命の向上や地域福祉の推進、地域経済の活性化や好循環、交流人口や関係人

口の拡大などが求められるなか、この１０年間の取り組みは、本町の先行きに明るさをも

らたすものです。 

剣淵町の良さをもっと町外に発信すべきとの声は多く聞こえますが、町民にも町の取

り組みや成果をもっと知ってもらい、次の１０年につなげていくことも大切です。 

また、絵本の里のまちづくりは、中心的に進めてきた団体の活動が３０年を超え、「絵

本の里」は、さまざまなまちづくり分野の支柱となっています。これまで培われてきたもの

を、令和の時代にどう継承、発展させていくのか、改めて考えていくことが重要です。 
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（２）まちづくりテーマ（将来像）

剣淵町では、これまで、「恵みの大地  けんぶち」、「恵みの大地  彩りの街  けんぶち」、

「扉の向こうに物語がある・・・誇れる大地  夢ひらくまち けんぶち」、「人・夢・大地  やさし

さ奏でる 絵本の里けんぶち」という、まちづくりテーマを掲げてきました。 

その言葉どおりに、田畑が広がる大地に彩の街がうまれ、絵本の里という夢がひらき、そ

のやさしいイメージが、周囲に広がりつつありますが、その一方で、人口減少、高齢化が加

速し、剣淵町の存続を真剣に考えていかなければならない時代に入りつつあります。  

多くの人の力で築いてきた「剣淵町」を、次の時代に引き継いでいくことを意識したまち

づくりが必要です。 

住む人、とりまく環境は、歴史とともに移り変わり、変化をとげてきましたが、農業が基幹

産業であることや、絵本の里であることは、これからも継承すべき、まちの姿といえます。  

また、人と人とのつながり、未来に夢や希望を持つことが大切であると、より一層感じる

令和の時代に、第５期でめざした、人や環境にやさしいまちづくり、夢を持ち安心して暮ら

し続けることができるまちづくりも、引き継き、進めていくことが必要です。  

このようなことから、本計画のまちづくりテーマを次のように掲げます。

人・夢・大地 

次代につなぐ 絵本の里けんぶち 

「人」 
人人とと人人ととののつつななががりりをを大大切切ににすするる、、ややささししささががああふふれれるるままちち。。  

「夢」 
町町民民一一人人ひひととりりがが、、夢夢やや希希望望をを持持ちち、、豊豊かかなな人人間間性性とと文文化化をを育育んんででいいくくここととががででききるるままちち。。  

未未来来のの剣剣淵淵町町にに夢夢をを持持ちち、、協協力力しし合合いいななががらら、、困困難難をを乗乗りり越越ええてていいくくままちち。。  

「大地」「絵本の里」 
農農業業のの象象徴徴ででああるる「「大大地地」」、、ここれれままでで大大切切にに育育ててててききたた「「絵絵本本のの里里」」をを、、  

ここれれかかららもも継継承承ししてていいくくままちち。。  

14 

１ めざす町の姿とまちづくりテーマ 

（１）めざす町の姿

今日的な動向や剣淵町内外のまちづくりの課題を踏まえて、これから本町がめざす、ま

ちづくりの方向性をまとめると、次のようになります。 

一人ひとりが願う暮らし方で、いつまでも住み続けられるまち 

一人ひとりが思い描く剣淵町での暮らし方はいろいろですが、住めない要因、住み続け

られない要因などをできるだけ取り除き、住みたい人がいつまでも住み続けられるまちをめ

ざします。 

不便や不安を減らし、良さや可能性を伸ばしていくまち 

地域課題に向けた地道な取り組みを継続するとともに、今後進展が期待される情報通

信技術や高速道路網などをいかし、不便さや不安を解消（底上げ）することで、ちょっと離

れた小さな町ならではの良さ、可能性を、いろいろな角度から伸ばしていくことができるま

ちをめざします。 

「けんぶち」が評価され、好循環が生まれるまち 

「けんぶち産」を食べたこと、剣淵町を訪れたことなどを機に、本町に関心や好印象を持

った人たちが、交流人口や関係人口となり、好循環が多く生まれるまちをめざします。 

また、外からの評価や認知度が高まることで、町民が剣淵町を見直したり、より好きにな

るまちをめざします。 

困難や課題を乗り越え、継承・継続していくまち 

北海道でも増加している自然災害、感染症の拡大など想定外の非常事態、厳しい自

治体経営に立ち向かう気持ちを町全体で共有し、協力し合い、手を差し伸べ合えるまちを

めざします。 

絵本の里づくりで育ててきた町民の連帯感や優しい心などを次代に継承しつつ、時代

の変化に対応した次世代を育成し、新たな時代を見据えたまちづくりを再構築していくま

ちをめざします。 
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前々回/2008年[1,108]

前回/2015年[688]

今回/2019年[1,183]

住み良い どちらかといえば

住み良い

どちらとも

いえない

どちらかといえば

住みにくい

住みにくい 無回答

（２）総合的な指標

第５期総合計画では、まちづくりの総合的な指標として、住み良さを町民に尋ねたアンケ

ート結果で、「住み良い」と「どちらかといえば住み良い」が７０％を超えることをめざしてい

ました。 

３回分のアンケートを比較すると「住み良い」の割合は徐々に高まっていますが、今回、

「住み良い」と「どちらかといえば住み良い」の合計は６５．７％となり、目標としていた７０％

には届きませんでした。 

『住み続けたい人が住み続けられるまち』をめざすことは本計画でも変わらないことか

ら、次期総合計画を策定する時点において、引き続き、「住み良い」と「どちらかといえば住

み良い」の合計が７０％を超えることをめざすこととします。 

住み良さ（町民アンケートの前回、前々回との比較） 

※［ ］の中の数は回答者の人数

 

目標 ２０３０（令和１２）年に合計７０．０％以上  

合計 63.8％ 

合計 71.2％ 

合計 65.7％ 

16 

２ 基本的な指標、考え方 

（１）将来の人口

国勢調査の総人口の推移を１９９５（平成７）年から見ると、少ない時には２００人ほど、

多い時には４００人近くの人口が、５年間で減っています。 

このようななか、人口減少の抑制をめざし、２０１５（平成２７）年に人口ビジョンを定め、

総合戦略を推進していますが、その後も人口の減少が続いています。 

今後も人口減少は継続することが推計されていますが、本計画および総合戦略の推進

により、人口減少のスピードをできるだけ抑制していくこととし、本計画が終了する２０３０

（令和１２）年に、「人口ビジョン」で掲げている数値（２，６５４人）を維持することを目標とし

ます。 

これまでの人口とこれからの推計（国勢調査、人口ビジョンより） 

年 

区分 

1995 

(H7) 

2000 

(H12) 

2005 

(H17) 

2010 

(H22) 

2015 

(H27) 

2020 

(R2) 

2025 

(R7) 

2030 

(R12) 

2035 

(R17) 

2040 

(R22) 

2045 

(R27) 

2050 

(R32) 

2055 

(R37) 

2060 

(R42) 

実際の数値 4,466 4,158 3,952 3,565 3,228 

社人研準拠 

推計※ 
3,012 2,752 2,516 2,283 2,058 1,842 1,647 1,469 1,314 

剣淵町が 

めざす推計 
3,261 3,039 2,830 2,654 2,483 2,317 2,159 2,020 1,906 1,804 

※人口減少対策を講じない場合の推計。
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剣淵町がめざす推計

社人研準拠推計※

本計画が  
終了する年   
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□自然環境ゾーン

森林や河川の防災など公益的機能やそこに生息・生育する動植物の生態系を保全すると

ともに、自然とふれあう場の適切な管理に努めます。 

□交流・レクリエーション拠点

剣淵温泉レークサイド桜岡、パークゴルフ場とキャンプ場を含めた桜岡公園、道の駅「絵本

の里けんぶち」、ビバアルパカ牧場などを含むエリア、また、絵本の館やまちの駅（観光交流セ

ンター）、ＪＲ剣淵駅などを含むエリアをそれぞれ「交流・レクリエーション拠点」とし、町内外の

人が交流をしたり、余暇などを楽しむことができる機能を高めます。 

また、これらの拠点施設を結びつける移動交通の利便性向上に努めます。 

市街地・農業・自然環境の各ゾーン、交流・レクリエーション拠点の位置や範囲 

 

宗谷本線  

剣淵駅  

交流・レクリエーション 

拠点 

桜岡公園  
絵本の館  

まちの駅  

自然環境ゾーン 

市街地 

ゾーン 

農業ゾーン 

国道 40 号  

道の駅  

道央自動車道  

アルパカ牧場

18 

（３）土地利用の考え方

土地利用に関する基本的な考え方については次のとおりです。

〇秩序を保ち、長期的な視点に留意し、計画的な土地利用を進めます。 

土地の公益性を尊重し、町民に潤いや安らぎを与えている空間を後世に継承していく

ため、長期的な視点を持ち、秩序ある土地利用を進めます。 

また、農地や森林、住宅地など、それぞれの土地利用に関する考え方を踏まえて、計画

的に土地利用を進めます。 

〇環境への負荷軽減と安全性を重視します。 

人間も含め、多様な生物がこれからも共存できるよう、環境にできるだけ負荷をかけな

い土地利用を進めます。 

また、自然災害が発生しても被害を最小限に抑えることができるよう、防災や減災、国

土強靭化※の視点に立った土地利用を進めます。 

※災害による被害を最小化し、致命的なものにならず迅速に回復する「強さとしなやかさ」を備えた国

づくりを進めることです。

〇利便性を高め、地域産業を活性化させます。 

人口減少、高齢化が進む中で、日常生活の利便性が維持、向上されるような機能的な

土地利用を進めます※。 

また、農業の振興を促すような土地利用、町内外の人、もの、情報などが結び付き、相

乗効果が生まれるような土地利用を進めます。  

※国は「国土のグランドデザイン２０５０」に、地方都市において、医療・福祉・商業等の生活機能を確保

し、高齢者が安心して暮らせるよう、地域公共交通と連携して、コンパクトなまちづくりを進めること

が重要と位置づけています。

〇機能区分を踏まえた土地利用を進めます。 

町域を「市街地ゾーン」「農業ゾーン」「自然環境ゾーン」の３つに区分したうえで、「交

流・レクリエーション拠点」を位置づけ、それぞれの機能や役割を踏まえて、土地利用を進

めます。 

□市街地ゾーン

年代に関わらずだれもが便利で住みやすいと思える住環境をつくりながら、土地の有効利

用を進め、賑わいがあり、絵本の里らしい潤いや優しさが感じられる街づくりを進めます。 

□農業ゾーン

生産性と安全性の両立をめざし、優良農地の維持・確保や強靭化、離農地や遊休地の有

効活用などを進めます。 

また、田畑を含めた農業集落の景観向上や生活基盤の維持に努め、絵本の里らしい、潤

いやのどかさが感じられる農村づくりを進めます。 
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（３）健康と支え合いを大切にするまちをつくる

超高齢社会を迎えた今日、健康寿命を延ばし長寿社会を楽しく過ごせるよう、保健、医

療、福祉が連携し、町民の心身の健康や生活を支えていくことが重要です。 

保健、医療、福祉を支える人たちが全国的に不足するなか、必要な人材の確保を図り

ながら、保健、医療、福祉に関わる人や組織の連携を深め、効率的かつ効果的な取り組み

を進めていくように努めます。 

また、一人暮らしや高齢者のみの世帯が増えるなど、地域で孤立しがちな人たちも増え

る傾向にあるなか、だれもが取り残されないように、町全体で見守りや支え合いの気持ち

を持ち町民相互で接することができるように促します。 

基本計画での項目 

１ 保健、医療 

２ 地域福祉 

３ 高齢者福祉 

４ 障がい者（児）福祉 

（４）豊かな環境と共生し安全に暮らせるまちをつくる

山や川などの自然のほか、農村に広がる田畑も含め、剣淵町の自然は町の財産であ

り、魅力でもあります。自然と調和した生活環境を守り、次代に継承できるよう、気候変動

への対応や環境保全、環境美化に努めるとともに、生活排水や廃棄物の適切な処理に努

めます。 

自然災害をはじめ地震や停電、高齢者が関わる交通事故や犯罪、インターネットを通じ

た犯罪など、町民の身の回りで起こりうる災害や事故、犯罪は増えており、安全・安心を望

む声は少なくありません。災害や事故などの未然防止と発生時の対策を強化し、町民の

生命と財産を守り安心して生活できる環境づくりに努めます。 

基本計画での項目 

１ 自然保護、環境共生 

２ 景観、環境美化 

３ 排水処理、し尿処理 

４ ごみ処理、リサイクル 

５ 公園 

６ 火葬場、墓地 

７ 防災 

８ 消防、救急 

９ 交通安全 

１０ 防犯 

20 

３ まちづくり分野の基本方向 

（１）働く場と地域の活力があるまちをつくる

人口減少や高齢化で後継者や労働力が減少し、働く場の減少にもつながるという、地

域経済の負の循環が続かないように、各産業を支える人たちが働き続けられることで、地

域経済が活性化し、継承されていく支援に努めます。 

また、事業拡大や売上向上などにつながるよう、これからの市場ニーズ、消費の動向な

どを踏まえ、時代に合った生産、販売、事業展開を、農林業者、商工業者とともに考え、支

援に努めます。加えて、各産業分野や関係団体等の連携を一層強め、本町の魅力や資源

をいかした観光による経済効果を高めます。 

さらに、働きたいと願う全町民の就労ニーズに合った働き口が町内に増えるよう、多様

な形態、条件での雇用促進に努めます。 

基本計画での項目 

１ 農業 

２ 林業 

３ 商工業 

４ 観光 

５ 雇用、勤労者福祉 

（２）子どもを育てやすく学びを楽しめるまちをつくる

子どもの数が減少する一方で、子育てへの支援や子どもの教育に求められる内容は多

様化しています。子どもを見守り育てる気持ちを町全体で共有し、人も含め地域の資源や

環境を子育てや教育に活用しながら、小さいまちならではの細やかな子育て支援、子ども

の教育に努めます。 

また、人生１００年時代を過ごす中で、生涯学習や生涯スポーツの重要性が高まってい

ます。子どもから高齢者まで、それぞれの目的に沿って学びやスポーツを楽しめるように支

援します。 

さらに、子育て支援や教育、生涯学習などさまざまな場を通じて、絵本文化を継承、発

展させていきます。 

基本計画での項目 

１ 子育て支援 

２ 小中学校教育 

３ 高等学校 

４ 青少年健全育成 

５ 生涯学習、社会教育 

６ 芸術文化、文化財 

７ スポーツ
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４ 青少年健全育成 

５ 生涯学習、社会教育 

６ 芸術文化、文化財 

７ スポーツ
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Ⅲ 重点施策（総合戦略） 

22 

（５）使いやすく持続可能な生活基盤があるまちをつくる

人口減少や高齢化により、住宅や水道、道路、公共交通など日常生活を支える基盤や

土地利用のあり方も変化しつつあります。高齢になっても住み良く、人口が減っても維持

管理のコストが少ない生活基盤について、長期的な視点で考え、整備を進めていきます。  

また、自然災害が増加傾向にあり、地震による停電も経験したなかで、災害に強い基盤

整備が求められており、ハード・ソフト両面から強靭化の推進に努めます。  

基本計画での項目 

１ 土地利用 

２ 住宅、宅地 

３ 水道 

４ 道路 

５ 河川整備 

６ 公共交通 

７ 情報通信  

（６）人の絆と知恵で小さくても元気なまちをつくる

剣淵町民の人口は減少傾向にありますが、交流人口や関係人口といった人とのつなが

りは増え続けています。今後も町外との交流がさまざまな場面で増え、地域経済の活性化

や移住など地域の活性化につながっていくよう支援します。 

町内においても、町民相互の共助や町民と行政の協働の輪がより一層広がるよう、情

報の発信や共有などを積極的に行い、共助や協働が進みやすい環境づくりや活動の促進

に努めます。 

まちづくりを支える行財政運営については、ＩＣＴの活用など行政運営の効率化をより一

層行いながら、長期的な視点で財政運営を見通し、計画的に事業を推進していくことで、

持続可能な行財政運営に努めます。 

基本計画での項目 

１ 町外への情報発信、町外との交流 

２ 町内の交流、住民活動 

３ 男女共同参画 

４ 広報、広聴、情報共有 

５ 行政運営 

６ 財政運営  
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Ⅲ 重点施策（総合戦略） 
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まちづくりを支える行財政運営については、ＩＣＴの活用など行政運営の効率化をより一

層行いながら、長期的な視点で財政運営を見通し、計画的に事業を推進していくことで、

持続可能な行財政運営に努めます。 

基本計画での項目 

１ 町外への情報発信、町外との交流 

２ 町内の交流、住民活動 

３ 男女共同参画 

４ 広報、広聴、情報共有 

５ 行政運営 

６ 財政運営  
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25 

施策１-３ 剣淵の商工業を支える人を応援します。 

本町の商工業も農業と同様に、経営者の高齢化や後継者不足により、町内の店舗が

減少しています。商工業は、町民の生活や生産活動を支え、農業以外の雇用を生み出す

重要な産業です。 
商工業がこれからも継続するよう、町内の消費活動が活性化するよう促進するとともに、

後継者や継承者をはじめ、起業をめざす人など、商工業を支える人たちを支援していくこ

とが必要です。 

取り組み内容 

○商工業者の後継者、継承者の確保、新たに起業をめざす人に向けた取り組み

○ＵＩＪターン者の就業支援

○地域の消費喚起（購買促進プレミアム商品券、商店街で行う活動支援、ぷっちーなスタ

ンプの利用促進など）

施策１-４ 剣淵高校との連携を深め、卒業生の働く場を増やします。 

町内には、町立の剣淵高校があり、「農業国際系列」「生活福祉系列」の２つの系列に

加え、令和３年度から普通科の「未来のしんろ系列」が新設され、それぞれの専門的な知

識や技術、地域課題や自己探求型のカリキュラムを学んでいます。  
町内の若年層が減っている中、町外から転入してくる生徒も多い高校生の存在は大き

く、地域の活性化にもいろいろ貢献しています。  
その一方で、卒業後はそれぞれの地元など町外に転出することが多い状況であり、農業

や福祉に関する働き先を中心に、町内で仕事につく生徒が増えるようにしていくことが必

要です。 

取り組み内容 

○剣淵高校の積極的なＰＲ

○町内の農業者と高校生が連携・交流する機会の創出（生産団体・グループとともに行う

活動など）

○剣淵高校と福祉施設の連携による、福祉分野での雇用の創出（福祉施設の入所定員、

職員待遇の検討）

24 

基本目標１ 地域の産業や魅力を活かし、働く場を増やす 

施策１-１ 剣淵の農業を支える人達を増やします。 

本町の基幹産業である農業は、家族で経営している形態がほとんどで、生産者の高齢

化、後継者の不足などが問題になっています。このような状況が続くと、農業を支える人た

ちが急速に減少し、本町の人口減少のスピードが加速することになります。  
農業を支える人達の減少を抑制するには、後継者のほか、新たな人達が農業に参入し

やすい環境・体制づくりをしていくことが必要です。  

取り組み内容 

○農業の法人化、作業受託など営農支援組織の確保、安定的な生産供給体制の整備

○後継者、第三者継承を含む農業従事者の確保に向けた取り組み（農業体験や研修・支

援、ファームステイなど）

〇スマート農業による労働負担の軽減、技術習得の短期化の推進  

施策１-２ 剣淵の農業を基盤に新たな事業や雇用を増やします。 

本町ではこれまで、生産した農畜産物等を町外にそのまま出荷している状態が多くを占

めていますが、生産品の出荷だけでは、雇用や生産販売額の拡大には限界があります。  
農畜産物等の加工や販売、町内外での直売、他の分野との連携による事業展開など、

農業を基盤に、新たな事業や雇用の場を増やしていくことが必要です。  

取り組み内容 

○剣淵町のＰＲにつながりつつ、特産品、名産品となりうる農畜産物生産の推進（けんぶち

農業ブランドの構築・確立など）

○農福連携など農業とその他の分野との連携による、農畜産物を用いた加工品づくりの

推進

○農畜産物を活用した起業化の支援、企業の誘致など（加工等事業を行う、起こす団体・

グループ、個人自営業者、会社など）

○農畜産物や加工品など、町外での PR や販売機会の拡充（町外での地場産品の販売・販

路開拓支援、ふるさと納税お礼品での活用など）
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減少しています。商工業は、町民の生活や生産活動を支え、農業以外の雇用を生み出す

重要な産業です。 
商工業がこれからも継続するよう、町内の消費活動が活性化するよう促進するとともに、

後継者や継承者をはじめ、起業をめざす人など、商工業を支える人たちを支援していくこ

とが必要です。 

取り組み内容 

○商工業者の後継者、継承者の確保、新たに起業をめざす人に向けた取り組み

○ＵＩＪターン者の就業支援

○地域の消費喚起（購買促進プレミアム商品券、商店街で行う活動支援、ぷっちーなスタ
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施策１-４ 剣淵高校との連携を深め、卒業生の働く場を増やします。 

町内には、町立の剣淵高校があり、「農業国際系列」「生活福祉系列」の２つの系列に

加え、令和３年度から普通科の「未来のしんろ系列」が新設され、それぞれの専門的な知

識や技術、地域課題や自己探求型のカリキュラムを学んでいます。  
町内の若年層が減っている中、町外から転入してくる生徒も多い高校生の存在は大き

く、地域の活性化にもいろいろ貢献しています。  
その一方で、卒業後はそれぞれの地元など町外に転出することが多い状況であり、農業

や福祉に関する働き先を中心に、町内で仕事につく生徒が増えるようにしていくことが必

要です。 

取り組み内容 

○剣淵高校の積極的なＰＲ

○町内の農業者と高校生が連携・交流する機会の創出（生産団体・グループとともに行う

活動など）

○剣淵高校と福祉施設の連携による、福祉分野での雇用の創出（福祉施設の入所定員、

職員待遇の検討）
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基本目標１ 地域の産業や魅力を活かし、働く場を増やす 

施策１-１ 剣淵の農業を支える人達を増やします。 
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やすい環境・体制づくりをしていくことが必要です。  

取り組み内容 
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施策１-２ 剣淵の農業を基盤に新たな事業や雇用を増やします。 
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27 

施策２-３ 剣淵が持つネットワークを､地域の活性化や観光・交流などに活かします。 

本町は姉妹・友好都市である富山県射水市、香川県さぬき市との交流を行っているほ

か、耐寒テスト基地が町内にあることを縁に、自動車メーカーのマツダ（株）との交流が町

民主体で行われているほか、２０２０年２月には包括連携協定を締結しました。また、本町

が舞台となった映画「じんじん」を通じてネットワークが広がったほか、アルパカ牧場を縁と

してペルー共和国タルマ市との交流も進んでいます。 
このような町外の人や自治体、企業とのつながりを大切にし、そのつながりから関係人

口や交流人口が増えるように努め、地域の活性化や観光・交流の促進、さらには移住の促

進にもつなげていくことが必要です。 

取り組み内容 

○剣淵町にゆかりのある人達との連携強化（移住・定住に関するの協力要請など）

○剣淵町にゆかりのある自治体との交流、相互連携（射水市、さぬき市など）

○剣淵町にゆかりのある企業等との交流、相互連携（マツダとの包括連携の推進、企業版

ふるさと納税など）

○士別市・和寒町・幌加内町との連携による「食と観光」の着地型観光の推進

○海外も含め町外への情報発信、プロモーション※の推進

※ものを売る時、関心を高め購買を促す活動のことで、ここでは、町への関心を高め、知名度や好感度

をあげたり、来訪を促すことです。

施策２-４ 剣淵での結婚や新たな生活を応援します。 

定住や移住を促進する一環として、本町で結婚し子育てをする世代を増やしていくこと

は重要なことですが、昔に比べて、町内で知り合う機会が減少しています。出会いや交流

の場を増やしていくことにより、結婚する人達が増えることを促していくことが必要です。  
また、引っ越しや移住を検討している人達にとって、住宅の情報や引っ越し（移住）の手

続きに関する情報などが十分に得られるまちであることは重要です。剣淵町での生活を検

討してもらいやすいように、引っ越しや移住に関する情報を積極的に提供し、支援体制を

充実させていくことが必要です。 

取り組み内容 

○出会いや交流を増やす機会の充実（出会い・交流イベントなど）

○若者が気兼ねなく交流できる環境づくり（異業種交流会、タウンミーティングなど）

○移住を促す情報発信、情報冊子、相談体制の充実

26 

基本目標２ 地域の魅力と発信力を高め、町に訪れる人を増やす 

施策２-１ 「絵本の里けんぶち」をさらに広げ、観光・交流や移住を促進します。 

本町は「絵本の里」として長年にわたってまちづくりを進めています。本町が舞台となった

映画「じんじん」が今も全国各地で上映されており、「絵本の里けんぶち」が全国に知られ

るきっかけになっています。 
「絵本の里」のまちづくりは、観光振興や移住・定住を進めるうえで本町の特長をアピー

ルできる重要な要素であり、今後も「絵本の里」として情報を発信し、取り組みを進めてい

くことで、観光・交流や移住の場、また、絵本に関心のある人たちが集まる場となるようにし

ていくことが必要です。

取り組み内容 

○「絵本の里けんぶち」の情報発信

○絵本にちなんだイベントや企画の実施（作品展示など）

○「絵本の館」の機能向上（映画鑑賞ができる機能・施設など）

○「絵本の里」を次代につなげる人づくり（町への愛着心や郷土愛の向上促進など）

○絵本作家や絵本に関する仕事の活動支援、定住促進など

施策２-２ 観光・交流拠点の魅力や機能を高め、滞在する人を増やします。 

「道の駅絵本の里けんぶち」は、本町の観光情報を発信し、農作物や特産品などを販売

する場として重要な役割を担っています。道の駅を利用する人が増えることで、町内の経

済が活性化するばかりでなく、剣淵町を知ってもらう機会となり、観光･交流の拡大や移住

にもつながることが期待されます。道の駅の魅力を高め、滞在機能を高めていくことが必

要です。 
また、温泉をはじめパークゴルフ場やキャンプ場、湖などを周囲に有する「剣淵温泉レー

クサイド桜岡」は、道の駅と並んで町内での滞在を促す重要な拠点です。年間を通じて多

くの人に訪れてもらえるよう、滞在や宿泊の機能を高めていくことが必要です。

取り組み内容 

○道の駅の利便性や魅力の向上（決済機能の利便性向上、商品の充実）

○道の駅周辺における高速道路パーキングエリアの整備、ハイウェイオアシス化

○道の駅、剣淵温泉レークサイド桜岡等での情報発信機能の強化（広域的な情報発信、外

国人向け情報発信）

○道の駅をはじめ町内の観光交流施設・スポットの周遊促進

○剣淵温泉レークサイド桜岡の滞在・宿泊機能の向上

〇剣淵温泉レークサイド桜岡を拠点とした移住体験、農業体験の推進  
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施策２-３ 剣淵が持つネットワークを､地域の活性化や観光・交流などに活かします。 
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26 

基本目標２ 地域の魅力と発信力を高め、町に訪れる人を増やす 
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本町は「絵本の里」として長年にわたってまちづくりを進めています。本町が舞台となった

映画「じんじん」が今も全国各地で上映されており、「絵本の里けんぶち」が全国に知られ

るきっかけになっています。 
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29 

施策３-３ だれもが住みやすい環境をつくり、守ります。 

本町は旭川市と士別市の間に位置し、国道や鉄道、高速道路が町内を通っており、北

海道内では比較的交通アクセスに恵まれているといえます。そのほか、自然災害の発生が

比較的少ないこと、新鮮な農産物を手に入れやすく有機栽培も盛んであること、障がいを

持つ人達も働く場があることなど、定住を考えるうえでプラスとなる特長があります。 
その一方で、若い世代が望む娯楽の場がないことや、住宅が少ないこと、商店等が減少

していること、救急・医療体制が都市部に比べて十分ではないなど、定住を考えるうえでマ

イナスとなる部分も少なくありません。定住の条件は個人や家族によって異なりますが、よ

り多くの町民に望まれる環境が必要です。中でも、高齢になっても健康を保ちながら、本町

に住み続けられる環境づくりは、高齢社会において重要です。

また、本町は、観光や定住、医療・福祉など、共通のテーマで周辺市町村と連携し関連

事業を進めていますが、今後も連携を深め、広域的な視点で人口減少の抑制や地域活

性化をはかっていくことが必要です。 

取り組み内容 

○若い人達や移住者に向けた住宅、宅地の整備（空き家・空き地の調査やその後の活用）

○買い物環境の向上（商店街の活性化・移動販売）

○医療・福祉体制の強化と充実（士別市との連携による救急体制の強化、有償ボランティ

アの育成、見守り支援、健康寿命をのばす取組など）

○障がい者や高齢者の生活や社会活動を支援する環境づくり（集いや交流の拠点づくり、

ボランティア活動の推進）

○「北・北海道中央圏域定住自立圏」の推進（２市９町２村広域連携）

28 

基本目標３ だれもが住みやすい、住んでみたい暮らしの場にする 

施策３-１ 子育てする場として魅力的なまちづくりを進めます。 

本町は、豊かな自然や人とのふれあいが残る温かな地域性、「絵本の里」のまちづくりな

どが、子育てをする場として評価を受けている一方、経済的負担の軽減や遊び場の充実

などを求める声も少なくありません。子育ての場としてより魅力的なまちになるよう、支援の

充実に努めることが必要です。 

取り組み内容 

○子育て世代の負担の軽減

○出産、入学、進学など子どもの成長の節目を祝う子育て支援（君の椅子プロジェクトな

ど）

○子育て世代が交流できる場づくり、託児つきイベントの増加

○子どもが安全に遊べる環境の整備、充実（公園など）

○「君の椅子広域連携実行委員会※」の連携強化、君の椅子プロジェクトと連携した小さな

まちならではの子育て支援の充実

※君の椅子事業を実施している自治体で組織しています。

施策３-２ 教育の場として魅力的なまちづくりを進めます。 

本町では、一人ひとりにあった細やかな教育が可能であるほか、農業の町ならではの

「食」に恵まれた環境や、町民と高校生との交流など、小さなまちならではの良さを活かした

教育が行われています。一方、児童生徒数が減少することで教育やスポーツの活動が限

られやすいことをマイナスに感じている子育て世帯も少なくありません。  
児童生徒数の減少によって起こりうる課題に対応しながら、子供が成長する場として魅

力的に感じてもらう要素を充実させていくことが必要です。  

取り組み内容 

○魅力のある教育の充実（食育、体育など）

○幼小中高が連携したふるさとづくりの推進（地域への愛着や誇りを持つ心の育成など）
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Ⅳ 基本計画 

第１章 働く場と地域の活力があるまちをつくる 
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施策を 

進めるため 

にすること 

⚫生産技術の向上を促進します。

⚫農業経営の改善、向上につながるスマート農業の普及を促進します。

⚫農地の状況を把握し、分析します。

⚫各作物に最適な土づくりを進めます。

⚫農業経営についての知識習得や情報収集を支援します。

⚫鳥獣被害、農作物の病害虫や家畜伝染病の侵入・拡大（まん延）を防止し
ます。

⚫農作業による事故を防ぎます。

施策２ 美しい風景を生み出す、持続可能な農業を推進します。 

《現状》 

〇本町では、一部の生産者で、早くから減農薬、有機農業を取り入れたクリーン農業に取り

組んでいます。その取り組みは一部にとどまっている状況ですが、関心がある農家は少な

くありません。 

〇農村景観についてはこれまでの取り組みが定着している部分も多いですが、一部には、

不要となった農業用資機材や廃棄物等が放置されたり、季節によっては野焼きによる煙

が問題になるなど解決していない部分もあります。 

【課題、可能性】 

◇取り組みを希望する、または関心がある人にも普及させながら、これまで続いてきたクリー

ン農業を継承していくことが必要です。

◇環境保全の観点からも、稲わらをはじめ農業残さや農業系廃棄物等の適正処理や有効

活用について促進していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫環境負荷の軽減に配慮した栽培を推進します。

⚫農村環境を保全する活動を促進します。

⚫農業残さや農業系廃棄物等の適正処理と有効活用を促進します。

32 

１ 農業 

めざす方向、姿 

◎個々の農家ができる限り長く経営を持続できるよう、希望する経営形態に応じた営農

支援

◎気候変動、国際環境など農業環境の変化への対応

◎情報通信技術（ＩＣＴ）の活用、スマート農業の推進

◎安心や食の豊かさを感じてもらえる絵本の里らしい農業の推進

関連する個別計画（計画期間） 農業振興計画（２０２１～２０２５） 

施策１ 農業経営の改善、安定を促進します。 

《現状》 

〇機械化が進むなか、機械で作りやすい麦・大豆・ソバの作付が増える一方で、手作業が

必要な野菜類の作付けが減少傾向にあります。 

〇規模の拡大とともに法人化する農家も少しずつ増えていますが、小規模で経営する農家

もあり、大規模農家と小規模農家の二極化が進んでいます。 

〇連作に起因した土地の疲弊による地力の低下、透排水性悪化に起因した生産性の後退、

品質の低下が一部の農作物で見られます。 

〇近年、発展がめざましい情報通信技術（ＩＣＴ）は、これまで経験や技術の積み重ねがない

と習得が難しかった栽培技術や判断について、短期間で習得を可能にするなど、農業経

営の改善にも大きな役割を果たすことが期待されています。 

〇鳥獣被害に対しては猟友会による捕獲を行っています。捕獲した有害鳥獣は和寒・剣淵

広域有害鳥獣焼却施設で焼却処分しています。 

〇全国的な傾向として、高齢化にともない、高齢者の農作業事故が増えています。 

【課題、可能性】 

◇野菜の作付の推奨など、小規模や高齢でも農業を継続できる作付や、こだわりを持った

営農を支援することが必要です。

◇野菜づくりに重要な「土壌診断と施肥設計」などを推進していくことが必要です。

◇本町でもＩＣＴの活用を促進し、「スマート農業」の普及に努めることが必要です。

◇シカなど鳥獣による農業被害額が増えており、対策が必要です。

◇本町でも農業者の高齢化が進んでおり、農作業中の事故を未然に防ぐことが重要です。
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施策を 

進めるため 

にすること 

⚫生産技術の向上を促進します。

⚫農業経営の改善、向上につながるスマート農業の普及を促進します。

⚫農地の状況を把握し、分析します。

⚫各作物に最適な土づくりを進めます。

⚫農業経営についての知識習得や情報収集を支援します。

⚫鳥獣被害、農作物の病害虫や家畜伝染病の侵入・拡大（まん延）を防止し
ます。

⚫農作業による事故を防ぎます。

施策２ 美しい風景を生み出す、持続可能な農業を推進します。 

《現状》 

〇本町では、一部の生産者で、早くから減農薬、有機農業を取り入れたクリーン農業に取り

組んでいます。その取り組みは一部にとどまっている状況ですが、関心がある農家は少な

くありません。 

〇農村景観についてはこれまでの取り組みが定着している部分も多いですが、一部には、

不要となった農業用資機材や廃棄物等が放置されたり、季節によっては野焼きによる煙

が問題になるなど解決していない部分もあります。 

【課題、可能性】 

◇取り組みを希望する、または関心がある人にも普及させながら、これまで続いてきたクリー

ン農業を継承していくことが必要です。

◇環境保全の観点からも、稲わらをはじめ農業残さや農業系廃棄物等の適正処理や有効

活用について促進していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫環境負荷の軽減に配慮した栽培を推進します。

⚫農村環境を保全する活動を促進します。

⚫農業残さや農業系廃棄物等の適正処理と有効活用を促進します。
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１ 農業 

めざす方向、姿 

◎個々の農家ができる限り長く経営を持続できるよう、希望する経営形態に応じた営農

支援

◎気候変動、国際環境など農業環境の変化への対応

◎情報通信技術（ＩＣＴ）の活用、スマート農業の推進

◎安心や食の豊かさを感じてもらえる絵本の里らしい農業の推進

関連する個別計画（計画期間） 農業振興計画（２０２１～２０２５） 

施策１ 農業経営の改善、安定を促進します。 

《現状》 

〇機械化が進むなか、機械で作りやすい麦・大豆・ソバの作付が増える一方で、手作業が

必要な野菜類の作付けが減少傾向にあります。 

〇規模の拡大とともに法人化する農家も少しずつ増えていますが、小規模で経営する農家

もあり、大規模農家と小規模農家の二極化が進んでいます。 

〇連作に起因した土地の疲弊による地力の低下、透排水性悪化に起因した生産性の後退、

品質の低下が一部の農作物で見られます。 

〇近年、発展がめざましい情報通信技術（ＩＣＴ）は、これまで経験や技術の積み重ねがない

と習得が難しかった栽培技術や判断について、短期間で習得を可能にするなど、農業経

営の改善にも大きな役割を果たすことが期待されています。 

〇鳥獣被害に対しては猟友会による捕獲を行っています。捕獲した有害鳥獣は和寒・剣淵

広域有害鳥獣焼却施設で焼却処分しています。 

〇全国的な傾向として、高齢化にともない、高齢者の農作業事故が増えています。 

【課題、可能性】 

◇野菜の作付の推奨など、小規模や高齢でも農業を継続できる作付や、こだわりを持った

営農を支援することが必要です。

◇野菜づくりに重要な「土壌診断と施肥設計」などを推進していくことが必要です。

◇本町でもＩＣＴの活用を促進し、「スマート農業」の普及に努めることが必要です。

◇シカなど鳥獣による農業被害額が増えており、対策が必要です。

◇本町でも農業者の高齢化が進んでおり、農作業中の事故を未然に防ぐことが重要です。
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いることもあり、現時点では進んでいない状況です。 

〇農作物の耕作委託希望は増えていますが、受託は増えない状況です。出面さんなど従来

からの労働者の確保も難しくなっており、労働力不足を感じている農家は多いものの、外

国人労働者の受入れには消極的です。 

【課題、可能性】 

◇後継者となった若い農業者の中には、技術の向上をめざしている人も多く、研修のほか

にも経験豊かな農業者の協力を得ながら幅広く支援していくことが必要です。

◇新規就農者への支援には土地の取得支援が重要ですが、農地の流動化が現在も進ん

でいる中で、新規就農者のための農地をどのように確保していくかが課題です。

◇新規就農者への継承も含め、各農家の意向に沿った継承が進むよう促進していくことが

必要です。

◇年齢や経営規模に関わらず、労働力が不足していると感じている農家は少なくありませ

ん。｢スマート農業｣による省力化を促進するとともに、労働力の確保に努めることも重要

です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫後継者への継承を支援します。

⚫新規就農者、第三者への継承を支援します。

⚫労働力の確保を支援します。

⚫省力化につながるスマート農業の普及を促進します。

施策５ 円滑な農地流動化を推進し、農地利用の最適化に努めます。 

《現状》 

〇農地の流動化と利用集積は現在も進んでいますが、一部高齢農家において小規模経営

が継続されており、経営面積は小規模と大規模の二極化が進んでいます。 

〇農地の利用やあり方についてまとめる「人・農地プラン」を作成するにあたっては、地域内

での話し合いを経て内容を決定しています。 

【課題、可能性】 

◇今後しばらくは若手や法人への農地の集積が進むと思われますが、流動化がある程度進

みきった後は、条件が不利な農地を中心に不耕作地が増えることが懸念されます。

◇国は、「人・農地プラン」を形式的に作成するのではなく、地域の農地の担い手や集積・集

約化のあり方などを、地域の農業を支えている人たちで、より主体的に話し合い、決めて

いく「人・農地プランの実質化」を求めています。本町においても、農地のあり方を農業者

とともに考えていくことがより一層必要です。

※人・農地プランの実質化：国は、地域の話合いに基づくものとは言い難いものも多いなか、真に話合

いに基づく「実質化」を推進しています。

34 

施策３ 育てやすく災害に強い農業基盤を維持します。 

《現状》 

〇本町は北海道の中でも災害は少ない地域ですが、大雨による冠水など自然災害が発生

する頻度が高まっています。そのようななか、生産基盤整備による土地改良を求める声は

多く、特に暗渠排水施工が求められています。 

〇本町ではこれまで、国営や道営による大規模な農業基盤整備事業を行ってきましたが、

未実施の農地が現在も混在していることに加えて、整備事業から年数が経ち、機能が低

下している部分も少なくありません。その結果、一部の農作物では排水性悪化に起因し

た生産性の後退、品質の低下が見られます。 

〇今後、「スマート農業」の一環として、自動走行農機等の導入や水管理等へのＩＣＴの活

用などが普及することが想定されるなか、「スマート農業」への対応もふまえ、基盤整備を

進めていくことが必要です。 

【課題、可能性】 

◇大雨などがあった際には、農地のほか周辺道路などでも冠水するため、建設課など関係

課と連携して対応することが必要です。

◇生産基盤整備には多額の費用がかかるため、助成措置がなければ実施は難しいと考え

る農家も多く、負担軽減を考慮しつつ、基盤整備を進めていくことが必要です。

◇近年は、国土強靱化※の観点から、防災・減災対策につながる農業水利施設の長寿命化

や耐震化を進めていくことが求められており、本町においても災害に強い基盤整備を進

めていくことが必要です。

※災害による被害を最小化し、致命的なものにならず迅速に回復する「強さとしなやかさ」を備えた国

づくりを進めることです。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫大雨による冠水をできるだけ防ぎ、被害を減らす基盤整備に努めます。

⚫大規模な生産基盤整備については、農家の負担軽減やスマート農業の普
及など将来の利用のあり方なども考慮しながら、保全管理・整備を行い

ます。

⚫自然災害による農地等被害の復旧を支援します。

施策４ 継承を促進し、労働力を確保します。 

《現状》 

〇農業者の高齢化が進んでいますが、その一方で、後継者への継承も進んでおり、若手と

高齢の年代の二極化が進んでいます。 

〇新規就農希望者の受入れ、第三者への継承は課題として長年あげられていますが、町内

で規模拡大を希望する農家が多く、また、家族内での継承や農地の流動化が行われて
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いることもあり、現時点では進んでいない状況です。 

〇農作物の耕作委託希望は増えていますが、受託は増えない状況です。出面さんなど従来

からの労働者の確保も難しくなっており、労働力不足を感じている農家は多いものの、外

国人労働者の受入れには消極的です。 

【課題、可能性】 

◇後継者となった若い農業者の中には、技術の向上をめざしている人も多く、研修のほか

にも経験豊かな農業者の協力を得ながら幅広く支援していくことが必要です。

◇新規就農者への支援には土地の取得支援が重要ですが、農地の流動化が現在も進ん

でいる中で、新規就農者のための農地をどのように確保していくかが課題です。

◇新規就農者への継承も含め、各農家の意向に沿った継承が進むよう促進していくことが

必要です。

◇年齢や経営規模に関わらず、労働力が不足していると感じている農家は少なくありませ

ん。｢スマート農業｣による省力化を促進するとともに、労働力の確保に努めることも重要

です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫後継者への継承を支援します。

⚫新規就農者、第三者への継承を支援します。

⚫労働力の確保を支援します。

⚫省力化につながるスマート農業の普及を促進します。

施策５ 円滑な農地流動化を推進し、農地利用の最適化に努めます。 

《現状》 

〇農地の流動化と利用集積は現在も進んでいますが、一部高齢農家において小規模経営

が継続されており、経営面積は小規模と大規模の二極化が進んでいます。 

〇農地の利用やあり方についてまとめる「人・農地プラン」を作成するにあたっては、地域内

での話し合いを経て内容を決定しています。 

【課題、可能性】 

◇今後しばらくは若手や法人への農地の集積が進むと思われますが、流動化がある程度進

みきった後は、条件が不利な農地を中心に不耕作地が増えることが懸念されます。

◇国は、「人・農地プラン」を形式的に作成するのではなく、地域の農地の担い手や集積・集

約化のあり方などを、地域の農業を支えている人たちで、より主体的に話し合い、決めて

いく「人・農地プランの実質化」を求めています。本町においても、農地のあり方を農業者

とともに考えていくことがより一層必要です。

※人・農地プランの実質化：国は、地域の話合いに基づくものとは言い難いものも多いなか、真に話合

いに基づく「実質化」を推進しています。
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施策３ 育てやすく災害に強い農業基盤を維持します。 

《現状》 

〇本町は北海道の中でも災害は少ない地域ですが、大雨による冠水など自然災害が発生

する頻度が高まっています。そのようななか、生産基盤整備による土地改良を求める声は

多く、特に暗渠排水施工が求められています。 

〇本町ではこれまで、国営や道営による大規模な農業基盤整備事業を行ってきましたが、

未実施の農地が現在も混在していることに加えて、整備事業から年数が経ち、機能が低

下している部分も少なくありません。その結果、一部の農作物では排水性悪化に起因し

た生産性の後退、品質の低下が見られます。 

〇今後、「スマート農業」の一環として、自動走行農機等の導入や水管理等へのＩＣＴの活

用などが普及することが想定されるなか、「スマート農業」への対応もふまえ、基盤整備を

進めていくことが必要です。 

【課題、可能性】 

◇大雨などがあった際には、農地のほか周辺道路などでも冠水するため、建設課など関係

課と連携して対応することが必要です。

◇生産基盤整備には多額の費用がかかるため、助成措置がなければ実施は難しいと考え

る農家も多く、負担軽減を考慮しつつ、基盤整備を進めていくことが必要です。

◇近年は、国土強靱化※の観点から、防災・減災対策につながる農業水利施設の長寿命化

や耐震化を進めていくことが求められており、本町においても災害に強い基盤整備を進

めていくことが必要です。

※災害による被害を最小化し、致命的なものにならず迅速に回復する「強さとしなやかさ」を備えた国

づくりを進めることです。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫大雨による冠水をできるだけ防ぎ、被害を減らす基盤整備に努めます。

⚫大規模な生産基盤整備については、農家の負担軽減やスマート農業の普
及など将来の利用のあり方なども考慮しながら、保全管理・整備を行い

ます。

⚫自然災害による農地等被害の復旧を支援します。

施策４ 継承を促進し、労働力を確保します。 

《現状》 

〇農業者の高齢化が進んでいますが、その一方で、後継者への継承も進んでおり、若手と

高齢の年代の二極化が進んでいます。 

〇新規就農希望者の受入れ、第三者への継承は課題として長年あげられていますが、町内

で規模拡大を希望する農家が多く、また、家族内での継承や農地の流動化が行われて
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施策７ 「けんぶち産」農作物や加工品の認知度を向上させ、付加価値を高めます。 

《現状》 

〇２０１６（平成２８）年度に「けんぶち農業ブランド化推進協議会」を設

立し、本町農産物の特性をいかした有利販売や加工品づくりを推

進しています。２０１７（平成２９）年度には、「絵本の里から子どもに

やさしい農産物、加工品をお届けしたい」という産地の想いを込め

た剣淵町農業のシンボルマークを制作し、活用しています。 

〇農作物を使った加工品が徐々に増えており、道の駅や町内外の催

事で販売されています。 

〇じゃがいもや小豆などのほか、ペルーとの交流を縁に、南米原産キ

ヌアの産地化・特産品化に取り組んでいます。近年はキヌアやその葉を使った加工品など

も販売されるようになり、本町の特産品「けんぶちキヌア」として徐々に周知されつつあり

ます。

【課題、可能性】 

◇「けんぶち産」での販売を推進する声は多く、直接の取引・販売に関心や取組意向を持つ

農家も少なくありません。本町農産物の特性をいかした「けんぶち産」としての有利販売

や加工品づくりを推進し、産地認知度を向上させる取り組み（ブランド化）が必要です。

◇「けんぶち産」は「子どもにやさしい農作物、加工品」をイメージしており、生産に手間がか

かったり、大量生産・販売が難しいものもありますが、「けんぶち産」の担い手となってもら

えるよう取り組みを支援していくことが必要です。

◇キヌアは栄養価と機能性からスーパーフード※と言われており、健康志向が高まる中、注

目されています。また、本町では、キヌアの種類によって色が異なることをいかし、景観作

物としても活用しています。今後も、「けんぶちキヌア」のブランド化を推進していくことが

必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫「けんぶち産」として認知度が向上するよう、農作物のブランド化を推進
します。

⚫「けんぶち産」の農作物を使った加工品づくりを支援します。

⚫「けんぶち産」として有利販売ができる販路の開拓、拡大に努めます。

剣淵町農業の 

シンボルマーク

※キヌアがスーパーフードとは・・・

たんぱく質・食物繊維・カリウム・鉄分・マグネシウムをたっぷり含み、必須アミノ

酸を全て含む栄養バランスの優れた穀物です。ＮＡＳＡ（アメリカ航空宇宙局）でも

宇宙食として指定されています。食料危機の重要な解決手段になり得るとして、国連

は２０１３年を「国際キヌア年」と定めました。

36 

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫農地の管理体制を強化し、不耕作地の発生を防止します。

⚫「人・農地プラン」を定期的に見直します。

施策６ 他の分野と連携した取り組みを進めます。 

《現状》 

〇本町では、食育、地産地消に関する「食育推進計画」を策定し、農業・保健・教育分野等

で推進しています。農業では、学校給食への地場農産物の提供、地場農産物による食品

開発、住民への直接販売などを通して、地産地消の推進とともに「けんぶち産」の食の魅

力を伝えています。 

〇本町では、福祉施設と連携し、ジュースやレトルトポテト、芋団子などの加工品づくりの分

野などで「農福連携」が行われています。 

〇本町の農業と触れ合う機会として、けんぶちＶＩＶＡマルシェなど農業者主導で農業体験

ツアーが行われているほか、上川地域での取り組みとして、農業体験を取り入れた教育

旅行や宿泊研修が行われています。

【課題、可能性】 

◇保育や教育など食育に関わる他の分野との相互連携を深めながら、食育、地産地消を

進めることが必要です。

◇町内には農業系列もある剣淵高等学校もあり、連携を深めながら地域に根差した農業

振興に取り組んでいくことが必要です。

◇農福連携については、加工製造の受託作業を担う福祉施設の施設・設備の劣化、利用

者の障害程度の重度化や高齢化などで、商品の増産や新たな商品開発がしづらい状況

が一部続いていますが、北海道産農作物の加工品に対するニーズは高く、今後も生産

体制の強化や環境整備を促進していくことが必要です。

◇各地域の資源を活かした体験型観光の人気が高まる中、農業や農作物の魅力を伝える

機会は、本町の体験型観光のひとつとして重要な役割を担っています。農業者の主体的

な活動を町全体で応援していくことが必要です。

◇農業体験を取り入れた教育旅行や宿泊研修へのニーズは増えており、広域で対応して

いくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫観光や教育、商工業と連携し、「農業体験」「食育」「地産地消」を進めま
す。

⚫福祉と連携し、「農福連携」を進めます。

⚫周辺自治体と連携し、農業体験を取り入れた観光・交流や研修を推進し
ます。
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施策７ 「けんぶち産」農作物や加工品の認知度を向上させ、付加価値を高めます。 
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施策２ 木づかい運動や木育を進めます。 

《現状》 

〇森林の保全と森林資源の加工・流通体制を整備するため、広域的な取り組みとして森林

認証※（SGEC）を取得しました。 

〇人工林を伐って使うとともに、植えて育てることも進めることで持続可能な森林づくりをめ

ざし、国産材利用を拡大していく「木づかい運動」や、木材・木製品との触れ合いを通じ

て木材への親しみや木の文化への理解を深めて、木材の良さと利用の意義を学んでもら

う「木育」を展開しています。 

【課題、可能性】 

◇森林認証の取得により、森林資源を認証材として加工・流通していくことで、安定した地

域材の活用および森林の保全につながります。

◇「木づかい運動」や「木育」を通じて、森林の役割とその大切さを知ってもらい、広く森林

に関心を持ってもらう取り組みが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫広域連携で森林を保全します。

⚫地域材の利用（木づかい運動）を進めます。

⚫木育を進めます。

※森林認証とは・・・

森林環境保全に配慮しながら木材が生産されている森林に「認証」を与
えることです。その森から生産される木材製品には、「ＳＧＥＣマーク」

をつけることができます。ＳＧＥＣは森林認証の一つです。

38 

２ 林業 

めざす方向、姿 

◎100 年先を見通した森林づくり、持続可能な森林経営体制づくり

関連する個別計画（計画期間） 森林整備計画（2013～2023） 

施策１ 「伐って、使って、植えて、育てる」という森林資源を循環させます。 

《現状》 

〇本町の総面積のうち森林面積は約３割で、すべて民有林（私有林・町有林）です。森林面

積のうち約４割はカラマツ、トドマツを主体とした人工林です。 

〇林業収益性の低下や森林所有者の高齢化・不在村化等の進行により、利用可能な人工

林資源が有効に活用されない状況のなか、森林整備等に必要な財源を確保するための

「森林環境税および森林環境譲与税」が創設されました。 

〇森林の適切な管理を推進するための「森林経営管理法」が施行となり、これまで以上に

森林所有者への管理責任が明確化されました。また、施業が一定期間行われていない

森林に対する管理・施業・災害対策を目的として、市町村が仲介役となり民間事業者等

が管理を行うことができる「森林経営管理制度」が創設されました。 

【課題、可能性】 

◇伐採可能な林齢に達する人工林が多く、計画的な森林整備を推進することが重要です。

◇人工林の約６割は３５年生以下の若齢林で、適切な間伐や保育を実施していく必要があ

ります。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫森林の状況に応じて、間伐や保育を適切に進めます。

⚫森林での災害や野生鳥獣による被害を防ぎます。

⚫森林環境税および森林環境譲与税を活用した森林管理を行います。
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施策２ 地域経済を支える商工業の振興を促進します。 

《現状》 

〇中小企業などへの新規就業者に対して、奨励金により支援するなど、定住人口の確保と

定着を図っています。 

〇空き店舗を活用する際の助成を行っています。 

【課題、可能性】 

◇事業承継に関する税制・金融支援の窓口が国から都道府県に変更し、より積極的に推

進されるようになっています。町内の商工業を存続させるためにも、関係機関と連携し情

報提供を積極的に行うなど、事業承継を支援していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫商工業者の経営に関する課題解決、事業承継を支援します。

⚫商工業者の積極的な経営活動を支援します。

⚫企業の誘致、起業の支援に努めます。

施策３ 消費生活に関する困りごとやトラブルを解消します。 

《現状》 

〇町内で消費生活に関する相談や情報の提供に努めているほか、士別地区広域消費生

活センターでは専門の相談員が常勤しており、１市３町（士別市・和寒町・幌加内町・剣淵

町）の消費生活全般に関する相談や問い合わせなどを受け付けています。 

【課題、可能性】 

◇消費行動が多様化するなか、消費に関する相談も多様化しており、関係機関と連携し、

相談の充実や消費トラブルの速やかな解決に努めることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫消費トラブルを未然に防ぐための広報、啓発活動、相談対応などを行い
ます。

⚫日ごろから消費トラブルの発生を防ぐために関係機関との情報共有、連
携を行います。

40 

３ 商工業 

めざす方向、姿 

◎住みやすい町に不可欠な身近な買い物環境の維持

◎町外からも訪れる店、店を継ぎたい、開きたいと思われる商工業環境づくり

施策１ 身近な商工業の魅力が高まるようにします。 

《現状》 

〇町外の店やネット販売を利用する町民も多く、町内の店の利用状況は低調ななか、商店

街ではイベントなどを開催し、身近な買い物の場としての魅力向上に努めています。 

〇高齢になって買い物に行けなくなることや、今ある店が減っていくことを不安に思う町民も

少なくありません。そのようななか、２０２０（令和２）年度より、町内循環販売を行う事業

者に対して移動販売車両を支援し、買い物困難者の解消に努めています。 

【課題、可能性】 

◇身近な買い物の場として、より一層魅力を高めていくため、町民の消費者ニーズにかなう

商店の種類や商品の充実が必要です。

◇町外の人にも商店街を利用してもらえるように、観光客が購入したいと思う品揃えや商

品開発する必要があります。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫店や事業所が取り組む活動を支援します。

⚫地域の商工業が連携して取り組む活動を支援します。

⚫高齢者など買い物に行くことが難しい町民の買い物を支援します。
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施策２ 地域経済を支える商工業の振興を促進します。 

《現状》 

〇中小企業などへの新規就業者に対して、奨励金により支援するなど、定住人口の確保と

定着を図っています。 

〇空き店舗を活用する際の助成を行っています。 

【課題、可能性】 

◇事業承継に関する税制・金融支援の窓口が国から都道府県に変更し、より積極的に推
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進めるため 

にすること 
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施策３ 消費生活に関する困りごとやトラブルを解消します。 

《現状》 
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施策を 

進めるため 

にすること 

⚫消費トラブルを未然に防ぐための広報、啓発活動、相談対応などを行い
ます。

⚫日ごろから消費トラブルの発生を防ぐために関係機関との情報共有、連
携を行います。

40 
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めざす方向、姿 

◎住みやすい町に不可欠な身近な買い物環境の維持

◎町外からも訪れる店、店を継ぎたい、開きたいと思われる商工業環境づくり

施策１ 身近な商工業の魅力が高まるようにします。 
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〇高齢になって買い物に行けなくなることや、今ある店が減っていくことを不安に思う町民も

少なくありません。そのようななか、２０２０（令和２）年度より、町内循環販売を行う事業
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【課題、可能性】 

◇身近な買い物の場として、より一層魅力を高めていくため、町民の消費者ニーズにかなう
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◇町外の人にも商店街を利用してもらえるように、観光客が購入したいと思う品揃えや商

品開発する必要があります。

施策を 
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にすること 

⚫店や事業所が取り組む活動を支援します。
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⚫高齢者など買い物に行くことが難しい町民の買い物を支援します。
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43 

施策２ 観光資源の魅力を高め、増やします。 

《現状》 

〇町内には、桜岡湖のまわりに広がるパークゴルフ場やキャンプ場、宿泊施設、多くの来訪

者がある道の駅、多くの絵本と出会える絵本の館、アルパカとのふれあいや雪遊びができ

るアルパカ牧場などがあります。 

〇桜岡公園では、夏は桜岡湖周辺での散策や水遊び、パークゴルフ、キャンプ、冬はワカサ

ギ釣りなどを楽しむことができるほか、剣淵温泉レークサイド桜岡では温泉入浴を楽しむ

ことができます。 

〇町内の各種団体の代表が参加する絵本の里けんぶち観光地域づくり推進協議会では、

町内の多様な観光資源を掘り起こし、滞在型観光を推進しています。 

【課題、可能性】 

◇絵本の里らしい自然景観や、農村風景の魅力を発掘・発信し、町外からの誘客を図るこ

とが必要です。

◇年間を通して誘客を図るため、イベントや体験型観光等を民間と連携して取り組んでいく

必要があります。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫既存の観光施設の環境や機能を向上させます。

⚫剣淵の食を活用します。

⚫他の分野と連携した取り組みをします。

⚫新たな観光資源を発掘、創造します。

42 

４ 観光 

めざす方向、姿 

◎観光・交流で剣淵を盛り上げようという人たちが育ち、増えていくよう支援

関連する個別計画（計画期間） 観光振興ビジョン（期間未設定） 

施策１ 観光を進める体制を充実させ、観光に来たいと思う情報を町外に発信しま

す。 

《現状》 

〇観光協会を中心に、観光に関する情報発信や企画、運営を行っています。 

〇町のホームページや SNS、道内外でのＰＲ活動などを通じて、観光ポイント、イベントの情

報を提供するなど、町の魅力を伝えています。 

〇多言語表記や動画などを活用し、外国人にも魅力や情報が伝わるように努めています。 

【課題、可能性】 

◇町、商工会など各種団体、地域住民等とともに、観光協会をサポートしながら、町全体で、

情報発信を積極的に行っていくことが必要です。

◇観光の情報を発信する方法は多様化しており、伝えたい対象や内容を踏まえながら、各

種手段の特長をいかした情報発信に努めることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫観光を進める体制を充実させます。

⚫インターネットやメディアを通じて情報発信します。

⚫町の特色「絵本」を通じて情報発信します。

⚫今あるネットワークをいかして情報発信します。
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43 
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４ 観光 

めざす方向、姿 
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関連する個別計画（計画期間） 観光振興ビジョン（期間未設定） 

施策１ 観光を進める体制を充実させ、観光に来たいと思う情報を町外に発信しま

す。 

《現状》 

〇観光協会を中心に、観光に関する情報発信や企画、運営を行っています。 

〇町のホームページや SNS、道内外でのＰＲ活動などを通じて、観光ポイント、イベントの情

報を提供するなど、町の魅力を伝えています。 

〇多言語表記や動画などを活用し、外国人にも魅力や情報が伝わるように努めています。 

【課題、可能性】 

◇町、商工会など各種団体、地域住民等とともに、観光協会をサポートしながら、町全体で、
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45 

５ 雇用、勤労者福祉 

めざす方向、姿 

◎町内で働きたい人、働く人を求める事業所のミスマッチの解消

◎求人ニーズに合うような労働者のスキルアップの支援

施策１ 就労支援、就労環境の安定に努めます。 

《現状》 

〇雇用の確保は、人口減少の抑制や定住を進めるうえで重要ですが、町内には、若年層の

就業志向に合う就労の機会が少なく、人口流出の要因となっています。 

〇町民の約２割は町外に通勤していますが、その一方で、町内では、福祉や農業などの分

野で働く人が不足している状況です。 

〇農業では繁忙期に労働力が不足する状況が見られますが、時期が限られるため、通年雇

用や安定した雇用にはつながらない状況が多くみられます。 

【課題、可能性】 

◇求人側と求職者側のニーズが一致しない雇用のミスマッチを解消していくことが重要で

す。

◇他の業務、分野との連携により通年雇用を促進するなど、就労環境の安定に努めること

が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫働く人を求める企業の情報が働きたい人に伝わるよう努めます。

⚫技術の向上、資格取得の支援に努めます。

⚫季節労動者対策を推進し、通年雇用に向けた支援に努めます。

44 

施策３ 点在する観光スポットをつなげ、滞在を促します。 

《現状》 

〇道の駅やレークサイド桜岡などで無料のレンタサイクルを貸し出しており、町内にある 40

㎞、20 ㎞の自転車コースをはじめ町内の観光に利用することができます。 

〇士別市・和寒町・剣淵町・幌加内町の１市３町で道北地域への更なる観光客の誘因を目

的に、士別・和寒・剣淵・幌加内着地型観光推進協議会を設立し、広域での観光に取り

組んでいます。 

【課題、可能性】 

◇道の駅には多くの人が立ち寄るため、道の駅での情報発信を充実させ、町内へ誘客して

いくことが必要です。

◇近隣自治体と連携し、広域で観光、滞在を促進していくことが必要です。

◇町内を周遊しやすくするために、交通を観光客目線で見つめ直し、利便性を高める必要

があります。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫町内での滞在を楽しむための情報提供、企画を充実させます。

⚫近隣自治体と連携し、広域での観光、滞在を促進します。

⚫車がなくても、町内の移動がしやすい環境をつくります。

施策４ イベントや企画で、観光客を呼び込みます。 

《現状》 

〇町内では四季折々のイベント、絵本の里にちなんだイベントなどを開催しています。 

〇2017（平成 29）年から始まった 1 市 3 町（士別市、幌加内町、和寒町、剣淵町）内の 4

つのエリアを、地域性のある食を楽しみ、自転車で駆けるグルメサイクリングイベント「ぐる

っとライド」も定着しつつあります。 

〇観光協会や絵本の里けんぶち観光地域づくり推進協議会、士別・和寒・剣淵・幌加内着

地型観光推進協議会では、誘客を図るための企画を実施し、観光を推進しています。 

【課題、可能性】 

◇町内にある既存の施設、資源をいかしたイベントや観光メニューを生み出し、観光客を呼

び込んでいくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫来訪を促すイベントを開催します。

⚫ツアーや合宿を誘致します。

⚫剣淵町のファンづくりを推進し、リピーター獲得をめざします。
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す。

◇他の業務、分野との連携により通年雇用を促進するなど、就労環境の安定に努めること

が必要です。
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〇2017（平成 29）年から始まった 1 市 3 町（士別市、幌加内町、和寒町、剣淵町）内の 4

つのエリアを、地域性のある食を楽しみ、自転車で駆けるグルメサイクリングイベント「ぐる

っとライド」も定着しつつあります。 
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施策を 

進めるため 

にすること 

⚫来訪を促すイベントを開催します。

⚫ツアーや合宿を誘致します。

⚫剣淵町のファンづくりを推進し、リピーター獲得をめざします。
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49 

施策２ 子どもが安全な環境で産まれ、心身ともに健やかに育つよう支援します。 

《現状》 

〇安心して妊娠、出産、育児に臨めるよう、子どもが生まれる前から切れ目のない支援に努

めているほか、在宅助産師による産後ケア事業を実施し、母親の体調面や授乳、育児支

援等さまざまな不安の軽減に努めています。 

〇乳幼児健診では各関係機関とともに成長発達の確認、保護者の育児支援を行っている

ほか、新生児、産婦の全戸訪問を行い、発達の確認、育児支援に努めています。 

〇各種予防接種が受けられるよう周知し、体制整備をしています。 

〇歯科保健は、個別に歯科検診、フッ化物塗布の実施、乳幼児健診での歯科診察、歯科

衛生士による歯科指導、栄養、保健指導を実施しています。 

〇妊産婦健康診査および交通費を助成し、妊産婦の費用負担の軽減を行っているほか、

不妊治療をされている方の費用を助成し、安心して治療に臨めるよう努めています。 

〇子どもの貧困対策の推進に関する法律に基づき、子どもの貧困解決に向けた取り組みが

進められています。 

〇虐待を受けている子どもや養育困難な家庭の早期発見や適切な保護を行うため、要保

護児童対策地域協議会を中心に、関係機関と情報や対応方法を共有し、適切な連携の

なかで対応しています。 

〇子育て世代包括支援センターの開設により、妊娠期から子育て期にわたるまでの母子保

健や育児に関するさまざまな相談に応じ、関係機関と連携し、切れ目ない支援を行って

います。 

【課題、可能性】 

◇身体の健康維持と子育てへの不安解消をめざし、心身ともに健やかな状態で子育てがで

きるよう支援していくことが必要です。

◇出産に伴う心身の不調や妊娠・出産・子育てに関する不安が原因で、子どもの虐待に至

ってしまうことがあるなか、産後ケアなどを通じて保護者の不安を解消するとともに、虐待

が発生していないか地域で見守る体制の充実に努めることが必要です。

◇経済的な理由で子どもから夢や希望が奪われることがないよう努めていくことが必要で

す。

◇子育て世代包括支援センターの設置により、妊娠期から子育て期まで切れ目ない相談

支援の環境づくりに努めることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫母子ともに健康な状態で出産、子育てができるよう支援します。

⚫子どもに対する虐待や貧困、子育てに関する保護者の悩みや不安などの
起こりうる問題から子育て家庭を支援します。

48 

１ 子育て支援 

めざす方向、姿 

◎安心して妊娠、出産、育児に臨めるよう支援する

◎町全体で子どもや子育て家庭を応援し、支え合っていくことが日常的に行われるまち

に

関連する個別計画（計画期間） 第２期子ども子育て支援事業計画（２０２０～２０２４） 

施策１ 子育てを地域で見守り、支援します。 

《現状》 

〇子育てハンドブックや広報紙等を通じて情報提供を行っているほか、子育て支援センタ

ーや絵本の館では、子育て家庭への情報提供、相談対応、子育て家庭相互の交流を行

っています。 

〇剣淵町保育所では、小学校就学前の児童の教育・保育を行っています。また、保護者が

労働等により昼間家庭にいない小学生に対して、学童保育所「みどりがくどう  つちのこ

館」を開設しているほか、絵本の館で放課後子ども教室を開催しています。 

〇子どもの誕生を祝って絵本を贈呈するほか、絵本の館で子どもを対象としたイベントや体

験活動を行っています。また、子どもの名前・生年月日などが刻印された「君の椅子」を贈

呈しています。 

〇切れ目のない子育て支援の一環として、保育所・小中学校・高校の連携がより一層求め

られており、本町においても、小中高連携教育推進協議会を中心に学校間の教育連携

を推進しています。 

【課題、可能性】 

◇子育て家庭が知りたい情報提供とともに、町全体で子育てを見守る意識が高まるような

情報発信が必要です。

◇子育て仲間づくりや相談の場として子育て支援センターを活用し、子育て家庭を支援し

ていくことが必要です。

◇保育士等の資質・専門性の向上や子どもたちがのびのびと過ごせる環境づくり、多様化

する保育ニーズへの対応に努めることが必要です。

◇「ふるさと・けんぶち」に対する愛郷心を子どもとともに高め合いながら、まちぐるみで子ど

もを育てていくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫子育て家庭の不安が解消されるよう努めます。

⚫保育や預かりを行うサービス、体制の充実に努めます。

⚫絵本の里らしい子育て支援を推進します。
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施策２ 子どもが安全な環境で産まれ、心身ともに健やかに育つよう支援します。 
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〇各種予防接種が受けられるよう周知し、体制整備をしています。 

〇歯科保健は、個別に歯科検診、フッ化物塗布の実施、乳幼児健診での歯科診察、歯科

衛生士による歯科指導、栄養、保健指導を実施しています。 
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きるよう支援していくことが必要です。

◇出産に伴う心身の不調や妊娠・出産・子育てに関する不安が原因で、子どもの虐待に至

ってしまうことがあるなか、産後ケアなどを通じて保護者の不安を解消するとともに、虐待

が発生していないか地域で見守る体制の充実に努めることが必要です。

◇経済的な理由で子どもから夢や希望が奪われることがないよう努めていくことが必要で

す。

◇子育て世代包括支援センターの設置により、妊娠期から子育て期まで切れ目ない相談

支援の環境づくりに努めることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 
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51 

２ 小中学校教育 

めざす方向、姿 

◎自ら学び社会で自立して共に生きる力を育てる

◎多様な学びを支える教育環境を整え、地域ぐるみで子どもを育てる

関連する個別計画  

（計画期間） 

教育振興基本計画（2021～2025） 

学校施設長寿命化計画（2018～2027）  

学校施設長寿命化改修基本計画  

施策１ 小中学校教育を支える環境を充実させます。 

《現状》 

〇町内には、小学校と中学校が１校ずつあります。 

〇学校施設の長寿命化を行う計画に基づき、改修を行っています。 

〇児童生徒に１人１台のＰＣと高速ネットワーク環境などを整備する計画に基づき、情報通

信技術（ＩＣＴ）環境の整備を進めています。 

【課題、可能性】 

◇小中学校の児童生徒が減少するなか、一体的な施設整備を検討していくことが必要です。

◇施設、設備の老朽化に対して、改修、長寿命化を計画的に進めることが必要です。

◇給食センターが老朽化しており、建て替えに向けた検討が必要です。

◇教員住宅の施設や設備の整備が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫小中学校教育に関連する施設の一体的な整備を検討します。

⚫小中学校教育に関連する施設・設備の改修、バリアフリー化を進めます。

⚫小中学校教育に関する備品の更新、ＩＣＴ環境の整備を進めます。

⚫教員住宅の整備、改修を行います。

⚫スクールバスの更新、維持管理を行います。

施策２ 学校教育内容を充実させます。 

《現状》 

〇学習指導要領に基づき、基礎学力の向上とともに地域の特性をいかした取り組みを進め

ています。 

〇小中学校や高校に教育相談室の職員やスクールカウンセラー※、スクールソーシャルワー

カー※などの専門職を派遣し、児童生徒の心のケアをはじめ、困りごとを抱えている子ど

もと家族の問題解決に努めています。

※スクールカウンセラー：児童生徒の心のケアを行う心理の専門家のことです。
※スクールソーシャルワーカー：いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待などに対応するため、教育分野に
関する知識に加えて、社会福祉等の専門的な知識や経験を用いて、問題を抱える児童生徒への支援
を行う専門家のことです。

50 

施策３ 子どもを持つ家庭の負担が軽減するよう支援します。 

《現状》 

〇本町では、幼児教育・保育の無償化に加え、子どもの医療費助成など子育て世帯の経済

負担の軽減につながる取り組みを行っています。 

〇町内では、絵本の館のほか、遊具がある「にこに公園」、絵本と木の砂場のコーナーがある

道の駅などが子どもの遊び場になっています。 

〇児童相談所や医療機関、こども通園センターなど各関係機関と連携し、障がいを抱えて

いる子を持つ保護者への相談や支援、指導を行い、悩みや不安の軽減に努めています。

保育所や学童保育所、小中学校では、障がいを抱えている子を受け入れるための人員

配置や環境整備を行っています。 

【課題、可能性】 

◇保育サービスの充実とともに、仕事と子育てが両立できるよう家庭や企業に働きかけてい

くことが必要です。

◇乳幼児の遊具の整備を望む声も多く、子どもと遊ぶことができる環境づくりが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫仕事と子育てが両立できるよう支援します。

⚫子育てしやすい環境づくりを進めます。

⚫子育てにかかる経済的な負担を軽減します。

⚫障がいを抱えている子を持つ家庭の子育てを支援します。
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２ 小中学校教育 

めざす方向、姿 

◎自ら学び社会で自立して共に生きる力を育てる

◎多様な学びを支える教育環境を整え、地域ぐるみで子どもを育てる

関連する個別計画  

（計画期間） 

教育振興基本計画（2021～2025） 

学校施設長寿命化計画（2018～2027）  

学校施設長寿命化改修基本計画  

施策１ 小中学校教育を支える環境を充実させます。 

《現状》 

〇町内には、小学校と中学校が１校ずつあります。 

〇学校施設の長寿命化を行う計画に基づき、改修を行っています。 

〇児童生徒に１人１台のＰＣと高速ネットワーク環境などを整備する計画に基づき、情報通

信技術（ＩＣＴ）環境の整備を進めています。 

【課題、可能性】 

◇小中学校の児童生徒が減少するなか、一体的な施設整備を検討していくことが必要です。

◇施設、設備の老朽化に対して、改修、長寿命化を計画的に進めることが必要です。

◇給食センターが老朽化しており、建て替えに向けた検討が必要です。

◇教員住宅の施設や設備の整備が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫小中学校教育に関連する施設の一体的な整備を検討します。

⚫小中学校教育に関連する施設・設備の改修、バリアフリー化を進めます。

⚫小中学校教育に関する備品の更新、ＩＣＴ環境の整備を進めます。

⚫教員住宅の整備、改修を行います。

⚫スクールバスの更新、維持管理を行います。

施策２ 学校教育内容を充実させます。 

《現状》 

〇学習指導要領に基づき、基礎学力の向上とともに地域の特性をいかした取り組みを進め

ています。 

〇小中学校や高校に教育相談室の職員やスクールカウンセラー※、スクールソーシャルワー

カー※などの専門職を派遣し、児童生徒の心のケアをはじめ、困りごとを抱えている子ど

もと家族の問題解決に努めています。

※スクールカウンセラー：児童生徒の心のケアを行う心理の専門家のことです。
※スクールソーシャルワーカー：いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待などに対応するため、教育分野に
関する知識に加えて、社会福祉等の専門的な知識や経験を用いて、問題を抱える児童生徒への支援
を行う専門家のことです。

50 

施策３ 子どもを持つ家庭の負担が軽減するよう支援します。 

《現状》 

〇本町では、幼児教育・保育の無償化に加え、子どもの医療費助成など子育て世帯の経済

負担の軽減につながる取り組みを行っています。 

〇町内では、絵本の館のほか、遊具がある「にこに公園」、絵本と木の砂場のコーナーがある

道の駅などが子どもの遊び場になっています。 

〇児童相談所や医療機関、こども通園センターなど各関係機関と連携し、障がいを抱えて

いる子を持つ保護者への相談や支援、指導を行い、悩みや不安の軽減に努めています。

保育所や学童保育所、小中学校では、障がいを抱えている子を受け入れるための人員

配置や環境整備を行っています。 

【課題、可能性】 

◇保育サービスの充実とともに、仕事と子育てが両立できるよう家庭や企業に働きかけてい

くことが必要です。

◇乳幼児の遊具の整備を望む声も多く、子どもと遊ぶことができる環境づくりが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫仕事と子育てが両立できるよう支援します。

⚫子育てしやすい環境づくりを進めます。

⚫子育てにかかる経済的な負担を軽減します。

⚫障がいを抱えている子を持つ家庭の子育てを支援します。
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施策３ 就学を支援します。 

《現状》 

〇高校、大学等の進学者に対し奨学金の貸付を行い、意欲的に学業に専念できるよう経

済的・精神的に支援しています。 

〇要保護、準要保護および特別支援学級の児童生徒世帯に対する就学支援を行い、子育

て家庭の経済負担の軽減に努めています。 

【課題、可能性】 

◇就学、修学を支援する資金・援助制度の充実と活用促進が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫要保護、準要保護および特別支援学級の児童生徒の世帯に対する就学
を支援します。

⚫進学を希望する子どもを奨学資金制度で支援します。

52 

〇小中学校では、地域との連携を深め、保護者と地域住民が学校運営に参画する学校運

営協議会（コミュニティ・スクール）や地域の方々が学校の活動を支援していく地域学校

協働活動などを行っています。 

【課題、可能性】 

◇全国学力・学習状況調査等の結果を踏まえた指導方法の改善や充実を図ることが必要

です。

◇情報通信技術（ＩＣＴ）を用いた教育が急速に進むなか、教職員のＩＣＴ活用指導力の向

上が必要です。

◇子どもが抱える悩みにすばやく気づき、迅速に対応することで解決につなげていくことが

できるよう努めていくことが必要です。

◇インターネット上でのいじめが深刻化しており、ネットトラブル・ネット被害を防止するため

の情報モラル教育が重要です。

◇インクルーシブ教育※を推進し、障がいを抱えている子どもと障がいのない子どもが共に

学び、育てていくことが必要です。

※インクルーシブ教育：障害のある子どもとない子どもが通常の学級でともに学ぶ教育です。

◇社会環境、家庭環境等の変化から通常登校できない子どもたちも増えており、専門的知

識を有した職員を配置している教育相談室を活用していく必要があります。

◇学習指導要領に沿った道徳教育を推進する必要があります。

◇全国学力・学習状況調査や全国体力・運動能力調査の結果を踏まえた教育活動が必要

です。

◇学校間連携、地域間連携を深め、９年間を見通した教育を進めることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫学習指導要領の各教科に沿った学習を推進します。

⚫ＩＣＴ活用指導力も含め、教職員の資質や指導力の向上を促進します。

⚫学校図書を充実させ、読書習慣を促進します。

⚫安全安心な学校給食を提供し、食育を推進します。

⚫学校運営協議会（コミュニティ・スクール）を活用し、地域とともにある学
校づくりを進めます。

⚫早寝早起き朝ごはん運動を推進するなど、正しい基本的生活習慣が身に
つくようにします。

⚫地域の特色や地域とのつながりをいかした教育を充実させます。

⚫児童生徒をいじめや犯罪などから守ります。

⚫相談体制等の強化を継続して推進します。

⚫就学前から学校卒業まで、発達段階や障がいの状況に応じた適切な指
導を行うなど、一人ひとりの学びと育ちに応じた特別支援教育の充実に

努めます。
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53 

施策３ 就学を支援します。 

《現状》 

〇高校、大学等の進学者に対し奨学金の貸付を行い、意欲的に学業に専念できるよう経

済的・精神的に支援しています。 

〇要保護、準要保護および特別支援学級の児童生徒世帯に対する就学支援を行い、子育

て家庭の経済負担の軽減に努めています。 

【課題、可能性】 

◇就学、修学を支援する資金・援助制度の充実と活用促進が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫要保護、準要保護および特別支援学級の児童生徒の世帯に対する就学
を支援します。

⚫進学を希望する子どもを奨学資金制度で支援します。

52 

〇小中学校では、地域との連携を深め、保護者と地域住民が学校運営に参画する学校運

営協議会（コミュニティ・スクール）や地域の方々が学校の活動を支援していく地域学校

協働活動などを行っています。 

【課題、可能性】 

◇全国学力・学習状況調査等の結果を踏まえた指導方法の改善や充実を図ることが必要

です。

◇情報通信技術（ＩＣＴ）を用いた教育が急速に進むなか、教職員のＩＣＴ活用指導力の向

上が必要です。

◇子どもが抱える悩みにすばやく気づき、迅速に対応することで解決につなげていくことが

できるよう努めていくことが必要です。

◇インターネット上でのいじめが深刻化しており、ネットトラブル・ネット被害を防止するため

の情報モラル教育が重要です。

◇インクルーシブ教育※を推進し、障がいを抱えている子どもと障がいのない子どもが共に

学び、育てていくことが必要です。

※インクルーシブ教育：障害のある子どもとない子どもが通常の学級でともに学ぶ教育です。

◇社会環境、家庭環境等の変化から通常登校できない子どもたちも増えており、専門的知

識を有した職員を配置している教育相談室を活用していく必要があります。

◇学習指導要領に沿った道徳教育を推進する必要があります。

◇全国学力・学習状況調査や全国体力・運動能力調査の結果を踏まえた教育活動が必要

です。

◇学校間連携、地域間連携を深め、９年間を見通した教育を進めることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫学習指導要領の各教科に沿った学習を推進します。

⚫ＩＣＴ活用指導力も含め、教職員の資質や指導力の向上を促進します。

⚫学校図書を充実させ、読書習慣を促進します。

⚫安全安心な学校給食を提供し、食育を推進します。

⚫学校運営協議会（コミュニティ・スクール）を活用し、地域とともにある学
校づくりを進めます。

⚫早寝早起き朝ごはん運動を推進するなど、正しい基本的生活習慣が身に
つくようにします。

⚫地域の特色や地域とのつながりをいかした教育を充実させます。

⚫児童生徒をいじめや犯罪などから守ります。

⚫相談体制等の強化を継続して推進します。

⚫就学前から学校卒業まで、発達段階や障がいの状況に応じた適切な指
導を行うなど、一人ひとりの学びと育ちに応じた特別支援教育の充実に

努めます。
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55 

施策２ 高等学校教育を支える環境を充実させます。 

《現状》 

〇実習農場拡張による環境整備、新たな農業機械の導入と既存の農業機械の更新を計

画的に進めています。 

【課題、可能性】 

◇校舎や体育館など関連施設の老朽化が進んでおり、改修や長寿命化を計画に進めてい

くことが必要です。

◇実習先として受け入れてもらえる近隣の農業関連企業や町内の農家の確保が必要です。

◇介護福祉士養成の高等学校として、福祉教員の確保が課題となっています。

◇若年層の教職員や単身赴任者が多く、単身用教員住宅の増設が必要です。

◇時代に応じた農業にふさわしい施設と農業機械の更新が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫高等学校教育に関連する施設・設備の整備、バリアフリー化を進めます。

⚫高等学校教育に関する機械や備品の更新、ICT 環境の整備を進めます。

⚫実習など校外での学習に関する環境を確保します。

⚫教職員の資質や指導力の向上を促進します。

施策３ 生徒の確保、生活環境の向上を図ります。 

《現状》 

〇生徒の確保に向けて、中学校を訪問しているほか、ＰＲポスターやチラシ等の制作、他の

道内高等学校と連携し、町外での高校紹介などを行っています。 

〇資格取得に係る補助を行い、生徒の確保に努めています。 

【課題、可能性】 

◇中学校との連携をはじめ、町全体で町内の生徒の入学を高めていくことが必要です。

◇介護福祉士国家試験受験資格をはじめ各種資格を取得できることなど、剣淵高等学校

の特長を、より積極的にＰＲすることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫剣淵高等学校の PR、入学を促進します。

⚫資格取得に対する補助を行います。

⚫ 寄宿舎の維持管理を行います。

54 

３ 高等学校 

めざす方向、姿 

◎持続可能な未来の担い手づくり

◎地域性をいかした教育を実践できる教育環境づくり

関連する個別計画  

（計画期間） 

教育振興基本計画（2021～2025） 

学校施設長寿命化計画（2018～2027）  

学校施設長寿命化改修基本計画  

施策１ 高等学校教育内容を充実させます。 

《現状》 

〇本町には町立の剣淵高等学校があります。２学期制の総合学科で、これまでの農業国際

系列、生活福祉系列に加え、２０２０（令和２）年度に普通教科を中心とした「未来のしん

ろ系列」の新設が決定しました。 

〇農業国際系列では本町の基幹産業である農業（耕種作物）の栽培技術の向上、生活福

祉系列では本町の福祉施設での実習など、地域に根ざした教育を行っています。また、

未来のしんろ系列では、基礎学力の向上につながる学習のほか、科学・技術・芸術などに

関する教科横断段的な学習を行います。 

〇花いっぱい運動における花づくりをはじめ、イベントの参加など、まちづくりに大きく貢献し

ています。 

【課題、可能性】 

◇農業や福祉の分野で貢献できる教育とともに、グローバルな視点を持ち地域の課題解決

や魅力づくりを担う人材の育成につながる教育を進めていくことが必要です。

◇各専門分野の学習とともに、生徒の関心や進路に応じた学習ニーズに応えられる教育課

程を編成、実施していくことが必要です。

◇北海道大学、拓殖大学北海道短期大学（農業）、北星学園大学、北海道医療大学（福

祉）など町外の関係機関との連携が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫農業と福祉の専門科目、多様な進路に対応できる未来のしんろ系列での
教育を進めます。

⚫高校と地域が連携し、地域に根付いた教育により、農業振興、福祉の向
上、地域課題の解決や魅力づくりにつなげます。
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55 

施策２ 高等学校教育を支える環境を充実させます。 

《現状》 

〇実習農場拡張による環境整備、新たな農業機械の導入と既存の農業機械の更新を計

画的に進めています。 

【課題、可能性】 

◇校舎や体育館など関連施設の老朽化が進んでおり、改修や長寿命化を計画に進めてい

くことが必要です。

◇実習先として受け入れてもらえる近隣の農業関連企業や町内の農家の確保が必要です。

◇介護福祉士養成の高等学校として、福祉教員の確保が課題となっています。

◇若年層の教職員や単身赴任者が多く、単身用教員住宅の増設が必要です。

◇時代に応じた農業にふさわしい施設と農業機械の更新が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫高等学校教育に関連する施設・設備の整備、バリアフリー化を進めます。

⚫高等学校教育に関する機械や備品の更新、ICT 環境の整備を進めます。

⚫実習など校外での学習に関する環境を確保します。

⚫教職員の資質や指導力の向上を促進します。

施策３ 生徒の確保、生活環境の向上を図ります。 

《現状》 

〇生徒の確保に向けて、中学校を訪問しているほか、ＰＲポスターやチラシ等の制作、他の

道内高等学校と連携し、町外での高校紹介などを行っています。 

〇資格取得に係る補助を行い、生徒の確保に努めています。 

【課題、可能性】 

◇中学校との連携をはじめ、町全体で町内の生徒の入学を高めていくことが必要です。

◇介護福祉士国家試験受験資格をはじめ各種資格を取得できることなど、剣淵高等学校

の特長を、より積極的にＰＲすることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫剣淵高等学校の PR、入学を促進します。

⚫資格取得に対する補助を行います。

⚫ 寄宿舎の維持管理を行います。

54 

３ 高等学校 

めざす方向、姿 

◎持続可能な未来の担い手づくり

◎地域性をいかした教育を実践できる教育環境づくり

関連する個別計画  

（計画期間） 

教育振興基本計画（2021～2025） 

学校施設長寿命化計画（2018～2027）  

学校施設長寿命化改修基本計画  

施策１ 高等学校教育内容を充実させます。 

《現状》 

〇本町には町立の剣淵高等学校があります。２学期制の総合学科で、これまでの農業国際

系列、生活福祉系列に加え、２０２０（令和２）年度に普通教科を中心とした「未来のしん

ろ系列」の新設が決定しました。 

〇農業国際系列では本町の基幹産業である農業（耕種作物）の栽培技術の向上、生活福

祉系列では本町の福祉施設での実習など、地域に根ざした教育を行っています。また、

未来のしんろ系列では、基礎学力の向上につながる学習のほか、科学・技術・芸術などに

関する教科横断段的な学習を行います。 

〇花いっぱい運動における花づくりをはじめ、イベントの参加など、まちづくりに大きく貢献し

ています。 

【課題、可能性】 

◇農業や福祉の分野で貢献できる教育とともに、グローバルな視点を持ち地域の課題解決

や魅力づくりを担う人材の育成につながる教育を進めていくことが必要です。

◇各専門分野の学習とともに、生徒の関心や進路に応じた学習ニーズに応えられる教育課

程を編成、実施していくことが必要です。

◇北海道大学、拓殖大学北海道短期大学（農業）、北星学園大学、北海道医療大学（福

祉）など町外の関係機関との連携が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫農業と福祉の専門科目、多様な進路に対応できる未来のしんろ系列での
教育を進めます。

⚫高校と地域が連携し、地域に根付いた教育により、農業振興、福祉の向
上、地域課題の解決や魅力づくりにつなげます。
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57 

５ 生涯学習、社会教育 

めざす方向、姿 

◎町民が集い、学びあえる教育環境づくり

◎学習成果や経験、技能が地域でいかされる、生涯学習のまちづくりの推進

関連する個別計画（計画期間） 教育振興基本計画（2021～2025） 

施策１ 生涯学習への参加を促進します。 

《現状》 

〇町民センター（公民館）や絵本の館などで、公民館講座や高齢者大学「平波大学」、委託

スポーツ教室など、さまざまな学習機会を提供しています。

【課題、可能性】 

◇町内で活動するサークルや団体の中には、自分たちの活動を報告したり、情報交換がで

きる場を求める声もあり、活動場所とともに、情報の発信や交換を支援していくことが必

要です。

◇インターネットが普及する中で、自分の興味があることを知ったり、学んだりしやすくなって

いますが、町からの学びの機会の情報を頼りにしている人も少なくありません。生涯学習

に関する情報が、知りたい人に伝わりやすくすることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫生涯学習に関する情報を提供します。

⚫生涯学習につながる講座や教室を開催します。

⚫生涯学習を支える人材の確保（派遣）、育成に努めます。

⚫町民センター（公民館）の改修、維持管理、利便性の向上に努めます。

56 

４ 青少年健全育成 

めざす方向、姿 

◎地域全体で子どもたちを守り育てる

◎子育て家庭の家庭教育を地域ぐるみで支援する

関連する個別計画（計画期間） 教育振興基本計画（2021～2025） 

施策１ 青少年の育成に関わる活動を支援します。 

《現状》 

〇青少年健全育成協議会や子供会育成連合会を中心に、子どもたちの見守りや健全育成

を行っています。 

〇小・中・高等学校で標語コンクールを実施しポスターを作成・配布するほか、少年の主張

（上川管内大会）やジュニアリーダー養成研修会への参加などを行っています。 

〇子供会での活動やスポーツ少年団での活動を通して、地域ぐるみでの健全育成が行わ

れています。 

〇友好都市提携を結んでいる香川県さぬき市と、剣淵小学校の５・６年生との交流を行っ

ています。 

【課題、可能性】 

◇核家族化、少子化、地縁的なつながりの希薄化などにより家庭の教育力の低下が指摘さ

れているなか、地域ぐるみで子どもの健全な育成を支援していくことが必要です。

◇香川県さぬき市との交流事業は、共稼ぎの保護者の増加、経済的な負担や個々の交流

事業に対する考え方の差異などから、継続に向けてのあり方や内容を検討することが必

要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫地域の主体的な青少年育成事業を推進します。

⚫子供会活動、PTA 活動などを支援します。

⚫スポーツ少年団など青少年の活動を支援します。
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57 

５ 生涯学習、社会教育 

めざす方向、姿 

◎町民が集い、学びあえる教育環境づくり

◎学習成果や経験、技能が地域でいかされる、生涯学習のまちづくりの推進

関連する個別計画（計画期間） 教育振興基本計画（2021～2025） 

施策１ 生涯学習への参加を促進します。 

《現状》 

〇町民センター（公民館）や絵本の館などで、公民館講座や高齢者大学「平波大学」、委託

スポーツ教室など、さまざまな学習機会を提供しています。

【課題、可能性】 

◇町内で活動するサークルや団体の中には、自分たちの活動を報告したり、情報交換がで

きる場を求める声もあり、活動場所とともに、情報の発信や交換を支援していくことが必

要です。

◇インターネットが普及する中で、自分の興味があることを知ったり、学んだりしやすくなって

いますが、町からの学びの機会の情報を頼りにしている人も少なくありません。生涯学習

に関する情報が、知りたい人に伝わりやすくすることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫生涯学習に関する情報を提供します。

⚫生涯学習につながる講座や教室を開催します。

⚫生涯学習を支える人材の確保（派遣）、育成に努めます。

⚫町民センター（公民館）の改修、維持管理、利便性の向上に努めます。

56 

４ 青少年健全育成 

めざす方向、姿 

◎地域全体で子どもたちを守り育てる

◎子育て家庭の家庭教育を地域ぐるみで支援する

関連する個別計画（計画期間） 教育振興基本計画（2021～2025） 

施策１ 青少年の育成に関わる活動を支援します。 

《現状》 

〇青少年健全育成協議会や子供会育成連合会を中心に、子どもたちの見守りや健全育成

を行っています。 

〇小・中・高等学校で標語コンクールを実施しポスターを作成・配布するほか、少年の主張

（上川管内大会）やジュニアリーダー養成研修会への参加などを行っています。 

〇子供会での活動やスポーツ少年団での活動を通して、地域ぐるみでの健全育成が行わ

れています。 

〇友好都市提携を結んでいる香川県さぬき市と、剣淵小学校の５・６年生との交流を行っ

ています。 

【課題、可能性】 

◇核家族化、少子化、地縁的なつながりの希薄化などにより家庭の教育力の低下が指摘さ

れているなか、地域ぐるみで子どもの健全な育成を支援していくことが必要です。

◇香川県さぬき市との交流事業は、共稼ぎの保護者の増加、経済的な負担や個々の交流

事業に対する考え方の差異などから、継続に向けてのあり方や内容を検討することが必

要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫地域の主体的な青少年育成事業を推進します。

⚫子供会活動、PTA 活動などを支援します。

⚫スポーツ少年団など青少年の活動を支援します。
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59 

６ 芸術文化、文化財 

めざす方向、姿 

◎子どもから大人まで、だれもが芸術文化に親しめる環境づくり

◎郷土の文化や文化財などを守り、次世代に継承する

関連する個別計画（計画期間） 教育振興基本計画（2021～2025） 

施策１ 芸術文化に関する活動を支援します。 

《現状》 

〇芸術・文化活動を行うサークル・団体では、日ごろの活動に加えて、文化祭やイベント発

表・展示を行っています。 

〇絵本の里づくり運動は、全町的組織である実行委員会を中心に各種事業を進めており、

本町の文化活動として定着しています。 

〇町民や児童生徒を対象とした舞台芸術や音楽鑑賞機会などを毎年それぞれ提供してい

ます。 

【課題、可能性】 

◇芸術・文化サークル・団体への参加者は高齢化が進み、減少傾向にあります。

◇できる限り質の高い多様な芸術鑑賞機会の提供を継続していく必要があります。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫文化団体の活動を支援します。

⚫芸術文化活動の発表機会をつくります。

⚫絵本の館を拠点とした絵本の里づくり運動を推進します。

⚫子どもたちが芸術文化に接する機会をつくります。

⚫広域連携による芸術文化鑑賞機会をつくります。

58 

施策２ 生涯学習の主体的な活動を支援します。 

《現状》 

〇本町では、多くの文化団体やサークルがさまざまな活動を行っています。参加者の高齢

化や固定化を課題としている団体がいる一方で、新たなサークル・団体も誕生し、活動し

ています。 

〇町民文化祭の開催などにより、日々の活動成果を発表する場を提供しています。 

〇本町の「絵本の里」づくりは、「けんぶち絵本の里を創ろう会」などにより、絵本の持つやさ

しさや心の大切さなどを伝える取り組みが進められており、読み聞かせ活動の展開などに

つながっています。 

【課題、可能性】 

◇文化協会への支援をはじめ、文化団体・サークルに対する活動場所の提供などを継続す

るとともに、活動に関する情報を広く発信し、参加者の拡大を促進することが必要です。

◇今後も、絵本から受ける感性をいかした文化活動を推進していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫町民の主体的な生涯学習活動を支援します。

⚫学習成果をいかしたボランティア活動を促進します。
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59 

６ 芸術文化、文化財 

めざす方向、姿 

◎子どもから大人まで、だれもが芸術文化に親しめる環境づくり

◎郷土の文化や文化財などを守り、次世代に継承する

関連する個別計画（計画期間） 教育振興基本計画（2021～2025） 

施策１ 芸術文化に関する活動を支援します。 

《現状》 

〇芸術・文化活動を行うサークル・団体では、日ごろの活動に加えて、文化祭やイベント発

表・展示を行っています。 

〇絵本の里づくり運動は、全町的組織である実行委員会を中心に各種事業を進めており、

本町の文化活動として定着しています。 

〇町民や児童生徒を対象とした舞台芸術や音楽鑑賞機会などを毎年それぞれ提供してい

ます。 

【課題、可能性】 

◇芸術・文化サークル・団体への参加者は高齢化が進み、減少傾向にあります。

◇できる限り質の高い多様な芸術鑑賞機会の提供を継続していく必要があります。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫文化団体の活動を支援します。

⚫芸術文化活動の発表機会をつくります。

⚫絵本の館を拠点とした絵本の里づくり運動を推進します。

⚫子どもたちが芸術文化に接する機会をつくります。

⚫広域連携による芸術文化鑑賞機会をつくります。

58 

施策２ 生涯学習の主体的な活動を支援します。 

《現状》 

〇本町では、多くの文化団体やサークルがさまざまな活動を行っています。参加者の高齢

化や固定化を課題としている団体がいる一方で、新たなサークル・団体も誕生し、活動し

ています。 

〇町民文化祭の開催などにより、日々の活動成果を発表する場を提供しています。 

〇本町の「絵本の里」づくりは、「けんぶち絵本の里を創ろう会」などにより、絵本の持つやさ

しさや心の大切さなどを伝える取り組みが進められており、読み聞かせ活動の展開などに

つながっています。 

【課題、可能性】 

◇文化協会への支援をはじめ、文化団体・サークルに対する活動場所の提供などを継続す

るとともに、活動に関する情報を広く発信し、参加者の拡大を促進することが必要です。

◇今後も、絵本から受ける感性をいかした文化活動を推進していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫町民の主体的な生涯学習活動を支援します。

⚫学習成果をいかしたボランティア活動を促進します。
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61 

７ スポーツ 

めざす方向、姿 

◎子どもから大人まで、だれもがスポーツに親しめる生涯スポーツの推進

関連する個別計画（計画期間） 教育振興基本計画（2021～2025） 

施策１ スポーツ活動を支援します。 

《現状》 

〇各種スポーツ大会をはじめ、剣淵町スポーツ協会、スポーツ少年団によるスポーツ活動、

水泳教室や軽スポーツなどが行われています。 

〇チアリーディングは町外からの参加者もあり、幼児から大人まで幅広い年代で活動して

います。 

【課題、可能性】 

◇スポーツ活動の指導者の育成、確保が必要です。

◇スポーツ大会・教室への参加者が固定化する傾向にあり、参加拡大に向けた取り組みが

必要です。

◇スポーツに関する各種単位団体、スポーツ少年団ともに参加者の減少、固定化が見られ

るため、剣淵町スポーツ協会、スポーツ少年団を核とした単位スポーツ団体の再編に向

けた検討が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫スポーツに関するニーズを把握します。

⚫スポーツ指導者の確保、育成に努めます。

⚫スポーツ少年団の活動を支援します。

⚫スポーツ教室、スポーツ大会を開催します。

⚫ニュースポーツを普及させます。

⚫町民の主体的なスポーツ活動を支援します。

⚫全道大会など上位スポーツ大会への参加を支援します。 

60 

施策２ 歴史や文化財、伝統文化を保存し、継承します。 

《現状》 

〇開拓の歴史を物語る屯田兵屋や射的場※、開拓記念木などの文化財、剣淵神楽や屯田

太鼓（子どもたちの子龍太鼓）などの郷土芸能が町民の協力により継承されています。 

〇船着き場（舟付場）の看板を更新するなど、剣淵町開拓の歴史の保存に努めています。 

〇屯田兵の子孫等で屯田倶楽部が組織され、屯田兵に関する資料の保存、整備が行われ

ています。 

【課題、可能性】 

◇動画や音声の保存など、剣淵町の歴史や文化の保存を進めていくことが必要です。

◇本町の伝統文化を継承したい人と、継承を受ける人がつながるよう、努めていくことが必

要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫歴史的文化財や歴史的資料を保全し、活用します。

⚫資料館の改修、維持管理を行い、利用率の向上に努めます。

⚫伝統文化活動を継承する指導者を育成し、活動団体を支援します。

※剣淵町と屯田兵の関係とは・・・

剣淵町は、1899（明治 32）年に屯田兵制度最後の屯田兵 337 戸が入地した地です。

町内には、当時の船着き場（舟付場）をはじめ、屯田兵とその家族 2,000 人余を受け
入れていた屯田兵屋、屯田兵の射撃訓練で利用した射撃訓練場（元屯田兵射的場）な

どがあり、保存しています。
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61 

７ スポーツ 

めざす方向、姿 

◎子どもから大人まで、だれもがスポーツに親しめる生涯スポーツの推進

関連する個別計画（計画期間） 教育振興基本計画（2021～2025） 

施策１ スポーツ活動を支援します。 

《現状》 

〇各種スポーツ大会をはじめ、剣淵町スポーツ協会、スポーツ少年団によるスポーツ活動、

水泳教室や軽スポーツなどが行われています。 

〇チアリーディングは町外からの参加者もあり、幼児から大人まで幅広い年代で活動して

います。 

【課題、可能性】 

◇スポーツ活動の指導者の育成、確保が必要です。

◇スポーツ大会・教室への参加者が固定化する傾向にあり、参加拡大に向けた取り組みが

必要です。

◇スポーツに関する各種単位団体、スポーツ少年団ともに参加者の減少、固定化が見られ

るため、剣淵町スポーツ協会、スポーツ少年団を核とした単位スポーツ団体の再編に向

けた検討が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫スポーツに関するニーズを把握します。

⚫スポーツ指導者の確保、育成に努めます。

⚫スポーツ少年団の活動を支援します。

⚫スポーツ教室、スポーツ大会を開催します。

⚫ニュースポーツを普及させます。

⚫町民の主体的なスポーツ活動を支援します。

⚫全道大会など上位スポーツ大会への参加を支援します。 

60 

施策２ 歴史や文化財、伝統文化を保存し、継承します。 

《現状》 

〇開拓の歴史を物語る屯田兵屋や射的場※、開拓記念木などの文化財、剣淵神楽や屯田

太鼓（子どもたちの子龍太鼓）などの郷土芸能が町民の協力により継承されています。 

〇船着き場（舟付場）の看板を更新するなど、剣淵町開拓の歴史の保存に努めています。 
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施策を 

進めるため 

にすること 

⚫歴史的文化財や歴史的資料を保全し、活用します。

⚫資料館の改修、維持管理を行い、利用率の向上に努めます。
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第３章 健康と支え合いを大切にするまちをつくる 

62 

施策２ スポーツをする場を確保し、利用しやすいようにします。 

《現状》 

〇町内には、スポーツ施設として、平波球場をはじめ、テニスコートやふれあいパークゴルフ

場などがあります。 

〇Ｂ＆Ｇ海洋センター活動として、桜岡湖でのカヌーやヨット、プールでの水泳などが行われ

ています。 

【課題、可能性】 

◇スポーツ施設の計画的な改修、維持管理が必要です。

◇学校開放などスポーツを楽しむ場所の確保が必要です。

◇Ｂ＆Ｇ海洋センター各施設を有効活用し、海洋性スポーツを普及していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫スポーツ関連施設の改修、維持管理、利便性の向上に努めます。

⚫Ｂ＆Ｇ海洋センター活動を推進します。
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65 

施策２ 病気予防やリスク軽減を進め、重症化を防ぎます。 

《現状》 

〇各年代に特定健診の受診を積極的に進めており、２０１８（平成３０）年度と２０１９（令和元）

年度は、２年連続で受診率が、全道１位になりました。特定健診の対象年齢以外の方に

も若年者健診、後期高齢者健診の実施、社会保険被扶養者等の健診を受入れ、全町

民が健診を受けられる体制を整えています。 

〇各種健（検）診は、集団健（検）診のほか、個別健（検）診を実施し、受診しやすい体制を

整えています。 

〇生活習慣病が重症化し、人工透析や心疾患、脳血管疾患を発症する割合が、全道や同

規模市町村に比べ高く、糖尿病や高血圧の重症化予防や慢性腎臓病、心疾患の早期

発見・生活改善を目的に保健指導を行っています。 

〇名寄保健所の支援を受け、糖尿病性腎症重症化予防の取組みを、かかりつけ医・専門

医と連携して効果的に行っています。 

〇各種がん検診結果をもとに、早期発見・治療に結び付けるための受診勧奨、保健指導を

行っています。 

〇健診管理に関する各種システムの活用、保健指導ツールの充実に努めながら、町民の健

康状態を把握、分析し、保健指導を行っています。 

【課題、可能性】 

◇引き続き、各種健（検）診の受診率の維持、向上に努めるとともに、常にエビデンス※に基

づいた根拠ある保健指導が求められるため、研修、学習を重ねていくことが必要です。

※エビデンス：証拠・根拠、証言、形跡という意味で、ここでは、この治療法が良いと言える証拠・根拠の

ことです。

◇生活習慣病の若年化が進んでいるため、若い時からの生活習慣に対する意識を啓発し、

受診を促進していくことが必要です。

◇病院に通院していても、疾病のコントロールが重要であり重症化予防に取り組んでいく必

要があります。

◇保健事業の推進により医療費の適正化や保険税の軽減を図り、国民健康保険事業の

健全な運営に努めることが必要です。

◇後期高齢者医療保険制度へ移行後も保健事業が中断されないよう、介護予防の視点を

持ちつつ継続して実施していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫生活習慣の改善、行動変容を促すため、保健指導や広報等で正しい知識
の普及啓発を行います。

⚫町民の健康に関するデータを管理し、町の健康課題の把握や保健指導に
活用します。

⚫健康診査やがん検診などの健診体制の充実に努めます。

⚫国民健康保険事業の健全な運営に努めます。

64 

１ 保健、医療 

めざす方向、姿 

◎町民一人ひとりの自発的な健康管理や健康づくりの促進

◎住みなれた地域での暮らしを支える医療

関連する個別計画  

（計画期間） 

第２期地域福祉計画（２０１９～２０２３） 

第２期保健事業実施計画（データヘルス計画）・ 

第３期特定健康診査等実施計画（２０１８～２０２３） 

第２次食育推進計画（２０１８～２０２２） 

施策１ 心身の健康管理を促進し、支援します。 

《現状》 

〇健康福祉総合センターを拠点に各種検診や相談、健康づくりなどの保健事業を推進して

います。 

〇各種教室活動を通して身体、栄養面からの生活改善や知識の普及に努めているほか、

町民の健康づくり機会として、トレーニング室で高齢者の体操や成人の運動教室、器具

を利用した教室などを開催しています。 

〇健康への関心を高めてもらうために、健康づくり講演会を実施しています。 

〇心の健康支援として、自身や身近な人の（様子の変化についての）気づきや相談窓口に

ついて広報や回覧に掲載しています。 

【課題、可能性】 

◇健（検）診や保健事業に参加する人は限られており、町民一人ひとりに、自ら健康に気を

配る生活習慣や運動習慣を身につけてもらうことが大事です。

◇いろいろな情報がインターネットを通じて得られるようになり、健康づくりのきっかけやニー

ズも多様化しているため、個別支援が重視されています。

◇ひきこもりの現状把握は難しく、自らが相談するまでには至らない状況が多いため、家族

や地域の人たちと連携し、支援につなげていくことが重要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫相談や指導、広報などを通して、健康管理の大切さを普及、啓発します。

⚫町民の自主的な健康づくり活動（運動）を支援します。

⚫健康づくりにつながる教室や企画を開催します。

⚫心の健康を支える取り組みを進めます。
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67 

施策４ 感染症を予防し、まん延を防止します。 

《現状》 

〇感染症対策として、重症化しやすい子どもと高齢者に対し、インフルエンザ、高齢者肺炎

球菌の予防接種費用助成を実施しています。 

〇2020（令和２）年に確認された、COVID－19（新型コロナウイルス感染症）が拡大して

います。国や北海道の指針に添い、感染拡大防止に向けた情報発信を行うとともに、意

識啓発に努めています。 

【課題、可能性】 

◇感染症の拡大を抑制するため、正しい知識の普及啓発が必要です。

◇適切な時期に医療受診できるよう情報発信をしていく必要があります。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫感染症に関する正しい知識の普及、啓発を進めます。

⚫感染症のまん延を防止する対策、取り組みを進めます。

施策５ 町立診療所の存続に努め、機能や利便性を高めます。 

《現状》 

〇町内には、内科、小児科、放射線科を標榜した町立診療所があり、他の医療機関と連携

しながら初期診療を行っています。健康福祉総合センターが併設されているため、福祉、

保健との連携がとりやすく、身近な医療機関として重要な役割を担っています。旧入院病

棟は、インフルエンザなどの感染症の院内感染予防や社会福祉協議会が行うデイサービ

ス事業などに活用しています。

〇上川北部区域地域医療構想により広域医療のあり方が示されています。 

〇2020（令和２）年８月に、専門職員の派遣を受けていた社会医療福祉法人元生会と包

括連携協定が締結され、地域医療体制および全世代型地域包括ケアシステム※の構築、

地域救急医療体制の確立、災害時の地域医療・介護体制の構築、地域の医療・保健・

介護・福祉の関係機関との連携・相互協力に関して、互いに連携して取り組んでいくこと

となりました。 

 

※全世代型地域包括ケアシステムとは・・・

重度の要介護状態となっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで
続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保され
る体制「地域包括ケアシステム」をつくることをめざしています。高齢者だけでなく

全世代を対象に考えているので「全世代型」という言葉がついています。

66 

施策３ 幅広い分野・視点から、食育を推進します。 

《現状》 

〇食育、地産地消に関する「食育推進計画」を策定し、農業・保健・教育分野等で推進して

います。 

〇保育所では、給食を通した食育をはじめ、野菜を育て、収穫し、料理をする体験、食育だ

よりの発行、子育て支援センターでは、お菓子やパン作りの紹介、保育所給食試食会な

どを行っています。 

〇小中学校では、給食を通した食育をはじめ、お弁当の日の実施、学校農園活動などを行

っています。 

〇剣淵高等学校では町内の栽培・加工・販売団体との連携した教育を行っています。 

〇農業では、学校給食への地場産農産物の提供、地場農産物による食品開発、農産物直

売所での販売などを通して、地産地消の推進とともにけんぶち産の食の魅力を伝えてい

ます。 

〇乳幼児健診時栄養相談、若年者健診、特定健診、後期高齢者健診事後栄養指導など

で個々の状態を踏まえた栄養相談を行っています。 

〇離乳食講習会や地区組織等における栄養指導、高齢者栄養教室等の集団栄養指導を

実施しています。 

〇慢性腎臓病重症化予防および、糖尿病性腎症重症化予防について、主治医と連携し栄

養指導を行っています。 

【課題、可能性】 

◇「食育推進計画」に基づき、着実に食育を推進していくことが必要です。

◇生活習慣病は子どもにも見られることから、子どもも含め全世代に、科学的根拠に基づ

いた栄養指導を実施し、行動変容ができるよう支援していくことが必要です。

◇子どもの発育・発達に合わせた食に関する意識啓発や情報提供を行うとともに、食を通

じた子どもの健全育成に努めていくことが必要です。

◇継続して若年者健診、特定健診結果をもとに疾病予防、重症化予防ができるように各機

関と連携しながら栄養指導・相談に努めていくことが必要です。

◇高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施が重視されるなか、フレイル※予防や健康寿

命の延伸のためにも高齢者への食生活支援に努めていくことが必要です。

※フレイル：加齢に伴い、筋力が衰え疲れやすくなり家に閉じこもりがちな状態のことです。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫保育、教育、農業など食育に関わる関係機関の相互連携を深めます。

⚫保育所や小中学校、高校での食育を推進します。

⚫食育を通して、親子の健康づくりを支援します。

⚫栄養指導・相談を通して、町民の食生活を支援します。
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施策４ 感染症を予防し、まん延を防止します。 

《現状》 
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進めるため 

にすること 
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施策５ 町立診療所の存続に努め、機能や利便性を高めます。 
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括連携協定が締結され、地域医療体制および全世代型地域包括ケアシステム※の構築、
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介護・福祉の関係機関との連携・相互協力に関して、互いに連携して取り組んでいくこと
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施策３ 幅広い分野・視点から、食育を推進します。 

《現状》 
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実施しています。 

〇慢性腎臓病重症化予防および、糖尿病性腎症重症化予防について、主治医と連携し栄

養指導を行っています。 

【課題、可能性】 

◇「食育推進計画」に基づき、着実に食育を推進していくことが必要です。
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※フレイル：加齢に伴い、筋力が衰え疲れやすくなり家に閉じこもりがちな状態のことです。

施策を 
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にすること 

⚫保育、教育、農業など食育に関わる関係機関の相互連携を深めます。
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⚫栄養指導・相談を通して、町民の食生活を支援します。
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69 

２ 地域福祉 

めざす方向、姿 

◎助けあい・思いやりを町全体で高め、福祉のまちづくり

関連する個別計画（計画期間） 第２期地域福祉計画（２０１９～２０２３） 

施策１ だれもが、いつまでも住み続けられるようにします。 

《現状》 

〇ふれあい広場（社協主催）や福祉運動会を通じた障がい者との交流や、高齢者との交流

を通して、福祉の心を育てる教育を行っています。 

〇老朽化が進んでいる福祉施設も多く、新たな整備が求められているほか、近年は、災害

に対応できる環境が求められています。 

〇人口減少、高齢化が進むなか、社会基盤の規模を見直し、より便利で快適な基盤づくり

や公共交通が求められています。 

【課題、可能性】 

◇高齢者や障がい者に、自然と手を差しのべることができる気持ちを町民みんなで持てるよ

う促進することが必要です。

◇屋上防水や暖房設備に係る床下配管などの大規模改修を要する時期を迎えている福祉

施設も多く、国・道の補助金活用も見据えて計画的に進めることが必要です。

◇増加・多様化する福祉施設へのニーズ、各種災害への対応を踏まえ整備することが必要

です。

◇役場や学校など公共施設周辺からバリアフリーを徐々に進めていくことが必要です。

◇高齢化、子育てや介護のしやすさなどを踏まえた施設の規模や配置の検討、交通環境の

利便性の向上が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫年齢や障がいの有無に関係なく、町民の一員として支え合う気持ちが町
全体に浸透するようにします。

⚫心身の健康を保ち、住みなれた地域で生活できる環境をつくります。

⚫福祉施設の改修、利便性の向上、防災対策の強化に努めます。

⚫町内福祉施設を運営する法人等への支援を計画的に進めます。

⚫人口減少、高齢化を踏まえ、長期的な視点から基盤整備、移動・交通対
策の推進に努めます。
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【課題、可能性】 

◇診療所が、今後、町民の医療機関としての役割を果たしていくために、医師、看護師の体

制の維持と健全な財政運営に努めていくことが必要です。

◇小児医療体制の充実を求める声が多くあり、町内診療所における小児医療の充実ととも

に、時間外や休日診療、緊急医療体制については近隣医療機関との連携に努めていく

ことが必要です。

◇これまでの救命・延命、治癒、社会復帰を前提とした「病院完結型」医療から、病気と共

存しながら健康の維持、向上、健康寿命の延伸をめざし、住み慣れた地域や自宅での生

活のための医療を地域で支えていく「地域完結型」医療に変わっていくことが求められて

います。

◇包括連携協定を締結した社会医療福祉法人元生会と、包括的な協議の中から、町民の

受診ニーズが高い診療科や、診療所の維持・運営のための、医師の派遣等を検討してい

くことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫施設や設備の改修、医療機器の更新、情報通信技術の活用などを進めま
す。

⚫医師、看護師など医療従事者の確保、資質の向上に努めます。

⚫訪問診療、訪問看護を実施します。

⚫包括連携協定に基づき相互連携による取り組みを進めます。
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71 

◇生活困窮者や低所得者の方々を見過ごさないようにすることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫高齢者や障がい者が、悩みや困りごとなどを気軽に相談できる環境をつ
くります。

⚫すべての町民が、困っている方や、身近にいるかもしれない自殺を考え
ている人のサインに気づき、見守っていくことができるよう、広報活動、

教育活動等に努めます。

⚫生活困窮者や低所得者等の相談支援に努めます。

施策４ 思いやりの気持ちが行動につながるようにします。 

《現状》 

〇社会福祉協議会にボランティアセンターが設置されており、登録されている組織によって、

日常の福祉活動の支援が行われています。 

〇福祉に関するイベントや行事、各地域で開催されるふれあいサロンなどは、多くの町民の

協力によって行われています。ボランティアのニーズが高まる一方で、支え手の減少が懸

念されるなか、2019（令和元）年に無償・有償ボランティア「生活ささえ愛事業ささえ手」

をスタートさせました。 

【課題、可能性】 

◇ボランティアセンターと連携しながら、ボランティア活動への参加者を増やしていくことが必

要です。

◇子どもや若い町民の中には、機会があればボランティア活動に参加したいという人は少な

くありせん。これらの人たちがボランティア活動に参加できるようにしていくことが重要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫より多くの町民がボランティアに参加し、担い手が増えるようにします。

⚫ボランティアセンターと共にボランティア活動の周知と、研修の機会をつ
くるよう努めます。

⚫高齢者や障がい者の支援、子育て支援を手伝ってくれる人達を実際の活
動につなげ、参加する人を増やします。
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施策２ 地域福祉を推進する体制をつくり、高齢者や障がい者の社会参加を支援し

ます。 

《現状》 

〇町内には、地域福祉について協議する組織「生活ささえ愛けんぶち」があります。 

〇町内では、福祉施設で多くの職員が働いているほか、剣淵高等学校の生活福祉系列で

介護福祉士の資格取得をめざす高校生が学んでいます。 

【課題、可能性】 

◇より広い視野で福祉のまちづくりを考え進めてくことができる体制づくりが必要です。

◇高齢者や障がい者が、主体的に地域に関わることができるよう支援することが必要です。

◇地域福祉を支える施設の職員が働きやすい環境づくりのほか、剣淵高等学校を卒業後、

町内で働く人たちが増えるよう、促進していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫地域福祉を推進する体制をつくり、人材を確保します。

⚫高齢者や障がい者が、地域活動や社会活動に主体的に関わることができ
るよう支援します。

施策３ 困っている人を見過ごさないまちにします。 

《現状》 

〇西原の里地域生活支援センター等と連携し、高齢者や障がい者、その家族などからさま

ざまな相談を受け、対応しています。 

〇民生委員・児童委員が地域の見守り活動を行う中で、担当地区の町民から受けた相談

を関係機関等につなぐなどの支援に努めています。 

〇低所得世帯やひとり親家庭に対しては相談支援とともに、就労支援を中心に「かみかわ

生活あんしんセンター」へつなげています。 

【課題、可能性】 

◇高齢化に伴い、権利擁護に関する相談の増加が予想されるなか、適切に対応できる体制

づくりが必要です。

◇さまざまな悩みが原因で、喪失感や過剰な負担感から自殺に追い込まれるという危機は

誰にでも起こり得ます。悩んでいる人に気づき、必要な支援につなげていくことができるよ

う見守る意識の共有が必要です。

◇保健、医療、福祉、教育、労働その他の関連施策との有機的な連携により自殺対策に取

り組むなど、「生きることの包括的な支援」として適切な精神保健医療福祉サービスを受

けられる地域社会づくりを進めていくことが必要です。
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◇生活困窮者や低所得者の方々を見過ごさないようにすることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫高齢者や障がい者が、悩みや困りごとなどを気軽に相談できる環境をつ
くります。

⚫すべての町民が、困っている方や、身近にいるかもしれない自殺を考え
ている人のサインに気づき、見守っていくことができるよう、広報活動、

教育活動等に努めます。

⚫生活困窮者や低所得者等の相談支援に努めます。

施策４ 思いやりの気持ちが行動につながるようにします。 

《現状》 

〇社会福祉協議会にボランティアセンターが設置されており、登録されている組織によって、

日常の福祉活動の支援が行われています。 

〇福祉に関するイベントや行事、各地域で開催されるふれあいサロンなどは、多くの町民の

協力によって行われています。ボランティアのニーズが高まる一方で、支え手の減少が懸

念されるなか、2019（令和元）年に無償・有償ボランティア「生活ささえ愛事業ささえ手」

をスタートさせました。 

【課題、可能性】 

◇ボランティアセンターと連携しながら、ボランティア活動への参加者を増やしていくことが必

要です。

◇子どもや若い町民の中には、機会があればボランティア活動に参加したいという人は少な

くありせん。これらの人たちがボランティア活動に参加できるようにしていくことが重要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫より多くの町民がボランティアに参加し、担い手が増えるようにします。

⚫ボランティアセンターと共にボランティア活動の周知と、研修の機会をつ
くるよう努めます。

⚫高齢者や障がい者の支援、子育て支援を手伝ってくれる人達を実際の活
動につなげ、参加する人を増やします。
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施策２ 地域福祉を推進する体制をつくり、高齢者や障がい者の社会参加を支援し

ます。 

《現状》 

〇町内には、地域福祉について協議する組織「生活ささえ愛けんぶち」があります。 

〇町内では、福祉施設で多くの職員が働いているほか、剣淵高等学校の生活福祉系列で

介護福祉士の資格取得をめざす高校生が学んでいます。 

【課題、可能性】 

◇より広い視野で福祉のまちづくりを考え進めてくことができる体制づくりが必要です。

◇高齢者や障がい者が、主体的に地域に関わることができるよう支援することが必要です。

◇地域福祉を支える施設の職員が働きやすい環境づくりのほか、剣淵高等学校を卒業後、

町内で働く人たちが増えるよう、促進していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫地域福祉を推進する体制をつくり、人材を確保します。

⚫高齢者や障がい者が、地域活動や社会活動に主体的に関わることができ
るよう支援します。

施策３ 困っている人を見過ごさないまちにします。 

《現状》 

〇西原の里地域生活支援センター等と連携し、高齢者や障がい者、その家族などからさま

ざまな相談を受け、対応しています。 

〇民生委員・児童委員が地域の見守り活動を行う中で、担当地区の町民から受けた相談

を関係機関等につなぐなどの支援に努めています。 

〇低所得世帯やひとり親家庭に対しては相談支援とともに、就労支援を中心に「かみかわ

生活あんしんセンター」へつなげています。 

【課題、可能性】 

◇高齢化に伴い、権利擁護に関する相談の増加が予想されるなか、適切に対応できる体制

づくりが必要です。

◇さまざまな悩みが原因で、喪失感や過剰な負担感から自殺に追い込まれるという危機は

誰にでも起こり得ます。悩んでいる人に気づき、必要な支援につなげていくことができるよ

う見守る意識の共有が必要です。

◇保健、医療、福祉、教育、労働その他の関連施策との有機的な連携により自殺対策に取

り組むなど、「生きることの包括的な支援」として適切な精神保健医療福祉サービスを受

けられる地域社会づくりを進めていくことが必要です。
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３ 高齢者福祉 

めざす方向、姿 

◎高齢者の尊厳を大切にしながら、自立した生活を支える「地域包括ケアシステム※」の

構築

◎健康寿命※と平均寿命との差を縮め、生きがいを持って人生 100 年時代を過ごせるよ

う支援する

関連する個別計画（計画期間） 
第２期地域福祉計画（２０１９～２０２３） 

第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（２０２１～２０２３） 

施策１ 高齢者が自ら行う健康づくりや介護予防を支援します。 

《現状》 

〇介護や認知症の発症を予防し、健康寿命を延ばせるよう、健康づくりを呼びかけ、支援し

ています。 

〇加齢に伴い、筋力が衰え疲れやすくなり家に閉じこもりがちな状態（フレイル）になると、要

介護へと移行していくことが懸念されます。 

【課題、可能性】 

◇高齢者の保健事業と介護予防を一体的に実施し、フレイルになることを防ぎ、要介護状

態に至る可能性を減らしていくことが重要です。

◇できるだけ長く、住みなれた場所で自立した生活を送ることができるよう、若い世代から

健康づくりを支援することで、生活習慣病やその重症化を予防し、健康寿命の延伸を促

進していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫高齢者の健康づくりを支援します。

⚫生活習慣病や重症化を予防します。

⚫要介護状態になることを予防します。

※地域包括ケアシステムとは・・・

重度の要介護状態となっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後ま
で続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保

される体制「地域包括ケアシステム」をつくることをめざしています。

※健康寿命とは・・・

平均寿命から、寝たきりや認知症など介護状態の期間を差し引いた期間です。

72 

施策５ ご近所とのつながりで、安心・安全を感じることができるようにします。 

《現状》 

〇本町では、都市部よりもご近所づきあいや交流が多く見られる状況ですが、徐々に地域

のつながりが少なくなっており、地域での助けあいや見守りが難しくなってきています。 

〇近年、災害の発生が増えているなか、近隣の人たちで助け合う「共助※」の重要性が高ま

っています。 

【課題、可能性】 

◇地域での支え合いが重要と考えている町民は多く、ご近所相互の助けあいや見守りが日

常的に行われる地域づくりを促進していくことが必要です。

◇災害時に避難支援が必要な方を把握するとともに、自治会の協力を得ながら、地域で助

け合える意識を高めていくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫ご近所同士、身近な地域での支え合いが広がるよう、促進します。

⚫災害時に避難支援を必要とする人達の把握や災害時の対応が地域で行
えるよう支援します。

※共助とは・・・

「自助・共助・公助」の３つがあります。「自助」は、自分自身で守ることです。「共
助」は、近所や地域の方々と助け合うことです。「公助」は、役場、消防、警察、自

衛隊などによる公的な支援のことです。
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３ 高齢者福祉 

めざす方向、姿 

◎高齢者の尊厳を大切にしながら、自立した生活を支える「地域包括ケアシステム※」の

構築

◎健康寿命※と平均寿命との差を縮め、生きがいを持って人生 100 年時代を過ごせるよ

う支援する

関連する個別計画（計画期間） 
第２期地域福祉計画（２０１９～２０２３） 

第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（２０２１～２０２３） 

施策１ 高齢者が自ら行う健康づくりや介護予防を支援します。 

《現状》 

〇介護や認知症の発症を予防し、健康寿命を延ばせるよう、健康づくりを呼びかけ、支援し

ています。 

〇加齢に伴い、筋力が衰え疲れやすくなり家に閉じこもりがちな状態（フレイル）になると、要

介護へと移行していくことが懸念されます。 

【課題、可能性】 

◇高齢者の保健事業と介護予防を一体的に実施し、フレイルになることを防ぎ、要介護状

態に至る可能性を減らしていくことが重要です。

◇できるだけ長く、住みなれた場所で自立した生活を送ることができるよう、若い世代から

健康づくりを支援することで、生活習慣病やその重症化を予防し、健康寿命の延伸を促

進していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫高齢者の健康づくりを支援します。

⚫生活習慣病や重症化を予防します。

⚫要介護状態になることを予防します。

※地域包括ケアシステムとは・・・

重度の要介護状態となっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後ま
で続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保

される体制「地域包括ケアシステム」をつくることをめざしています。

※健康寿命とは・・・

平均寿命から、寝たきりや認知症など介護状態の期間を差し引いた期間です。
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施策５ ご近所とのつながりで、安心・安全を感じることができるようにします。 

《現状》 

〇本町では、都市部よりもご近所づきあいや交流が多く見られる状況ですが、徐々に地域

のつながりが少なくなっており、地域での助けあいや見守りが難しくなってきています。 

〇近年、災害の発生が増えているなか、近隣の人たちで助け合う「共助※」の重要性が高ま

っています。 

【課題、可能性】 

◇地域での支え合いが重要と考えている町民は多く、ご近所相互の助けあいや見守りが日

常的に行われる地域づくりを促進していくことが必要です。

◇災害時に避難支援が必要な方を把握するとともに、自治会の協力を得ながら、地域で助

け合える意識を高めていくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫ご近所同士、身近な地域での支え合いが広がるよう、促進します。

⚫災害時に避難支援を必要とする人達の把握や災害時の対応が地域で行
えるよう支援します。

※共助とは・・・

「自助・共助・公助」の３つがあります。「自助」は、自分自身で守ることです。「共
助」は、近所や地域の方々と助け合うことです。「公助」は、役場、消防、警察、自

衛隊などによる公的な支援のことです。
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◇地域とのつながりが希薄な人ほど悩みを抱えている場合が多く、引きこもりを抱えていて

も相談に来ない傾向が見られます。自治会や地域住民と協力し、そのような人たちを早

期発見し、見守るとともに、適切な支援につなげていくことが必要です。

◇平均寿命が伸びる反面、介護を必要とするケースも増えており、介護保険料の上昇が続

いています。安定した事業運営のためにも介護給付費の抑制が必要であり、若い世代も

含め介護予防の推進が必要です。また、経済状況や介護サービスは必要ない・利用して

いないという理由で介護保険料を滞納するケースが増えており、相互扶助に基づく社会

保障制度への理解を促進していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫高齢者福祉に関して総合的に相談が受けられるようにします。

⚫高齢者の尊厳や権利を守ります。

⚫高齢者の自立した生活を支援します。

⚫医療ニーズの高い高齢者に医療や介護サービスを切れ目なく提供します。

⚫ひとり暮らし高齢者や高齢者夫婦、在宅で介護している世帯などを見守
ります。

⚫高齢者が生活しやすい住環境づくりを支援します。

⚫介護給付を必要とする被保険者を適切に認定します。

⚫介護保険事業、後期高齢者医療事業の健全な運営・推進に努めます。

施策４ 高齢者の居住ニーズに沿った、適切な施設利用につなげます。 

《現状》 

〇町内には、高齢者の入所できる施設として、社会福祉法人特別養護老人ホーム「剣渕ひ

らなみ荘」、NPO 法人認知症グループホーム「栞」、有料老人ホーム「ゆうづきの家」があ

ります。 

〇高齢者の住まいとして、生活環境又は、住宅事情等のある方を対象とした、町が運営す

る高齢者等福祉寮「福寿寮」があります。高齢者が住みやすい公営住宅の整備が進んだ

ことと、福寿寮の玄関等の共用が一因となり、近年、利用希望者は減少傾向です。 

※８０５０問題とは・・・
ひきこもりが長期化し、８０代の親が５０代の子どもの生活を支える状況が多く見
られるという社会問題です。

※成年後見センターとは・・・
認知症、知的障害、精神障害などの理由で判断能力の不十分な方々を保護し、支援
する制度が「成年後見制度」です。この制度に基づき、相談や支援を行うところが
「成年後見センター」です。
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施策２ 高齢者がいきがいを持って生活できる環境をつくります。 

《現状》 

〇閉じこもりがちな高齢者を対象に、昼食会やサロンを開催しています。 

〇高齢者の活動組織として、老人クラブや高齢者事業団、高齢者大学「平波大学」などが

あります。高齢でも仕事を続けている人も多く、各組織への加入者が少ない状況です。 

〇高齢者の長寿を祝福し、長寿祝金を贈呈しています。 

【課題、可能性】 

◇サロンの実施地区が拡大するなか、地域住民などサロンを支える人材の確保が必要です。

◇高齢になっても地域で活躍したり、仲間をつくる機会を持ち続けてもらうためにも、各組

織の維持に努めることが必要です。

◇高齢者に敬愛を伝えることで、長寿社会を喜ぶ気持ちを町全体で共有できるよう努めて

いくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫各種活動への参加を促進し、交流する機会が持てるようにします。

⚫働く場や機会をつくり、高齢者が持つ知識や技術を社会に還元できる環
境をつくります。

⚫高齢者への敬愛、長寿社会を喜ぶ気持ちを町全体で共有します。

施策３ 高齢者が住み慣れた家で生活できるよう支援します。 

《現状》 

〇デイサービスりんどうが開設し、在宅支援サービスの幅が広がりました。また、「生活ささえ

愛事業ささえ手」による無償・有償ボランティア事業も行われています。 

〇ひとり暮らしや高齢者世帯が増えるなか、高齢者の孤独死や高齢者のひきこもり、さらに

は、8050 問題※が社会問題になっています。 

〇高齢者を守る取り組みとして、士別地域成年後見センター※剣淵相談所を開設し、認知

症などによって判断能力に不安がある方の相談に応じ、士別地域成年後見センターにつ

なげているほか、高齢者虐待を防止するマニュアルを作成しています。 

〇後期高齢者医療制度は、道内すべての市町村が加入する北海道後期高齢者医療広域

連合が運営しており、本町では申請書・届出書の受付などの窓口業務、保険料の徴収

等を行っています。 

【課題、可能性】 

◇施設利用者（入所者）が増え、町内事業所が実施する在宅サービスの利用者が減少して

います。また、土日や夜間に提供できる在宅サービスが少ない状況です。
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する制度が「成年後見制度」です。この制度に基づき、相談や支援を行うところが
「成年後見センター」です。
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４ 障がい者（児）福祉 

めざす方向、姿 

◎障がい者の自立や社会参加を支援する

◎障がいのある人・ない人が、お互いに自然に接し、ともに暮らしていけるまちにする

関連する個別計画（計画期間） 
第２期地域福祉計画（２０１９～２０２３） 

障がい者基本計画（２０１８～２０２３） 

施策１ 障がいに対する理解を深め、共に支え合う心を育みます。 

《現状》 

〇ふれあい広場（社協主催）や福祉運動会を通して、障がい者との交流や理解を深めてい

ます。 

〇障がいのある人の権利を守り、住み慣れた地域で生活ができるよう、障がい者虐待防止

センターや士別地域成年後見センター※剣淵相談所を町内に設置し、各種制度の利用

の促進や相談機能の充実を図っています。

【課題、可能性】 

◇障がい者の権利や尊厳を尊重するため、障がい者への虐待防止、障がいを理由とする差

別の解消、物事を判断する能力が不十分な人を法律的に保護することなどが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫障がいに対する理解を深めます。

⚫地域福祉活動を促進します。

⚫障がいのある人の権利擁護を推進します。

※成年後見センターとは・・・

認知症、知的障害、精神障害などの理由で判断能力の不十分な方々を保護し、支援す
る制度が「成年後見制度」です。この制度に基づき、相談や支援を行うところが「成
年後見センター」です。
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【課題、可能性】 

◇居住ニーズや施設利用に対する希望は多様化していますが、それぞれの事情に応じた選

択ができることが大切です。

◇高齢者福祉寮の利用は減少傾向ですが、利用を希望される方に提供できるよう維持す

る必要があります。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫低所得者への施設利用助成や入所待機者の解消に向けた支援ととも
に、介護サービス事業所等の経営安定を図ります。

⚫多様化する居住ニーズに対応できるよう情報提供や相談の充実に努め、
適切な施設利用につなげます。

施策５ 認知症になっても住み続けられるようにします。 

《現状》 

〇高齢化とともに増加が予測される認知症の方を地域で見守り支えるため、認知症初期

集中支援チームや認知症サポーター養成講座などを実施しています。 

〇認知症に関する相談支援や、認知症への理解を普及させるため、認知症グループホーム

「栞」とともに、認知症カフェ※を開催する準備を進めています。 

【課題、可能性】 

◇認知症を予防することには年齢を問わず町民の関心が高く、分かりやすく普及していくこ

とが必要です。

◇認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられる「認知症バリアフリー」の

推進が求められているなか、町全体で認知症への理解を深め、見守る体制を整えていく

ことが重要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫認知症への理解を町全体で深め、見守ります。

⚫医療と介護の連携を強化し、認知症の予防に向けて取り組みます。

⚫認知症に関する相談・支援体制を強化します。

※認知症カフェとは・・・

認知症の方とその家族が、地域住民の方や、介護・福祉・医療の専門家と身近な場所

で集い、交流できる場のことです。
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施策２ 障がい者（児）の在宅や地域での生活を支援します。 

《現状》 

〇町内には、障害者支援施設「剣渕西原学園」と「剣渕北の杜舎」があるほか、グループホ

ームが６か所あります。 

〇西原の里地域生活支援センターとともに、在宅の障がい者への相談支援および地域活

動支援センターによる日中活動支援を行っています。 

〇障がいのある人の移動支援、事業所への通所や透析のための通院に対する交通費を助

成しています。 

〇相談支援事業所や各サービス事業所と連携し、地域生活に関する課題解決に向け、総

合的な相談業務の拠点となる基幹相談支援センターを設置し、相談支援体制の充実を

図っています。 

【課題、可能性】 

◇入所者の高齢化が進んでおり、介護の必要がある入所者が増えています。

◇近年の社会構造の変化により、うつ病を訴える人やひきこもりが増加するなど、新たな心

の健康問題が生じていることから、町民の心の健康づくりに配慮した各種対策を充実さ

せる必要があります。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫在宅での生活を支援します。

⚫障がいの特性に応じた療育・教育、就業促進やコミュニケーション支援な
ど、幅広い支援体制を整備します。

⚫精神保健対策を充実させます。

施策３ 障がい者（児）の自立や社会参加を支えます。 

《現状》 

〇町内には、障がいのある人たちの就労の場として就労継続支援Ｂ型の事業所があります。

そのほか、士別市にある就労継続支援Ａ型の事業所に通っている人やジョブコーチなど

の就労支援を受けながら一般就労をしている方もいます。 

【課題、可能性】 

◇就労の場が少なく、移動手段が限られるため、町内に就労の場が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫就業や地域での活動など社会参加を支援します。

⚫障がいのある人が情報を入手したり、コミュニケーションをとることを支
援します。
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施策を 

進めるため 

にすること 

⚫就業や地域での活動など社会参加を支援します。

⚫障がいのある人が情報を入手したり、コミュニケーションをとることを支
援します。
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81 

２ 景観、環境美化 

めざす方向、姿 

◎剣淵らしいまちの景観、農村風景を、町民の協力を得ながら守る

施策１ きれいで安全なまちの環境を保ちます。 

《現状》 

〇本町の代表的な風景として、丘陵地と田園による美しい景観が継承されています。 

〇市街地は、商店の外観や看板の更新、歩道の整備などにより、統一した景観づくりに努

めています。 

〇自治会と職場単位で春の全町一斉クリーン作戦が行われるほか、剣淵高等学校との連

携した花いっぱい運動など、環境美化に取り組んでいます。 

【課題、可能性】 

◇景観向上につながる各活動を町民に呼びかけながら、今後も継続していくことが必要で

す。

◇適切に管理されていない空き家の老朽化が進み、屋根からの落屑、風による飛散、台風

等による倒壊などが懸念されています。

◇近年は、ペットを飼う人も増えるなか、適正な管理や飼育マナーの普及に努めることが必

要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫まちなかや郊外の景観の向上につながる取り組みを進めます。

⚫花や緑でまちをきれいにする活動、クリーン活動などを町民の協力のも
と進めます。

⚫適切に管理されていない空き家への対応を検討します。

⚫犬や猫などのペットが適正に飼育されるようにします。

80 

１ 自然保護、環境共生 

めざす方向、姿 

◎環境への負荷を軽減し、持続可能な町の環境を守る

関連する個別計画（計画期間） 地球温暖化対策実行計画(第２期)（２０１８～２０２３） 

施策１ 自然環境を守りつつ、自然と共生する環境づくりに努めます。 

《現状》 

〇不法投棄は年々増加傾向にありますが、その多くは不法投棄者が特定できず、巡回で発

見した不法投棄の電化製品等の処理については町費で処理しています。 

〇町内では特に問題となる公害は発生していませんが、秋になると野焼きによる大量の煙

が発生したり、ふん尿が一般河川に流出しそうなところがあります。 

〇スズメバチなど蜂の巣の駆除を委託業者により行っています。 

【課題、可能性】 

◇農業関係の焼却については、法で認められている部分もあり、強制力をもった対応が困

難な状況にありますが、ふん尿の河川流出防止とともに、農業者に理解を促すことが必

要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫不法投棄や公害などが発生しないように指導・監視します。

⚫自然環境の保護につながる活動を促進します。

⚫虫の大量発生抑制、危害防止に努めます。

施策２ 地球温暖化防止につながる取り組みを進めます。 

《現状》 

〇「地球温暖化防止実行計画」を策定し、温暖化防止に向けた取り組みを進めています。 

〇公共施設の照明や街路灯を電力消費が少ない LED に変えるなど、環境負荷の軽減に

努めています。 

【課題、可能性】 

◇二酸化炭素の削減や環境への負荷軽減につながる取り組みを推進していくことが必要

です。

施策を 
進めるため 
にすること 

⚫環境負荷の軽減につながる取り組みを促進します。
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81 

２ 景観、環境美化 

めざす方向、姿 

◎剣淵らしいまちの景観、農村風景を、町民の協力を得ながら守る

施策１ きれいで安全なまちの環境を保ちます。 

《現状》 

〇本町の代表的な風景として、丘陵地と田園による美しい景観が継承されています。 

〇市街地は、商店の外観や看板の更新、歩道の整備などにより、統一した景観づくりに努

めています。 

〇自治会と職場単位で春の全町一斉クリーン作戦が行われるほか、剣淵高等学校との連

携した花いっぱい運動など、環境美化に取り組んでいます。 

【課題、可能性】 

◇景観向上につながる各活動を町民に呼びかけながら、今後も継続していくことが必要で

す。

◇適切に管理されていない空き家の老朽化が進み、屋根からの落屑、風による飛散、台風

等による倒壊などが懸念されています。

◇近年は、ペットを飼う人も増えるなか、適正な管理や飼育マナーの普及に努めることが必

要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫まちなかや郊外の景観の向上につながる取り組みを進めます。

⚫花や緑でまちをきれいにする活動、クリーン活動などを町民の協力のも
と進めます。

⚫適切に管理されていない空き家への対応を検討します。

⚫犬や猫などのペットが適正に飼育されるようにします。

80 

１ 自然保護、環境共生 

めざす方向、姿 

◎環境への負荷を軽減し、持続可能な町の環境を守る

関連する個別計画（計画期間） 地球温暖化対策実行計画(第２期)（２０１８～２０２３） 

施策１ 自然環境を守りつつ、自然と共生する環境づくりに努めます。 

《現状》 

〇不法投棄は年々増加傾向にありますが、その多くは不法投棄者が特定できず、巡回で発

見した不法投棄の電化製品等の処理については町費で処理しています。 

〇町内では特に問題となる公害は発生していませんが、秋になると野焼きによる大量の煙

が発生したり、ふん尿が一般河川に流出しそうなところがあります。 

〇スズメバチなど蜂の巣の駆除を委託業者により行っています。 

【課題、可能性】 

◇農業関係の焼却については、法で認められている部分もあり、強制力をもった対応が困

難な状況にありますが、ふん尿の河川流出防止とともに、農業者に理解を促すことが必

要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫不法投棄や公害などが発生しないように指導・監視します。

⚫自然環境の保護につながる活動を促進します。

⚫虫の大量発生抑制、危害防止に努めます。

施策２ 地球温暖化防止につながる取り組みを進めます。 

《現状》 

〇「地球温暖化防止実行計画」を策定し、温暖化防止に向けた取り組みを進めています。 

〇公共施設の照明や街路灯を電力消費が少ない LED に変えるなど、環境負荷の軽減に

努めています。 

【課題、可能性】 

◇二酸化炭素の削減や環境への負荷軽減につながる取り組みを推進していくことが必要

です。

施策を 
進めるため 
にすること 

⚫環境負荷の軽減につながる取り組みを促進します。
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83 

４ ごみ処理、リサイクル 

めざす方向、姿 

◎ごみの適切な処理、減量化・再利用・リサイクルの普及

関連する個別計画（計画期間） 
一般廃棄物処理基本計画「ごみ処理基本計画」（２０１９～２０３３） 

分別収集計画（３年ごとに見直し） 

施策１ ごみを円滑に収集し、適切に処理します。 

《現状》 

〇一般ごみは町内の埋立て処分場、生ごみは広域生ごみ処理場で処分しています。 

〇家屋等の解体に伴う粗大ごみは、一般廃棄物と産業廃棄物との区分を明確にするため、

２０２０（令和２）年度から届出制にしました。 

【課題、可能性】 

◇一般ごみの埋立処分場の残余容量が少なくなってきているため、ごみの分別、減量化に

より施設の延命に努めることが必要です。

◇浸出水処理施設も供用開始から２０年が経過してきているため、今後、中長期的な施設

維持に向けて、コストの縮減、平準化を考えた計画検討が必要です。

◇広域生ごみ処理場は供用開始から１７年が経過し、施設の損傷、機器類の故障も多く、

施設にかかる維持費は増加傾向にあり、今後に向けて和寒町との協議が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫町民の利便性に配慮しつつ、ごみの収集運搬を効率的に行います。

⚫ごみ処理に関連する施設の適切な維持管理、延命化に努めます。

⚫粗大ごみなどの有料化を進めます。

82 

３ 排水処理、し尿処理 

めざす方向、姿 

◎人口規模や地域の実情に合った排水処理体制、持続可能な排水処理事業の運営

関連する個別計画  

（計画期間） 

一般廃棄物処理基本計画「生活排水処理基本計画」（2021～2030） 

下水道中期ビジョン（２０１１～２０２０） 

下水道事業(特定環境保全公共下水道･農業集落排水)経営戦略（2017～2026） 

施策１ 生活排水の適切な維持管理、健全運営に努めます。 

《現状》 

〇公共下水道事業と農業集落排水事業による下水道整備により、生活排水の適正な処理

を進めています。 

〇公共下水道区域内の水洗化率は９６％に達し、ほぼ完了している状況です。また、浄化

槽を含めた汚水処理（水洗化）人口普及率８４．７％で、徐々に向上しています。 

〇下水道区域外では、毎年４～５戸、合併処理浄化槽の設置を進めています。 

〇し尿処理は士別市の処理施設で処理しています。下水汚泥については堆肥化し、下水

汚泥堆肥販売会を通じて販売するなど、リサイクルに努めています。 

〇下水処理施設（剣淵浄化センター）の老朽化が進んでおり、更新を進めています。 

〇２０２３（令和５）年度までに公営企業会計への移行を要請されており、移行に向けた準備

を進めています。 

【課題、可能性】 

◇人口減少により使用料の減少が見込まれます。現在の状態を維持することのみならず、

下水道施設の省エネ低コスト化や、下水道処理区域、農業集落排水区域の合併浄化槽

への切り替えの検討など、下水道・農集施設をはじめとする生活排水の適切な維持管理、

健全運営に努める必要があります。

◇下水汚泥堆肥の再資源化に努めていますが、生産コストが毎年上昇しています。維持管

理費の削減や売上の向上をめざすなど、処理施設の健全運営に努めることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫施設全体の老朽化の進行などを把握したうえで、重要度・優先度に沿っ
た施設更新を行います。

⚫下水道区域外では、合併処理浄化槽の設置を促進します。

⚫防災・減災の取り組みを進め、災害等に強い下水道にします。

⚫持続可能で効率的な下水道事業をめざします。
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83 

４ ごみ処理、リサイクル 

めざす方向、姿 

◎ごみの適切な処理、減量化・再利用・リサイクルの普及

関連する個別計画（計画期間） 
一般廃棄物処理基本計画「ごみ処理基本計画」（２０１９～２０３３） 

分別収集計画（３年ごとに見直し） 

施策１ ごみを円滑に収集し、適切に処理します。 

《現状》 

〇一般ごみは町内の埋立て処分場、生ごみは広域生ごみ処理場で処分しています。 

〇家屋等の解体に伴う粗大ごみは、一般廃棄物と産業廃棄物との区分を明確にするため、

２０２０（令和２）年度から届出制にしました。 

【課題、可能性】 

◇一般ごみの埋立処分場の残余容量が少なくなってきているため、ごみの分別、減量化に

より施設の延命に努めることが必要です。

◇浸出水処理施設も供用開始から２０年が経過してきているため、今後、中長期的な施設

維持に向けて、コストの縮減、平準化を考えた計画検討が必要です。

◇広域生ごみ処理場は供用開始から１７年が経過し、施設の損傷、機器類の故障も多く、

施設にかかる維持費は増加傾向にあり、今後に向けて和寒町との協議が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫町民の利便性に配慮しつつ、ごみの収集運搬を効率的に行います。

⚫ごみ処理に関連する施設の適切な維持管理、延命化に努めます。

⚫粗大ごみなどの有料化を進めます。

82 

３ 排水処理、し尿処理 

めざす方向、姿 

◎人口規模や地域の実情に合った排水処理体制、持続可能な排水処理事業の運営

関連する個別計画  

（計画期間） 

一般廃棄物処理基本計画「生活排水処理基本計画」（2021～2030） 

下水道中期ビジョン（２０１１～２０２０） 

下水道事業(特定環境保全公共下水道･農業集落排水)経営戦略（2017～2026） 

施策１ 生活排水の適切な維持管理、健全運営に努めます。 

《現状》 

〇公共下水道事業と農業集落排水事業による下水道整備により、生活排水の適正な処理

を進めています。 

〇公共下水道区域内の水洗化率は９６％に達し、ほぼ完了している状況です。また、浄化

槽を含めた汚水処理（水洗化）人口普及率８４．７％で、徐々に向上しています。 

〇下水道区域外では、毎年４～５戸、合併処理浄化槽の設置を進めています。 

〇し尿処理は士別市の処理施設で処理しています。下水汚泥については堆肥化し、下水

汚泥堆肥販売会を通じて販売するなど、リサイクルに努めています。 

〇下水処理施設（剣淵浄化センター）の老朽化が進んでおり、更新を進めています。 

〇２０２３（令和５）年度までに公営企業会計への移行を要請されており、移行に向けた準備

を進めています。 

【課題、可能性】 

◇人口減少により使用料の減少が見込まれます。現在の状態を維持することのみならず、

下水道施設の省エネ低コスト化や、下水道処理区域、農業集落排水区域の合併浄化槽

への切り替えの検討など、下水道・農集施設をはじめとする生活排水の適切な維持管理、

健全運営に努める必要があります。

◇下水汚泥堆肥の再資源化に努めていますが、生産コストが毎年上昇しています。維持管

理費の削減や売上の向上をめざすなど、処理施設の健全運営に努めることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫施設全体の老朽化の進行などを把握したうえで、重要度・優先度に沿っ
た施設更新を行います。

⚫下水道区域外では、合併処理浄化槽の設置を促進します。

⚫防災・減災の取り組みを進め、災害等に強い下水道にします。

⚫持続可能で効率的な下水道事業をめざします。
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85 

５ 公園 

めざす方向、姿 

◎子どもの遊び場、憩いの場として、多くの町民に利用される公園づくり

施策１ 公園をきれいに保ち、適切に管理します。 

《現状》 

〇町内には、地域住民の協力により管理を委託している南剣淵公園と丸山公園のほか、に

こに公園、児童公園、ふれあい公園などがあります。 

〇桜岡公園には、桜岡湖をはじめパークゴルフ場、オートキャンプ場などの付帯設備があり、

町民をはじめ町外からも多くの人が訪れる憩いの場となっています。 

【課題、可能性】 

◇利用状況に応じて、統廃合も含め今後の管理のあり方を検討することが必要です。また、

地域によっては人口減少や高齢化にともない公園の管理が難しくなるため、維持管理体

制の見直しが必要です。

◇公園は、親子の遊び場であるほか、子どもたちをはじめ町民の交流や憩いの場として重

要な役割を担っており、遊具の更新や充実、環境整備などに努めていくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫公園の配置、遊具の配置、管理体制のあり方などについて検討し、進め
ます。

⚫遊具や関連施設を計画的に更新、整備します。

84 

施策２ ごみの排出抑制、減量化、資源化に向けた取り組みを進めます。 

《現状》 

〇資源ごみである、缶、びん、ペットボトル、容器包装プラスチック、白色トレー、発砲スチロ

ール、紙製容器包装、蛍光管、乾電池、飲料用紙パック、古着、廃食用油、段ボール、新

聞・雑誌、鉄類、小型家電のリサイクル（再生利用）を行っています。 

〇「けんぶちごみのしおり」を作成し、一般ごみや生ごみも含め、それぞれのごみの出し方を

案内しています。 

〇食品廃棄物やプラスチックごみによる環境負荷が世界的に問題となっているなか、２０１９

（令和元）年に食品ロスの削減の推進に関する法律が制定され、２０２０（令和２）年には

全国でプラスチック製買物袋の有料化がスタートしました。 

【課題、可能性】 

◇本来食べられるのに捨てられてしまう食品「食品ロス※」の抑制やプラスチックごみの削減

が課題となっており、本町でも取り組んでいくことが必要です。

◇一般ごみの中から少なからず資源ごみの混入が見受けられるため、更なる分別の徹底が

必要です。

◇近年は３Ｒに加えて、「ごみになるものを家庭に持ち込まない、不必要なものは買わない、

断る（リフューズ）」が加わった「４Ｒ」の推進が求められており、マイバックの普及などを促

進していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫ごみの排出抑制、減量化に向けた広報、啓発、行動促進に努めます。

⚫食品ロスの抑制やプラスチックごみの削減につながる取り組みの普及に
努めます。

⚫４Ｒ(リフューズ/ごみの発生回避、リデュース/ごみの減量、リユース/再使

用、リサイクル/再利用)を推進します。

※食品ロスの量とは・・・

本来食べられるのに捨てられる「食品ロス」の量は年間６１２万トン（２０１７年度

推計値）と言われています。日本人の１人当たりの食品ロス量は、１年で約４８ｋｇ

で、１人が毎日お茶碗１杯分のご飯を捨てているのと同じ量になります。
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85 

５ 公園 

めざす方向、姿 

◎子どもの遊び場、憩いの場として、多くの町民に利用される公園づくり

施策１ 公園をきれいに保ち、適切に管理します。 

《現状》 

〇町内には、地域住民の協力により管理を委託している南剣淵公園と丸山公園のほか、に

こに公園、児童公園、ふれあい公園などがあります。 

〇桜岡公園には、桜岡湖をはじめパークゴルフ場、オートキャンプ場などの付帯設備があり、

町民をはじめ町外からも多くの人が訪れる憩いの場となっています。 

【課題、可能性】 

◇利用状況に応じて、統廃合も含め今後の管理のあり方を検討することが必要です。また、

地域によっては人口減少や高齢化にともない公園の管理が難しくなるため、維持管理体

制の見直しが必要です。

◇公園は、親子の遊び場であるほか、子どもたちをはじめ町民の交流や憩いの場として重

要な役割を担っており、遊具の更新や充実、環境整備などに努めていくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫公園の配置、遊具の配置、管理体制のあり方などについて検討し、進め
ます。

⚫遊具や関連施設を計画的に更新、整備します。

84 

施策２ ごみの排出抑制、減量化、資源化に向けた取り組みを進めます。 

《現状》 

〇資源ごみである、缶、びん、ペットボトル、容器包装プラスチック、白色トレー、発砲スチロ

ール、紙製容器包装、蛍光管、乾電池、飲料用紙パック、古着、廃食用油、段ボール、新

聞・雑誌、鉄類、小型家電のリサイクル（再生利用）を行っています。 

〇「けんぶちごみのしおり」を作成し、一般ごみや生ごみも含め、それぞれのごみの出し方を

案内しています。 

〇食品廃棄物やプラスチックごみによる環境負荷が世界的に問題となっているなか、２０１９

（令和元）年に食品ロスの削減の推進に関する法律が制定され、２０２０（令和２）年には

全国でプラスチック製買物袋の有料化がスタートしました。 

【課題、可能性】 

◇本来食べられるのに捨てられてしまう食品「食品ロス※」の抑制やプラスチックごみの削減

が課題となっており、本町でも取り組んでいくことが必要です。

◇一般ごみの中から少なからず資源ごみの混入が見受けられるため、更なる分別の徹底が

必要です。

◇近年は３Ｒに加えて、「ごみになるものを家庭に持ち込まない、不必要なものは買わない、

断る（リフューズ）」が加わった「４Ｒ」の推進が求められており、マイバックの普及などを促

進していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫ごみの排出抑制、減量化に向けた広報、啓発、行動促進に努めます。

⚫食品ロスの抑制やプラスチックごみの削減につながる取り組みの普及に
努めます。

⚫４Ｒ(リフューズ/ごみの発生回避、リデュース/ごみの減量、リユース/再使

用、リサイクル/再利用)を推進します。

※食品ロスの量とは・・・

本来食べられるのに捨てられる「食品ロス」の量は年間６１２万トン（２０１７年度

推計値）と言われています。日本人の１人当たりの食品ロス量は、１年で約４８ｋｇ

で、１人が毎日お茶碗１杯分のご飯を捨てているのと同じ量になります。
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87 

７ 防災 

めざす方向、姿 

◎町民に対して防災の意識や行動を促すとともに、防災体制を整え、自助・共助・公助※

で災害に備える

関連する個別計画  

（計画期間） 

地域防災計画（随時見直し） 

国民保護計画（随時見直し） 

地域強靱化計画（随時見直し） 

施策１ 災害に対する意識と備えを広めるとともに、町主体の防災体制を強化します。 

《現状》 

〇近年、大雨により中小河川の氾濫が発生する頻度が高まっています。 

〇「地域防災計画」を見直し、備蓄用災害対策物品、食料などの更新、防災行政無線の更

新、民間企業との連携（災害時の飲料水提供等）などを進めています。 

〇２０２０（令和２）年度に防災無線の端末の更新を行いました。 

〇高齢者、障がい者、乳幼児など、災害発生時の避難等に特に支援を要する方の名簿（避

難行動要支援者名簿）を作成しています。 

【課題、可能性】 

◇２０１６（平成２８）年８月北海道豪雨災害や胆振東部地震等、北海道内でも大規模災害

が発生しており、より一層の防災に対する意識強化が必要です。

◇国や北海道の動向、地域の実情に応じて「地域防災計画」などを適宜見直すことが必要

です。

◇土砂災害警戒区域内に避難場所があったり、避難所に指定された施設の老朽化が進ん

でいることから、見直しが必要です。また、新たな避難所として、道の駅の追加を検討する

必要があります。

◇避難行動要支援者名簿の定期的な更新に努めることが必要です。

◇災害時避難行動要支援者の個別支援計画を作成することが求められています。

◇避難所を設営、運営する際に、感染症への対策を踏まえることが重要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫災害に対する意識を高めたり、防災に関する知識を広めたりします。

⚫災害が発生した際に避難する場所、必要な情報などを周知します。

⚫災害時や非常事態時に、迅速かつ適切に行動し、かつ業務が継続できる
庁内体制をつくります。

⚫施設の整備、その時の状況に応じて、避難場所や避難所の見直し、新た
な設定を行います。

⚫災害時に必要な物品や資機材、食料などを計画的に配備します。

86 

６ 火葬場、墓地 

めざす方向、姿 

◎町民が安心して利用できる火葬場や墓地の環境整備

施策１ 火葬場と墓地を適切に管理します。 

《現状》 

〇町内には１つの火葬場と、中央墓地をはじめ６つの墓地があります。 

〇改修など町の都合で町外の火葬場を使用した場合は、使用料の一部（差額相当）の補

助を実施しています。 

【課題、可能性】 

◇墓地や火葬場を適切に管理していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫火葬場の施設、設備を適切に更新、維持管理します。

⚫周辺環境を含め墓地を適切に管理します。
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87 

７ 防災 

めざす方向、姿 

◎町民に対して防災の意識や行動を促すとともに、防災体制を整え、自助・共助・公助※

で災害に備える

関連する個別計画  

（計画期間） 

地域防災計画（随時見直し） 

国民保護計画（随時見直し） 

地域強靱化計画（随時見直し） 

施策１ 災害に対する意識と備えを広めるとともに、町主体の防災体制を強化します。 

《現状》 

〇近年、大雨により中小河川の氾濫が発生する頻度が高まっています。 

〇「地域防災計画」を見直し、備蓄用災害対策物品、食料などの更新、防災行政無線の更

新、民間企業との連携（災害時の飲料水提供等）などを進めています。 

〇２０２０（令和２）年度に防災無線の端末の更新を行いました。 

〇高齢者、障がい者、乳幼児など、災害発生時の避難等に特に支援を要する方の名簿（避

難行動要支援者名簿）を作成しています。 

【課題、可能性】 

◇２０１６（平成２８）年８月北海道豪雨災害や胆振東部地震等、北海道内でも大規模災害

が発生しており、より一層の防災に対する意識強化が必要です。

◇国や北海道の動向、地域の実情に応じて「地域防災計画」などを適宜見直すことが必要

です。

◇土砂災害警戒区域内に避難場所があったり、避難所に指定された施設の老朽化が進ん

でいることから、見直しが必要です。また、新たな避難所として、道の駅の追加を検討する

必要があります。

◇避難行動要支援者名簿の定期的な更新に努めることが必要です。

◇災害時避難行動要支援者の個別支援計画を作成することが求められています。

◇避難所を設営、運営する際に、感染症への対策を踏まえることが重要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫災害に対する意識を高めたり、防災に関する知識を広めたりします。

⚫災害が発生した際に避難する場所、必要な情報などを周知します。

⚫災害時や非常事態時に、迅速かつ適切に行動し、かつ業務が継続できる
庁内体制をつくります。

⚫施設の整備、その時の状況に応じて、避難場所や避難所の見直し、新た
な設定を行います。

⚫災害時に必要な物品や資機材、食料などを計画的に配備します。

86 

６ 火葬場、墓地 

めざす方向、姿 

◎町民が安心して利用できる火葬場や墓地の環境整備

施策１ 火葬場と墓地を適切に管理します。 

《現状》 

〇町内には１つの火葬場と、中央墓地をはじめ６つの墓地があります。 

〇改修など町の都合で町外の火葬場を使用した場合は、使用料の一部（差額相当）の補

助を実施しています。 

【課題、可能性】 

◇墓地や火葬場を適切に管理していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫火葬場の施設、設備を適切に更新、維持管理します。

⚫周辺環境を含め墓地を適切に管理します。
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89 

８ 消防、救急 

めざす方向、姿 

◎防火や救急に対する町民の意識の向上

◎迅速な消防、救急活動

施策１ 防火意識と火災時の行動力を高めます。 

《現状》 

〇士別市、和寒町、幌加内町と共同で士別地方消防事務組合を組織し、消防・救急活動

を行っています。 

〇剣淵支署を設置し、常備消防体制を確保しているほか、救急業務については士別消防

署と連携を取りながら対応しています。 

〇年間の火災は増えていませんが、救急件数が増加しています。 

〇住宅用火災警報器の設置を促進しており、設置率の向上に取り組んでいます。 

【課題、可能性】 

◇防火に対する意識をさらに向上させることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫火災を未然に防ぐ意識を高める広報や啓発活動を行います。

⚫火災時や救急時に迅速かつ適切に対応できるよう、消防訓練や救急講
習などを行います。

⚫消防法に基づく立入検査、住宅用火災警報器の設置や適切な維持管理
の促進などを行います。

88 

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫防災行政無線など災害時の通信手段を確保します。

⚫避難行動要支援者の把握とともに、避難行動要支援者名簿を定期的に
見直します。

施策２ 地域の防災力を高めます。 

《現状》 

〇一般住民や各地域の安全部長を対象にした災害に関する研修会を開催し、防災に関す

る意識を高めています。 

〇一部の自治会では、自主防災組織を設置しています。 

【課題、可能性】 

◇研修会の開催により防災に関する意識を高めていますが、自主防災組織の全町設置に

は至っていない状況です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫地域や事業所における防災組織づくり、災害ボランティア活動を促進し
ます。

⚫防災訓練を町民参加で実施します。

※自助、共助、公助とは・・・

「自助」は、自分自身で守ることです。「共助」は、近所や地域の方々と助け合うこ

とです。「公助」は、役場、消防、警察、自衛隊などによる公的な支援のことです。
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89 

８ 消防、救急 

めざす方向、姿 

◎防火や救急に対する町民の意識の向上

◎迅速な消防、救急活動

施策１ 防火意識と火災時の行動力を高めます。 

《現状》 

〇士別市、和寒町、幌加内町と共同で士別地方消防事務組合を組織し、消防・救急活動

を行っています。 

〇剣淵支署を設置し、常備消防体制を確保しているほか、救急業務については士別消防

署と連携を取りながら対応しています。 

〇年間の火災は増えていませんが、救急件数が増加しています。 

〇住宅用火災警報器の設置を促進しており、設置率の向上に取り組んでいます。 

【課題、可能性】 

◇防火に対する意識をさらに向上させることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫火災を未然に防ぐ意識を高める広報や啓発活動を行います。

⚫火災時や救急時に迅速かつ適切に対応できるよう、消防訓練や救急講
習などを行います。

⚫消防法に基づく立入検査、住宅用火災警報器の設置や適切な維持管理
の促進などを行います。

88 

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫防災行政無線など災害時の通信手段を確保します。

⚫避難行動要支援者の把握とともに、避難行動要支援者名簿を定期的に
見直します。

施策２ 地域の防災力を高めます。 

《現状》 

〇一般住民や各地域の安全部長を対象にした災害に関する研修会を開催し、防災に関す

る意識を高めています。 

〇一部の自治会では、自主防災組織を設置しています。 

【課題、可能性】 

◇研修会の開催により防災に関する意識を高めていますが、自主防災組織の全町設置に

は至っていない状況です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫地域や事業所における防災組織づくり、災害ボランティア活動を促進し
ます。

⚫防災訓練を町民参加で実施します。

※自助、共助、公助とは・・・

「自助」は、自分自身で守ることです。「共助」は、近所や地域の方々と助け合うこ

とです。「公助」は、役場、消防、警察、自衛隊などによる公的な支援のことです。
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91 

９ 交通安全 

めざす方向、姿 

◎交通事故の発生を未然に防ぐ意識の向上、環境づくり

施策１ 交通事故を未然に防ぐ意識を高めます。 

《現状》 

〇近年は、全国的にあおり運転や飲酒運転などの危険運転も増加傾向にあり、交通ルール

を遵守している運転手や歩行者も事故に巻き込まれるケースが出てきています。 

〇高齢化が進むにつれて、高齢者が関わる交通事故が増えています。本町では、免許を返

納した高齢者等には、乗合自動車「じんじん号」の助成を行っています。 

【課題、可能性】 

◇加害者にも被害者にもならないよう、交通安全の意識づくりを高めることが必要です。

◇子ども、成人、高齢者など、それぞれに合わせた意識啓発を行うことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫交通事故を未然に防ぐ意識を高める広報や啓発活動を行います。

⚫町民参加による交通安全運動や交通安全教室を実施します。

施策２ 交通安全を推進する体制や環境をつくります。 

《現状》 

〇北海道内で発生する交通事故は全国的にも多く、中でも死亡事故が多いのが特徴です。

本町でも、通過車両が増え、道路の改修が進むなかでスピードも出しやすくなり、交通事

故の増加が懸念されています。 

【課題、可能性】 

◇高齢化や交通量の変化に伴い、歩道や道路標識などの交通安全施設の整備が必要で

す。

◇交通安全推進関係の組織が複数団体あるため、組織の統合など見直しが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫交通安全を推進する体制を見直します。

⚫国や北海道の道路管理者に対して、信号機、横断歩道など交通安全施設
の設置を要請します。

⚫標識など町の交通安全施設は、要望に対して設置を検討します。

90 

施策２ 消防・救急に迅速かつ適切に対応できる体制を整えます。 

《現状》 

〇剣淵支署と消防団に消防資器材や消防車両を配備しています。 

〇町内に上水道消火栓や防火水槽などの消防水利施設があります。 

【課題、可能性】 

◇消防車両の更新を計画的に進めることが必要です。

◇消防施設の老朽化が進んでおり、改修が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫消防職員の災害対応能力の向上に努めます。

⚫消防水利施設の改修、更新を進めます。

⚫消防車両や各種資機材、通信機器などを計画的に更新します。

⚫消防施設の改修を行います。

施策３ 消防団の消防体制を整えます。 

《現状》 

〇地域の消防体制として、２分団体制のもと、消防団を結成しています。 

〇消防団員定数は４５名で運用しています。 

【課題、可能性】 

◇高齢化や町民の就業形態の変化などにより、団員の確保が困難になりつつあります。

◇消防団員の防火服の更新が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫消防団員の確保、災害対応能力の向上に努めます。

⚫消防団が使用する装備などを定期的に更新します。
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本町でも、通過車両が増え、道路の改修が進むなかでスピードも出しやすくなり、交通事

故の増加が懸念されています。 

【課題、可能性】 

◇高齢化や交通量の変化に伴い、歩道や道路標識などの交通安全施設の整備が必要で
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◇交通安全推進関係の組織が複数団体あるため、組織の統合など見直しが必要です。
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⚫交通安全を推進する体制を見直します。
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の設置を要請します。

⚫標識など町の交通安全施設は、要望に対して設置を検討します。

90 

施策２ 消防・救急に迅速かつ適切に対応できる体制を整えます。 

《現状》 

〇剣淵支署と消防団に消防資器材や消防車両を配備しています。 

〇町内に上水道消火栓や防火水槽などの消防水利施設があります。 

【課題、可能性】 
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施策３ 消防団の消防体制を整えます。 

《現状》 

〇地域の消防体制として、２分団体制のもと、消防団を結成しています。 

〇消防団員定数は４５名で運用しています。 

【課題、可能性】 

◇高齢化や町民の就業形態の変化などにより、団員の確保が困難になりつつあります。

◇消防団員の防火服の更新が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫消防団員の確保、災害対応能力の向上に努めます。

⚫消防団が使用する装備などを定期的に更新します。
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第５章 使いやすく持続可能な生活基盤があるまちをつくる 

92 

10 防犯 

めざす方向、姿 

◎犯罪の発生を未然に防ぐ意識の向上、環境づくり

施策１ 犯罪を未然に防ぐための意識・環境づくりを進めます。 

《現状》 

〇道内では犯罪が減少傾向にありますが、住宅や店舗への侵入窃盗、車上ねらい、自転車

盗など身近なところで発生する窃盗事件が大半を占めています。また近年は、高齢者を

狙った特殊詐欺も増えており、本町でも、窃盗事件のほか、特殊詐欺、不審者（車両）の

発生や児童の連れまわし事案が発生しています。 

〇青色回転灯装着車による町内パトロールのほか、各期別に防犯啓発活動および無線放

送による呼びかけを行い、防犯意識の高揚に努めています。 

【課題、可能性】 

◇小中学生が犯罪に巻き込まれないように、防犯意識の高揚が必要です。

◇高齢者に対しては、消費生活センターと連携し、特殊詐欺による被害の発生防止、早期

解決に努めることが必要です。

◇インターネットの普及により、サイバー犯罪※、インターネット上でのトラブル等に関する犯

罪が増加傾向にあり、被害の発生を防ぐことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫犯罪を未然に防ぐための広報、啓発活動、相談応対（窓口案内）などを行
います。

⚫日ごろから犯罪の発生を未然に防ぐ情報共有、見守りを行います。

⚫町民参加による防犯活動を推進します。

※サイバー犯罪とは・・・

コンピュータ技術や電気通信技術を悪用した犯罪です。オンライン端末を不正に操作

して無断で他人の口座から預金を移したり、ネット上で違法な物品を販売したり、他
人のＩＤ、パスワードを無断で使用してコンピュータを不正に使用することなどで

す。  
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送による呼びかけを行い、防犯意識の高揚に努めています。 

【課題、可能性】 

◇小中学生が犯罪に巻き込まれないように、防犯意識の高揚が必要です。

◇高齢者に対しては、消費生活センターと連携し、特殊詐欺による被害の発生防止、早期

解決に努めることが必要です。

◇インターネットの普及により、サイバー犯罪※、インターネット上でのトラブル等に関する犯

罪が増加傾向にあり、被害の発生を防ぐことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫犯罪を未然に防ぐための広報、啓発活動、相談応対（窓口案内）などを行
います。

⚫日ごろから犯罪の発生を未然に防ぐ情報共有、見守りを行います。

⚫町民参加による防犯活動を推進します。

※サイバー犯罪とは・・・

コンピュータ技術や電気通信技術を悪用した犯罪です。オンライン端末を不正に操作
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95 

施策２ 空き地、空き家の有効活用を促進します。 

《現状》 

〇空き家住宅、空き店舗、空き地に関する情報は広報紙や町のホームページで情報発信し

ています。 

〇空き店舗の利用を促進するために、活用する際の助成を行っています。 

〇空き家住宅、空き店舗が増えており、中でも所有者が管理をしていない空き家が増加し

ています。 

【課題、可能性】 

◇農村部では空き家住宅の発生が目立つようになってきています。

◇空き地、空き家住宅、空き店舗や工場跡地など未利用・低利用の土地については、有効

利用が求められています。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫空き家住宅・空き店舗・空き地などの状況を把握します。

⚫利用可能な空き家住宅・空き店舗・空き地などに関する情報を積極的に
発信します。

⚫町有地（寄付された空き地）の分譲を進めます。

94 

１ 土地利用 

めざす方向、姿 

◎住み良さと環境の保全が共存できる土地利用

施策１ 土地利用を総合的に考え、進めます。 

《現状》 

〇名寄盆地に属する本町は、中央部には平地、東と西の両側に丘陵地が広がり、山林と農

地が町域の約８割を占めています。農業地域と森林地域は「農業振興地域整備計画」と

「森林整備計画」に基づき、土地利用が行われています。 

【課題、可能性】 

◇農業のまちとして発展してきた本町では、今後も継続的な農業の発展と快適な住環境づ

くりが調和する土地利用を推進していくことが必要です。

◇人口減少・高齢化が進むなか、自ら移動手段を持たない高齢者等も安心して暮らすこと

ができる、地域公共交通と連携したコンパクトなまちづくりが重要です。そのため、公共施

設の配置、管理についても長期的な視点で見直していくことが必要です。

◇環境や生態系に配慮した土地利用が重視されるなか、山林や河川周辺など、自然が多く

残されている土地については、環境負荷に配慮した土地地用を進めていくことが必要で

す。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫自然が多い地域、農業振興地域、市街地地域などそれぞれの地域特性に
沿った土地利用を進めます。

⚫コンパクトなまちづくりなど、これからのまちづくりに沿った土地利用を
検討し、進めます。

⚫環境負荷に配慮した土地地用を進めます。
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97 

３ 水道 

めざす方向、姿 

◎安全で安定した飲料水の供給

関連する個別計画（計画期間） 
公営企業経営戦略（２０１４～２０２６） 

簡易水道事業水質検査計画（毎年策定） 

施策１ 水道の適切な維持管理、健全運営に努めます。 

《現状》 

〇本町には水道施設として、湧水、表流水およびダム放流水を水源とした町の運営する簡

易水道※施設（桜岡・西岡浄水場）２か所と、湧水や深井戸を水源とした地区水道組合

が運営する飲料水供給施設１４か所があります。 

〇飲料水供給施設は老朽化が進んでいます。維持困難な組合は、町の水道につなげるケ

ースが見られ、町の水道利用は増加傾向にあります。 

〇現在、町で給水している割合は７８％です。 

〇水道料金については、上下水道運営審議会を開催し、５年毎に見直しをしています。 

〇２０２３（令和５）年度までに公営企業会計への移行を要請されており、移行に向けた準備

を進めています。 

【課題、可能性】 

◇地区飲料水供給施設は、人口減少や高齢化も進んでおり、地域での安定供給が難しく

なることも予想され、対応が必要です。

◇町全体の水需要を見通しながら、施設の広域化も含め、安全で安定した水の確保と持

続可能な水道事業の運営に努めていく必要があります。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫施設全体の老朽化の進行などを把握したうえで、重要度・優先度に沿っ
た施設更新を行います。

⚫防災・減災の取り組みを進め、災害等に強い水道にします。

⚫持続可能で効率的な水道事業をめざします。

※簡易水道とは・・・

水道を利用する人数（計画給水人口）が５，０００人を超える場合は上水道、５，０００人

以下の場合は簡易水道といいます。人数の違いであり、水質の違いではありません。

96 

２ 住宅、宅地 

めざす方向、姿 

◎町内に住みたい人が住める住宅、宅地の供給

関連する個別計画  

（計画期間） 

公営住宅等長寿命化計画（２０１７～２０２６） 

住宅マスタープラン（計画 2008～2015、構想 2016～2025） 

公営住宅ストック総合活用計画（計画 2008～2015、構想 2016～2025） 

施策１ 住宅の需要に対応した住宅が増えるようにします。 

《現状》 

〇町内には公営住宅、特定公共賃貸住宅や町有住宅などが約３６０戸あります。 

〇東中央団地の建て替えが終了し、残りの３３戸の建て替えについても令和元年度から着

手しています。個別改善については毎年４戸程度を改善しています。 

〇宅地の分譲地については、さわらび団地の造成や町有地を整地して分譲し、持ち家建築

の促進を図ってきました。 

【課題、可能性】 

◇町内で住宅を求める声がある一方、紹介できる住宅が少ない状況です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫公営住宅の建て替え、改修を計画的に進めます。

⚫個人や事業者が町内に住宅を建てることを促進します。
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99 

施策２ 全体の老朽化を把握し、町道や橋の維持管理、長寿命化を進めます。 

《現状》 

〇町民の利用が多い、まちなかの道道や町道の歩道をバリアフリー仕様で改修し、歩行者

にとってやさしい道づくりを進めています。 

〇町道や橋については、改修や長寿命化を計画に進めています。 

【課題、可能性】 

◇２０年後には建設後５０年以上を経過する橋梁は８割になり、老朽化の進んだ橋梁が増

大することが予想されます。道路の廃道とともに、川にかかっている橋の廃橋についても

考えていくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫未改良道路の改良舗装、老朽化した舗装道路の改修を進めます。

⚫橋梁の長寿命化に向けた修繕を行います。

⚫災害に強い道路環境にします。

⚫歩道の設置や段差の解消、安全施設の設置など歩行者にやさしい道路
にします。

施策３ 道路の除排雪を安全かつ効率的に行います。 

《現状》 

〇町道の除雪については、民間業者に全面委託を行っています。 

【課題、可能性】 

◇除雪機械を計画的に更新していくことが必要です。

◇歩行量の多い町道については、安全に歩くことができるよう、対応を検討することが必要

です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫道路の除排雪に必要な機械や関連施設を計画的に更新します。

⚫町道の除排雪を実施します。

⚫私道などの除排雪を支援します。

98 

４ 道路 

めざす方向、姿 

◎安全で便利な移動を支える道路の維持管理、利便性の向上

◎長期的な視点での道路体系の見通し、計画的な整備

関連する個別計画（計画期間） 
剣淵町管内個別施設計画（橋梁）（２０２０～２０２９） 

橋梁長寿命化計画（２０１８改定） 

施策１ 自転車や歩行者も安全に利用できる国道、道道などの整備を促進します。 

《現状》 

〇北海道縦貫自動車道が通っているほか、南北に走る国道４０号をはじめ、国道２３９号お

よび道道６路線と町道からなる道路網が通っています。 

〇北海道縦貫自動車道の延伸が進むなか、道の駅周辺における高速道路パーキングエリ

アの整備、ハイウェイオアシス化の検討が進められています。

【課題、可能性】 

◇国道、道道については、老朽化や痛みが進む自歩道の改修など、自転車や歩行者が安

全に通行できる環境づくりを関係機関に要請していくことが必要です。

◇北海道縦貫自動車道の通行車両を地域の活性化に結びつけるため、検討されている内

容の実現に向けて、引き続き、関係機関に積極的に働きかけていくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫国道・道道の改修や自歩道整備を促進します。

⚫北海道縦貫自動車道の通行車両を地域の活性化に結びつける取り組み
を進めます。

⚫橋梁を計画的に改修します。
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101 

６ 公共交通 

めざす方向、姿 

◎誰もが利用できる移動手段として欠かせない公共交通の維持

◎町内の移動、町外への移動双方の利便性の向上

関連する個別計画（計画期間） 地域内フィーダー系統確保維持計画（２０２０～２０２２） 

施策１ 本町と町外を結ぶ公共交通の維持に努めます。 

《現状》 

〇本町と町外を結ぶ公共交通機関として、ＪＲ宗谷本線と路線バス（道北バス名寄線・旭川

～名寄間）、都市間バス（高速なよろ号・札幌～名寄間）があります。 

〇路線バス（道北バス名寄線）、都市間バス（高速なよろ号）は道の駅「絵本の里けんぶち」

に停車するため、札幌方面に直行する交通手段として利用されています。 

〇町内にはＪＲ宗谷本線が通っており、快速列車が停車する剣淵駅があります。 

【課題、可能性】 

◇宗谷本線の存続に向けた要請、利用促進が必要です。

◇路線バス（道北バス名寄線）および高速バスの利用を促進し、路線維持に努めていくこと

が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫路線バス（道北バス名寄線）および高速バスの継続運行の要請、路線維
持にかかる助成を行い、利用を促進します。

⚫宗谷本線の存続に向けた要請を行い、利用を促進します。

100 

５ 河川整備 

めざす方向、姿 

◎治水、利水、環境保全の視点を踏まえた河川の整備、維持管理

施策１ 河川を維持管理します。 

《現状》 

〇町内には天塩川水系の支流である剣淵川があり、その流域に沿って本町が広がっていま

す。南はペンケペオッペ川と六線川を境に和寒町に、北は犬牛別川と北東の山地を境に

士別市に隣接しています。いずれも小規模な河川のため、氾濫などの大規模な災害が発

生することはありません。 

【課題、可能性】 

◇小規模な河川ですが、適切な管理を行わないと大雨時に増水し、氾濫などの災害につな

がることから、今後も関係機関に河川の改修を要請していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫草刈りや浚渫※など適切な維持管理に努めます。

※浚渫（しゅんせつ）：河川などの水深を深くするため、水底をさらって土砂などを取り除くことです。
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⚫草刈りや浚渫※など適切な維持管理に努めます。

※浚渫（しゅんせつ）：河川などの水深を深くするため、水底をさらって土砂などを取り除くことです。
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103 

７ 情報通信 

めざす方向、姿 

◎これからの社会に欠かせない情報通信技術（ICT）を有効に活用できる環境づくり

◎町民の情報受信手段を踏まえた、情報通信手段の活用

施策１ 情報通信基盤の利便性を町内全域で高め、活用します。 

《現状》 

〇情報通信基盤については、町全域の光ファイバー整備を進めており、同一町内における

情報格差の解消に努めています。 

〇防災行政無線を町から町民への広報、気象情報の提供などに日々利用しているほか、

台風や大雨など気象警報が発表された際には、町民に伝える手段になっています。 

〇Ｗｉ－Ｆｉ※は、町内にある５つの公共施設（役場庁舎、道の駅、絵本の館、ふれあい健康セ

ンター、観光交流センター（まちの駅））で利用できます。

※Ｗｉ－Ｆｉ：無線でネットワークに接続する技術のことで、ここでは、電線を使わないで通信できるサービ

スを差します。

【課題、可能性】 

◇町全域に整備された情報通信基盤を、子どもたちの教育環境の充実や産業振興などま

ちづくりに有効に活用することが必要です。

◇Ｗｉ－Ｆｉは必要に応じて整備を進めていくことが必要です。

◇情報通信技術（ＩＣＴ）を使える人と使えない人で受ける情報量に差が生まれないよう、情

報のバリアフリーを進めていくことも必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫情報通信基盤（光ファイバー）の整備を促進します。

⚫防災行政無線を適切に維持管理し、身近な情報通信手段として活用しま
す。

102 

施策２ 町内の地域公共交通の確保、利便性の向上に努めます。 

《現状》 

〇町内の交通手段としては町営バスのほか、スクールバス、市街地温泉連絡バスなどが利

用されています。全車両乗降しやすいバスを導入したほか、バスの小型化、利用者に応じ

た運行路線・本数の見直し、より利用される場所への待合施設の移設などを行い、利便

性の向上に努めています。 

〇町民を対象に、自宅と町内の主要な施設（連絡施設）の間を運行する乗合自動車「じん

じん号」の運行を行っています。 

【課題、可能性】 

◇利用状況に応じて、各種バスの運行路線を適宜見直していくことが必要です。

◇利用者の声を踏まえて、乗合自動車「じんじん号」の利便性を高めていくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫町営バス、スクールバスを維持管理、更新します。

⚫町民の利便性や利用状況を踏まえ、各種バスを運行するとともに、路線
を適宜見直します。

⚫停留所や待合施設を計画的に更新、整備します。

⚫乗合自動車「じんじん号」などデマンド交通に関する利便性の向上に努め
ます。
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第６章 人の絆と知恵で小さくても元気なまちをつくる 
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107 

施策２ 町外の人や地域、企業等との交流を深めます。 

《現状》 

〇絵本の里づくり活動により、これまで、町外との交流が数多く生まれ、徐々に広がっていま

す。 

〇町外の自治体との交流については、友好都市提携を結んでいる香川県さぬき市と剣淵

小学校の５・６年生との交流を行っているほか、姉妹都市提携を結んでいる富山県射水

市と双方のイベント時に訪問団を相互に派遣するなどの交流を行っています。 

〇国際交流は、剣淵国際交流の会により留学生のホームステイを受け入れ、農業体験や地

域イベントへの参加などを通じて国際交流を行っています。 

〇アルパカ牧場のオープンを縁にペルー共和国タルマ市、フニン県パルカマヨ区との姉妹都

市提携を行うようになり、民間組織を中心に交流を行っています。 

〇農村地域において、都市部住民との交流として、自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在

型の余暇活動の受入れニーズが高まるなかで農業体験による交流や滞在型の農業体験

を進めています。 

〇剣淵町出身者による札幌剣渕会があり、年に１回、札幌にて交流しています。 

〇町内にマツダ（株）の耐寒テスト基地があることを縁に、剣淵・マツダとふれあう会が中心

となり、人の交流、双方での物産販売、マツダ陸上競技部の町内合宿などが行われてい

ます。2020（令和２）年には、マツダ（株）と剣淵町による包括連携協定を締結しました。 

【課題、可能性】 

◇交流開始から長い時間が経つにつれ、世代交代による交流意識の低下や形骸化が見ら

れることもあります。交流当初の目的を再確認し、双方にとってより良い交流が続けてい

くことが必要です。

◇町民が主体となって交流する部分を増やしたり、町民や民間事業者などが持つネットワー

クなどから交流の輪を拡大することも重要です。

◇剣淵町の出身者、絵本作家、ふるさと納税者など、剣淵町と関りのある方々との縁を深

め、町外からまちづくりを応援、ＰＲしてもらえる人など関係人口※を増やすことが必要で

す。

※関係人口：特定の地域に、継続的に多様な形で関わる人のことです。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫絵本のまちづくりを縁とした交流を深めます。

⚫姉妹・友好都市との交流を深めます。

⚫国際的な交流を進めます。

⚫剣淵町とゆかりのある人や団体との交流を深めます。

⚫マツダ株式会社との交流、連携を深めます。

⚫関係人口の創出につながる取り組みを進めます。

106 

１ 町外への情報発信、町外との交流 

めざす方向、姿 

◎多様な手段で、町の情報を積極的に発信する

◎これまでのつながり、新たな縁を大切にしながら、町外との交流を深める

施策１ 剣淵町や町の情報を積極的に発信します。 

《現状》 

〇町外の人への情報発信については町のホームページやＳＮＳなどを通して行っています。

また、道の駅や絵本の館など町外の人の立ち寄りが多い場所で動画や画像、リーフレット

などを通じて情報発信を行っています。 

〇剣淵町のキャンペーンガール「ぷっちーな※」を町のＰＲ活動に活用しています。 

〇札幌で行われる「農業・農村ふれあいフェスタ」への参加や、道内外での特産品の販売を

通して、剣淵町をＰＲしています。 

【課題、可能性】 

◇移住の促進、観光の振興などで、情報発信の充実が求められており、町民にも参加・協

力を呼びかけながら、積極的に情報を発信していくことが必要です。

◇情報発信の方法が多様化する中で、効果的な手段を選び、情報を発信していくことが必

要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫町外でのイベント時に剣淵町のＰＲを行います。

⚫町のできごと、町での取り組みなどを、積極的に発信します。

⚫移住を検討している方へ、町の情報発信や働きかけを行います。

※私が「ぷっちーな」です。
「ぷっちーな」は愛称で、本名は「アリエル・プチ・サンタ・ロサ・デ・リマ」

です。身長約２ｍ、７月 12 日（剣淵神社祭と同じ）、南米ペルーのパルカマヨ区

生まれです。趣味はイベント巡り、絵本を読むことで、胸にはピンク色のハート

の模様があり、ハートに触れると幸せが訪れるという噂があります。
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施策２ 町外の人や地域、企業等との交流を深めます。 
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109 

施策２ 町内で、町民同士の交流やまちづくり活動が活発になるようにします。 

《現状》 

〇町外者も含め、町民相互の交流が生まれる場として、絵本の館や道の駅、桜岡湖周辺の

施設があるほか、まちの駅（観光交流センター）やイベント広場があります。 

〇本町では、さまざまな団体や組織がまちづくり活動を行っています。特に絵本の里づくり

活動は、地域文化の振興、子どもの育成などの幅広い分野での役割を担い、多くの団体

や町民の交流が生まれています。 

〇地域の身近な課題の解決、町民自治の推進などにつながる活動を支援するため、「協働

のまちづくり活動支援事業」により協働のまちづくりを支援しています。 

〇地域おこし協力隊による地域の活性化など、町外からの人材や知恵をいかしたまちづくり

を推進しています。 

〇まちづくりに関する会議の際には若い方に参加を呼び掛けるなど、まちづくり活動への参

加者が拡大するよう努めています。 

【課題、可能性】 

◇絵本の里づくり活動をはじめ各種活動については、参加者が固定化しない工夫とととも

に、新たな活動の展開、参加の拡大が必要です。

◇各種活動が町民に伝わってこないという声もあるため、町民に広く知られるよう努めるこ

とが必要です。

◇新たな活動を増やすとともに、現在行われている活動を支援していくことが重要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫町民主体のまちづくり活動に関する情報を提供し、活動を支援します。

⚫まちづくりに関する学習機会などがあれば、広く参加を募ります。

⚫町民同士の交流機会をつくります。

108 

２ 町内の交流、住民活動 

めざす方向、姿 

◎小さい町ならではの交流、まちづくり活動が活発に行われるように支援する

施策１ 町内各地域の活動を支援します。 

《現状》 

〇本町には、市街地域および農村地域合わせて１１の自治会があり、これらを単位に活動が

進められています。農村地域の自治会では会員の減少が進む一方、市街地域では増加

の傾向にありますが、一部の自治会では未加入者が増えています。 

〇地域と町のつなぎ役として、地区ごとに担当の職員（地域担当職員）を配置しています。 

【課題、可能性】 

◇自治会の会員減少が予算の減少となり、活動への影響が懸念されます。また、小規模な

自治会では、各団体等への年会費の負担が大きくなっています。

◇役員任期が１年の自治会が多く、自治会連合会の活動も継続しづらいため、活動内容の

再検討が必要です。

◇地域担当職員制度は、地区によって活動状況に差があります。より効果的に運用できる

よう検討が必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫町内各地域の活動に関する情報を提供し、活動を支援します。

⚫自治会館の改築・増築等に係る整備を支援します。

⚫地域担当職員制度を活用します。
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４ 広報、広聴、情報共有 

めざす方向、姿 

◎協働のまちづくりの基礎となる、まちの情報を伝え、意見交換ができる場、機会づくり

施策１ まちづくりに関する意見を聞いたり、意見交換ができる機会をつくります。 

《現状》 

〇自治会ごとのまちづくり懇談会や女性懇話会、小中学校、高校でのタウンミーティングを

行い、相互に意見が交換できる場を設けています。 

〇町長に対して声や提言を直接届ける「町長への手紙」の受付箱を、役場庁舎はじめ主要

施設に設置しています。 

〇情報公開条例に基づいて、適切な情報開示に努めています。 

【課題、可能性】 

◇まちづくり懇談会には若い年代の参加者が見られることもありますが全体的には固定化

や減少が見られます。地域性に配慮しながら、多くの町民が参加しやすい工夫、参加の

働きかけが必要です。

◇意見や提言を受けた後、対応結果の周知が求められており、広報等に努めることが必要

です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫まちづくりに関して、行政と町民が意見交換できる機会をつくります。

⚫町民同士でまちづくりを一緒に考えたり、意見交換ができる機会をつく
ります。

⚫子どもたちと一緒にまちづくりを考える機会をつくります。

⚫まちづくりの計画を周知し、意見を伺います。

⚫広く意見を求めたい計画についてはパブリックコメントを実施します。

110 

３ 男女共同参画 

めざす方向、姿 

◎男女を固定的に考えず、一人ひとりの人権や個性を尊重できるまち

関連する個別計画（計画期間） 特定事業主行動計画（2016～2019） 

施策１ 男女がともに、地域や社会で活躍する機会を増やします。 

《現状》 

〇男女の人権が尊重され、社会のあらゆる分野の活動に参画する機会が平等に確保され

る「男女共同参画」に向けた意識の改革と社会環境の整備が求められています。 

〇まちづくりに関する組織づくりや意見収集の際には、男女ともに参加や意見反映ができる

よう、努めています。 

〇審議会等など政策方針の決定の場に男女がともに参加することをめざし、国では２０２０

（令和２）年までに女性の参加率を３０％にすることを目標としていますが、本町はまだ達

していません。 

〇性的少数者への差別や不当な扱いが問題となっており、配慮が求められています。 

【課題、可能性】 

◇家庭や学校の教育、地域社会、職場などで、男女の枠にとらわれず、一人ひとりの個性や

人権が尊重され、活動できるようにしていくことが必要です。

◇ＤＶやモラルハラスメント※などで悩みを抱える人が早急に解決できるよう支援に努めるこ

とが必要です。

※ＤＶやモラルハラスメント：ＤＶとはドメスティック・バイオレンスの略語で親密な関係にある（あった）男

女やパートナー間で行われる暴力のことです。モラルハラスメントは精神的な暴力です。

◇性的少数者への偏見や差別をなくし、理解を深めることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫男女共同参画に関する情報を提供し、相談対応（窓口案内）を行います。

⚫ＤＶやモラルハラスメントなどによる被害の防止、早期解決に努めます。

⚫審議会や各種団体などで男性・女性双方からの登用と参画を促進しま
す。

⚫家庭や地域で男女がともに活躍できるよう、仕事と生活の調和（ワーク・
ライフ・バランス）を推進します。

⚫性的少数者への理解促進、配慮した対応に努めます。
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施設に設置しています。 

〇情報公開条例に基づいて、適切な情報開示に努めています。 

【課題、可能性】 

◇まちづくり懇談会には若い年代の参加者が見られることもありますが全体的には固定化

や減少が見られます。地域性に配慮しながら、多くの町民が参加しやすい工夫、参加の

働きかけが必要です。
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です。
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〇性的少数者への差別や不当な扱いが問題となっており、配慮が求められています。 
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５ 行政運営 

めざす方向、姿 

◎行政運営を効率的、効果的に進める体制、環境づくり

◎町民目線を大切にしたサービスの向上

関連する個別計画（計画期間） 公共施設等総合管理計画（2017～2056） 

施策１ 住民サービスや事務処理の向上に努めます。 

《現状》 

〇庁内ネットワークの活用により情報伝達の迅速化、情報の共有化を図り、サービス向上に

努めています。 

〇役場庁舎については、２０２０（令和２）年にトイレの改修、洋式化を行うなど改修を随時進

めています。 

【課題、可能性】 

◇２０２０（令和２）年にマイナンバー通知カードが廃止となり、カードの普及が推進されてい

ますが、個人情報の流出や悪用などを懸念する声も多く、制度への理解を促進しながら

登録を促進していくことが必要です。

◇「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０（超スマート社会）※」を実現するうえで、スマート自治体※への転換が求め

られており、情報通信技術（ＩＣＴ）の活用などを積極的に進めていくことが必要です。

◇入りやすい、尋ねやすい役場が求められており、町民目線に立った接遇の向上や環境整

備を進めていくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫町民目線に立った住民サービス、環境改善に努めます。

⚫行政運営に関するシステムや情報通信技術の活用、機器の更新により、
行政運営の効率化や住民サービスの向上を図ります。

施策２ 多様な行政課題に対応できる運営体制づくりに努めます。 

《現状》 

〇効率的な行政運営をめざし、組織の見直しを適宜見直すとともに、複雑・多様化する行

政ニーズに対応できるよう職員の資質向上に努めています。 

※Society 5.0（超スマート社会）とは・・・
狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社
会（Society 4.0）に続く、新たな社会のことです。

※スマート自治体とは・・・
情報通信技術を駆使して効果的・効率的に行政サービスを提供する自治体のことです。

112 

施策２ 町やまちづくりの情報を迅速かつ積極的に伝えます。 

《現状》 

〇広報「けんぶち」を月１回発行し配布しているほか、月２回、回覧等の配布により、町民に

お知らせしたいことや町の情報などを伝えています。 

〇町民への毎日のお知らせについては、防災行政無線を活用しています。 

〇剣淵町のホームページを開設し、町内外の方が自由に情報を得られるようにしています。

ホームページ編集委員会を年１回開催し、見やすく、分かりやすい画面になるよう、随時、

見直しを行っています。

〇ＳＮＳであるＦａｃｅｂｏｏｋを用いて、絵本の館とともに本町の情報発信を行っています。 

【課題、可能性】 

◇近年はＳＮＳの普及など、広報に用いることができる手段は多様化しています。各年代に

情報を伝えることを重視し、効果的な広報のあり方を考え、広報に努めることが必要です。

◇ホームページを細やかに更新するとともに、積極的な活用を庁内で進めていくことが必要

です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫町の広報やホームページなどで情報を提供します。

⚫SNS などを用いた広報、情報発信を行います。

剣淵町  絵本の館の Facebook 画面  

32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   11232100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   112 2021/04/13   18:38:002021/04/13   18:38:00



113 
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関連する個別計画（計画期間） 公共施設等総合管理計画（2017～2056） 
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られており、情報通信技術（ＩＣＴ）の活用などを積極的に進めていくことが必要です。
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備を進めていくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫町民目線に立った住民サービス、環境改善に努めます。

⚫行政運営に関するシステムや情報通信技術の活用、機器の更新により、
行政運営の効率化や住民サービスの向上を図ります。
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施策２ 町やまちづくりの情報を迅速かつ積極的に伝えます。 

《現状》 

〇広報「けんぶち」を月１回発行し配布しているほか、月２回、回覧等の配布により、町民に
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施策を 

進めるため 

にすること 
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剣淵町  絵本の館の Facebook 画面  
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６ 財政運営 

めざす方向、姿 

◎持続可能なまちづくりを支える財政運営

施策１ 健全な財政運営を推進します。 

《現状》 

〇健全な財政運営をめざし、経費節減や公共事業のコスト縮減などに取り組んでいます。 

〇毎年度の予算編成方針に基づく作業の中で、経常的経費の節減等に努めていますが、

人件費、維持補修費、公債費等の義務的経費の割合が高く、財政の硬直化が進んでい

ます。 

〇本町の公共施設等の現状、将来の見通しを把握し、どのように対処していくかを「公共施

設等総合管理計画」を策定し、示しています。 

〇２０１９（令和元）年度に公共料金や使用料、手数料を見直し、２０２０（令和２）年度から新

たな料金設定となっています。 

【課題、可能性】 

◇第３セクターの経営改善が課題となっており、経営改善を着実に行っていくことが必要で

す。

◇健全な財政運営に努める一方で、選択と集中の視点を取り入れた予算配分を行うことが

必要です。

◇「公共施設等総合管理計画」の見直しとともに、施設類型ごとの具体的方針となる個別

計画の策定を進めることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫財政運営に関するシステムや情報通信技術の活用により、財政運営の効
率化を図ります。

⚫経費や補助金等を必要に応じて見直します。

⚫財政状況の公表、情報提供を行います。

⚫第３セクターの健全運営、経営力の向上に努めます。
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〇メンタルヘルス対策の推進のため、研修会への参加や定期的に健康相談窓口等の情報

提供を行っています。また、職員の心理的な負担の程度を把握するためのストレスチェッ

クを実施しています。

【課題、可能性】 

◇「人材育成方針および職員研修計画」に基づき、職員の資質の向上に努めることが必要

です。

◇メンタルヘルス不調を未然に防止するためにも、ストレスチェック実施後の対応や調査結

果を活用していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫組織を適宜見直し、効率的で効果の高い行政運営をめざします。

⚫職員一人ひとりの資質や能力の向上に努めます。

⚫健康で安心して働ける職場環境づくりを進めます。

施策３ 広域的な枠組みによる行政運営を行います。 

《現状》 

〇上川管内北部９市町村とオホーツク・宗谷管内の４町村で形成する「北・北海道中央圏

域定住自立圏」に属し、中心市と圏域町村の連携により、地域資源をいかした魅力ある

地域づくりと安心して暮らせる地域社会の形成を進めています。 

〇消防・救急については、士別市、和寒町、幌加内町との一部事務組合により共同で業務

を行っています。そのほか、ごみ処理をはじめ近隣自治体と共同で行っている業務があり

ます。 

〇道内に１４ある地域づくり連絡会議の中で、本町は「上川地域づくり連携会議」に属し、国

や北海道の計画に基づいた取り組みを進めています。 

〇子どもの誕生を祝い椅子を贈る「君の椅子」プロジェクトに、北海道内の東川町・愛別

町・東神楽町・中川町、長野県内の売木村、福島県内の葛尾村とともに参加しています。 

【課題、可能性】 

◇共通の課題やテーマを複数の自治体、あるいは団体等とともに考え、取り組んでいくこと

が効果的なものについては、今後も連携を進めていくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫周辺自治体と連携した広域行政を推進します。

⚫共通の課題やテーマを持つ地域や自治体、団体等と連携して取り組みま
す。

32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   11432100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   114 2021/04/13   18:38:012021/04/13   18:38:01



115 

６ 財政運営 

めざす方向、姿 

◎持続可能なまちづくりを支える財政運営

施策１ 健全な財政運営を推進します。 

《現状》 

〇健全な財政運営をめざし、経費節減や公共事業のコスト縮減などに取り組んでいます。 

〇毎年度の予算編成方針に基づく作業の中で、経常的経費の節減等に努めていますが、

人件費、維持補修費、公債費等の義務的経費の割合が高く、財政の硬直化が進んでい

ます。 

〇本町の公共施設等の現状、将来の見通しを把握し、どのように対処していくかを「公共施

設等総合管理計画」を策定し、示しています。 

〇２０１９（令和元）年度に公共料金や使用料、手数料を見直し、２０２０（令和２）年度から新

たな料金設定となっています。 

【課題、可能性】 

◇第３セクターの経営改善が課題となっており、経営改善を着実に行っていくことが必要で

す。

◇健全な財政運営に努める一方で、選択と集中の視点を取り入れた予算配分を行うことが

必要です。

◇「公共施設等総合管理計画」の見直しとともに、施設類型ごとの具体的方針となる個別

計画の策定を進めることが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫財政運営に関するシステムや情報通信技術の活用により、財政運営の効
率化を図ります。

⚫経費や補助金等を必要に応じて見直します。

⚫財政状況の公表、情報提供を行います。

⚫第３セクターの健全運営、経営力の向上に努めます。

114 

〇メンタルヘルス対策の推進のため、研修会への参加や定期的に健康相談窓口等の情報

提供を行っています。また、職員の心理的な負担の程度を把握するためのストレスチェッ

クを実施しています。

【課題、可能性】 

◇「人材育成方針および職員研修計画」に基づき、職員の資質の向上に努めることが必要

です。

◇メンタルヘルス不調を未然に防止するためにも、ストレスチェック実施後の対応や調査結

果を活用していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫組織を適宜見直し、効率的で効果の高い行政運営をめざします。

⚫職員一人ひとりの資質や能力の向上に努めます。

⚫健康で安心して働ける職場環境づくりを進めます。

施策３ 広域的な枠組みによる行政運営を行います。 

《現状》 

〇上川管内北部９市町村とオホーツク・宗谷管内の４町村で形成する「北・北海道中央圏

域定住自立圏」に属し、中心市と圏域町村の連携により、地域資源をいかした魅力ある

地域づくりと安心して暮らせる地域社会の形成を進めています。 

〇消防・救急については、士別市、和寒町、幌加内町との一部事務組合により共同で業務

を行っています。そのほか、ごみ処理をはじめ近隣自治体と共同で行っている業務があり

ます。 

〇道内に１４ある地域づくり連絡会議の中で、本町は「上川地域づくり連携会議」に属し、国

や北海道の計画に基づいた取り組みを進めています。 

〇子どもの誕生を祝い椅子を贈る「君の椅子」プロジェクトに、北海道内の東川町・愛別

町・東神楽町・中川町、長野県内の売木村、福島県内の葛尾村とともに参加しています。 

【課題、可能性】 

◇共通の課題やテーマを複数の自治体、あるいは団体等とともに考え、取り組んでいくこと

が効果的なものについては、今後も連携を進めていくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫周辺自治体と連携した広域行政を推進します。

⚫共通の課題やテーマを持つ地域や自治体、団体等と連携して取り組みま
す。

32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   11532100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   115 2021/04/13   18:38:022021/04/13   18:38:02



Ⅴ 資料編 
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施策２ 財源の確保に努めます。 

《現状》 

〇町税の滞納者への督促を行い、収納率の向上に努めています。 

〇ふるさと納税制度が始まり、町外の方々から本町へ寄附金が寄せられるようになりました。

インターネット上で閲覧、納税できるサイトへの登録を増やすなど、ふるさと納税額の確保

に努めています。

【課題、可能性】 

◇町税、保険料の滞納が増えており、収納率の向上に努めていくことが必要です。

◇企業が自治体に寄付をすると税負担が軽減される企業版ふるさと納税を活用することも

検討していくことが必要です。

施策を 

進めるため 

にすること 

⚫受益者負担の適正化を踏まえ、使用料、手数料などを必要に応じて見直
します。

⚫税金や保険料への理解を促し、収納の向上に努めます。

⚫ふるさと納税を推進します。
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２ 成果指標一覧 

第１章 働く場と地域の活力があるまちをつくる 

分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

１ 農業  

農家戸数  農林業センサス 戸  283 258 233 

農地の集積率  

人と農地の状況に関する
市町村別データ 

（北海道農政部公表値） 

％ 95.0 96.0 97.0 

２ 林業  
間伐・植栽を 

行った面積  

町内森林において間伐及
び人工造林を行った面積  

ｈａ 27.31 30.00 30.00 

３ 商工業  

剣渕商工会の 

会員数  
剣渕商工会の会員数  人  103 101 101 

移動販売利用者数  
年度末の実績報告から算
出  

人  0 1,200 1,200 

商工業振興に 

関する補助活用  

件数  

新商品開発・販路開拓支
援事業 、起業化支援事
業、商店街空き店舗活用
支援事業、中小企業特別
融資保証料補助、中小企
業特別融資利子補給、中
小企業制度資金利子補
給の活用件数  

件  40 45 45 

４ 観光  

観光入込客数  

道の駅「絵本の里けんぶ
ち」、絵本の館、剣淵温泉
レークサイド桜岡、桜岡公
園の利用者の総数

人  461,971 610,000 654,000 

観光客宿泊延べ数  
剣淵温泉レークサイド桜岡
宿泊者の総数  

人  2,984 3,900 4,200 

町内イベント 

総入込数（延べ） 

桜まつり、湖水まつり、夏
まつり、ぐるっとライド、スノ
ーフェスタの入込総数（延
べ） 

人  0 6,300 7,000 

レンタサイクル

利用者数  

レンタサイクルの利用者の
総数

人  148 188 239 

第２章 子どもを育てやすく学びを楽しめるまちをつくる 

分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

１ 子育て 

支援  

子育て支援センタ

ーの利用者数  

子育て支援センター事業
の利用者数  

人  1,271 1,440 1,440 

２ 小中学校  

教育  

小学校教育の充実

に関する保護者の

満足度  

学校評価の保護者アンケ
ートによる満足度の割合  

% 83.0 80.0 80.0 

中学校教育の充実

に関する保護者の

評価  

学校評価の保護者アンケ
ートによる満足度の割合  

% 67.2 75.0 75.0 

118 

１ 事業費の見通し 

本計画の事業費の見通しについて、各年度の推移をグラフで示すと次のとおりです。 
年度の総額が最も高いのは初年度にあたる２０２１（令和３）年度で、その後、徐々に減少していく

傾向にあります。 

第６期剣淵町総合計画の事業費の見通し（総額） 

基本方向（章）ごとの事業費について、各年度の推移をグラフで示すと次のとおりです。 
「基本方向１ 働く場と地域の活力があるまちをつくる（産業分野）」のみ、２０２９（令和９）年度がピ

ークですが、その他は２０２１（令和３）年度がピークです。 
また、２０２１（令和３）年度から２０２５（令和７）年度までは、「基本方向５ 使いやすく持続可能な生

活基盤があるまちをつくる（生活基盤分野）」に関する事業費が多く、その後下がることで、総額も減

少します。 

第６期剣淵町総合計画の事業費の見通し（基本方向ごと） 

 

 

 

2,370,840 
2,304,768 2,282,156 

2,225,743 2,243,029 

2,059,359 
2,126,943 

1,985,323 1,980,733 1,955,479 

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

2021年

(令和3)

2022年

(令和4)

2023年

(令和5)

2024年

(令和6)

2025年

(令和7)

2026年

(令和8)

2027年

(令和9)

2028年

(令和10)

2029年

(令和11)

2030年

(令和12)

（千円）

221,682 232,886 222,616 247,586 212,586 202,616 
302,586 

202,886 202,886 202,886 

544,551 541,075 520,164 514,937 514,945 514,937 
512,945 

512,937 512,937 512,937 

776,117 758,136 757,655 759,384 757,107 757,206 
759,572 

756,919 756,919 756,919 

241,797 225,940 228,583 175,011 222,506 178,325 
177,505 

140,535 141,545 141,495 

385,515 356,588 360,358 
335,005 342,655 

215,455 
185,095 

185,295 180,295 180,295 

201,178 
190,143 192,780 

193,820 193,230 

190,820 
189,240 

186,751 186,151 160,947 

0
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1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

2021年

(令和3)

2022年

(令和4)

2023年

(令和5)

2024年

(令和6)

2025年

(令和7)

2026年

(令和8)

2027年

(令和9)

2028年

(令和10)

2029年

(令和11)

2030年

(令和12)

（千円）

基本方向  
（章） 

６  人の絆と
知恵で小さく
ても元気なま
ちをつくる 

５ 使いやすく
持続可能な生
活基盤がある
まちをつくる 

４  豊かな環
境と共生し安
全に暮らせる
まちをつくる 

３ 健康と支え
合いを大切に
するまちをつ
くる 

２  子どもを
育てやすく学
びを楽しめる
まちをつくる 

１ 働く場と地
域の活力があ
るまちをつく
る 

未着
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２ 成果指標一覧 

第１章 働く場と地域の活力があるまちをつくる 

分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

１ 農業  

農家戸数  農林業センサス 戸  283 258 233 

農地の集積率  

人と農地の状況に関する
市町村別データ 

（北海道農政部公表値） 

％ 95.0 96.0 97.0 

２ 林業  
間伐・植栽を 

行った面積  

町内森林において間伐及
び人工造林を行った面積  

ｈａ 27.31 30.00 30.00 

３ 商工業  

剣渕商工会の 

会員数  
剣渕商工会の会員数  人  103 101 101 

移動販売利用者数  
年度末の実績報告から算
出  

人  0 1,200 1,200 

商工業振興に 

関する補助活用  

件数  

新商品開発・販路開拓支
援事業 、起業化支援事
業、商店街空き店舗活用
支援事業、中小企業特別
融資保証料補助、中小企
業特別融資利子補給、中
小企業制度資金利子補
給の活用件数  

件  40 45 45 

４ 観光  

観光入込客数  

道の駅「絵本の里けんぶ
ち」、絵本の館、剣淵温泉
レークサイド桜岡、桜岡公
園の利用者の総数

人  461,971 610,000 654,000 

観光客宿泊延べ数  
剣淵温泉レークサイド桜岡
宿泊者の総数  

人  2,984 3,900 4,200 

町内イベント 

総入込数（延べ） 

桜まつり、湖水まつり、夏
まつり、ぐるっとライド、スノ
ーフェスタの入込総数（延
べ） 

人  0 6,300 7,000 

レンタサイクル

利用者数  

レンタサイクルの利用者の
総数

人  148 188 239 

第２章 子どもを育てやすく学びを楽しめるまちをつくる 

分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

１ 子育て 

支援  

子育て支援センタ

ーの利用者数  

子育て支援センター事業
の利用者数  

人  1,271 1,440 1,440 

２ 小中学校  

教育  

小学校教育の充実

に関する保護者の

満足度  

学校評価の保護者アンケ
ートによる満足度の割合  

% 83.0 80.0 80.0 

中学校教育の充実

に関する保護者の

評価  

学校評価の保護者アンケ
ートによる満足度の割合  

% 67.2 75.0 75.0 
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１ 事業費の見通し 

本計画の事業費の見通しについて、各年度の推移をグラフで示すと次のとおりです。 
年度の総額が最も高いのは初年度にあたる２０２１（令和３）年度で、その後、徐々に減少していく

傾向にあります。 

第６期剣淵町総合計画の事業費の見通し（総額） 

基本方向（章）ごとの事業費について、各年度の推移をグラフで示すと次のとおりです。 
「基本方向１ 働く場と地域の活力があるまちをつくる（産業分野）」のみ、２０２９（令和９）年度がピ

ークですが、その他は２０２１（令和３）年度がピークです。 
また、２０２１（令和３）年度から２０２５（令和７）年度までは、「基本方向５ 使いやすく持続可能な生

活基盤があるまちをつくる（生活基盤分野）」に関する事業費が多く、その後下がることで、総額も減

少します。 

第６期剣淵町総合計画の事業費の見通し（基本方向ごと） 

 

 

 

2,370,840 
2,304,768 2,282,156 
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1,985,323 1,980,733 1,955,479 
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(令和7)

2026年

(令和8)

2027年

(令和9)

2028年

(令和10)

2029年

(令和11)

2030年

(令和12)

（千円）

221,682 232,886 222,616 247,586 212,586 202,616 
302,586 

202,886 202,886 202,886 

544,551 541,075 520,164 514,937 514,945 514,937 
512,945 

512,937 512,937 512,937 

776,117 758,136 757,655 759,384 757,107 757,206 
759,572 

756,919 756,919 756,919 

241,797 225,940 228,583 175,011 222,506 178,325 
177,505 

140,535 141,545 141,495 

385,515 356,588 360,358 
335,005 342,655 

215,455 
185,095 

185,295 180,295 180,295 

201,178 
190,143 192,780 

193,820 193,230 

190,820 
189,240 

186,751 186,151 160,947 

0

500,000
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1,500,000

2,000,000

2,500,000

2021年

(令和3)

2022年

(令和4)
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2024年

(令和6)

2025年

(令和7)

2026年

(令和8)

2027年

(令和9)

2028年

(令和10)

2029年

(令和11)

2030年

(令和12)

（千円）

基本方向  
（章） 

６  人の絆と
知恵で小さく
ても元気なま
ちをつくる 

５ 使いやすく
持続可能な生
活基盤がある
まちをつくる 

４  豊かな環
境と共生し安
全に暮らせる
まちをつくる 

３ 健康と支え
合いを大切に
するまちをつ
くる 

２  子どもを
育てやすく学
びを楽しめる
まちをつくる 

１ 働く場と地
域の活力があ
るまちをつく
る 
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分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

４ 障がい者  

（児）福祉  

障害福祉サービス 

利用者数  

障がい福祉サービス利用
者の実人数  

人  55 55 55 

地域生活支援事業  

利用者数  

日常生活用具給付、移動
支援事業、日中一時支援
事業を利用した実人数  

人  20 20 20 

補装具費給付  

決定者数  

補装具の給付を受けた実
人数  

人  7 7 7 

 

 

第４章 豊かな環境と共生し安全に暮らせるまちをつくる 

分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

１ 自然保護、 

環境共生  

剣淵町地球温暖化

対策実行計画に掲

げた二酸化炭素排

出量の削減率  

平成２５年度比二酸化炭
素排出量の削減率  

％ -3.0 20.0 20.0 

低公害車の割合  公用車の台数  台  14 25 35 

２ 景観、 

環境美化  

全町クリーン作戦  

の参加率  

各自治会からの報告によ
り参加率を集計  

％ 40.0 45.0 50.0 

３ 排水処理、 

し尿処理  

汚水処理人口  

普及率  

対象～全町民、計算方法
（下水道区域内人口＋合
併処理浄化槽設置者人
口＋農業集落排水区域
内人口）÷町内人口  

％ 84.6 93.0 95.0 

４ ごみ処理、 

リサイクル 

リサイクル率（リサ

イクル量／一般廃

棄物総排出量） 

北海道廃棄物処理計画
（第４次）参照  

％ 48.1 48.1 48.1※ 

一般廃棄物処理量  
第４次循環型社会形成推
進基本計画参照  

ｔ 1,180 915 903 

７ 防災  
自主防災訓練等の 

実施回数  

町や自治会、サロン等が
開催する訓練や研修会  

回  4 8 11 

８ 消防、救急 消防団員の充足率  
実員数／条例で定める消
防団員の定数  

% 88.8 100.0 100.0 

９ 交通安全  
１年間の交通事故  

発生件数  

「士別警察署管内の交通
事故発生状況調」により
把握（人身事故） 

件  １ 0 0 

10 防犯  
１年間の刑法犯  

認知件数  

「士別警察署管内の刑法
犯認知件数調」により把
握  

件  5 0 0 

※現状の数値（４８．１％）は道の目標値（３０％以上）を達成しているため現状維持とする。 
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分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

３ 高等学校  

介護福祉士合格率  
介護福祉士国家試験合
格率  

％ 77.7 85.0 85.0 

日本農業技術検定  

３級合格率  
％ 85.7 90.0 90.0 

５ 生涯学習､ 

社会教育 

講習・教室への 

参加人数  

公民館講座などへの参加
者  

人  100 200 250 

６ 芸術文化、 

文化財  

町主催の文化芸術

事業の参加者数、

または参加率（参

加者／総人口） 

芸術鑑賞等への参加者数  人  300 500 550 

７ スポーツ 
スポーツ大会への

参加率  
チェレンジデー等の参加率 ％ 60.0 63.0 65.0 

第３章 健康と支え合いを大切にするまちをつくる 

分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

１ 保健、 

医療  

特定健診受診率  
特定健診受診対象者に対
する受診者の割合  

％ 74.5 70.0 70.0 

特定保健指導  

実施率  

特定保健指導対象者に対
する実施割合  

％ 68.3 70.0 70.0 

２ 地域福祉  

サロン開催地区数

・延参加数

サロン開催地区の数と、参
加者とサポーターの延参
加人数

か所  

/人  

6 か所  

/425 人  

7 か所  

/1,150 人  

8 か所  

/1,200 人  

福祉ボランティア 

登録者数  

社会福祉協議会のボラン
ティア登録者数

人  42 45 50 

民生委員児童委員  

の年間活動日数  

民生委員児童委員１人当
たりの年間活動日数  

日  102 100 100 

３ 高齢者  

福祉  

高齢者に占める 

要介護・要支援  

認定者の割合  

６５歳以上の高齢者に占
める要介護・要支援認定
者の割合  

％ 17.3 18.7 19.8 

居宅介護サービス 

の利用者の割合  

要介護・要支援認定者に
占める居宅介護サービス
利用者の割合  

％ 71.3 66.8 67.7 

施設入所者の 

｢要介護４・５｣ 

の割合  

施設利用者に占める要介
護４又は５の認定者の割
合  

％ 75.8 64.0 64.9 

高齢者に関する 

総合相談件数  

地域包括支援センターに
相談があった延件数  

件  2,700 2,800 2,800 

介護予防事業  

参加人数  

地域包括支援センターで
開催する介護予防教室の
延参加人数  

人  2,543 3,000 3,000 

老人クラブ 

加入割合  

６５歳以上の老人クラブ加
入割合  

％ 18.0 25.0 25.0 
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分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

４ 障がい者  

（児）福祉  

障害福祉サービス 

利用者数  

障がい福祉サービス利用
者の実人数  

人  55 55 55 

地域生活支援事業  

利用者数  

日常生活用具給付、移動
支援事業、日中一時支援
事業を利用した実人数  

人  20 20 20 

補装具費給付  

決定者数  

補装具の給付を受けた実
人数  

人  7 7 7 

 

 

第４章 豊かな環境と共生し安全に暮らせるまちをつくる 

分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

１ 自然保護、 

環境共生  

剣淵町地球温暖化

対策実行計画に掲

げた二酸化炭素排

出量の削減率  

平成２５年度比二酸化炭
素排出量の削減率  

％ -3.0 20.0 20.0 

低公害車の割合  公用車の台数  台  14 25 35 

２ 景観、 

環境美化  

全町クリーン作戦  

の参加率  

各自治会からの報告によ
り参加率を集計  

％ 40.0 45.0 50.0 

３ 排水処理、 

し尿処理  

汚水処理人口  

普及率  

対象～全町民、計算方法
（下水道区域内人口＋合
併処理浄化槽設置者人
口＋農業集落排水区域
内人口）÷町内人口  

％ 84.6 93.0 95.0 

４ ごみ処理、 

リサイクル 

リサイクル率（リサ

イクル量／一般廃

棄物総排出量） 

北海道廃棄物処理計画
（第４次）参照  

％ 48.1 48.1 48.1※ 

一般廃棄物処理量  
第４次循環型社会形成推
進基本計画参照  

ｔ 1,180 915 903 

７ 防災  
自主防災訓練等の 

実施回数  

町や自治会、サロン等が
開催する訓練や研修会  

回  4 8 11 

８ 消防、救急 消防団員の充足率  
実員数／条例で定める消
防団員の定数  

% 88.8 100.0 100.0 

９ 交通安全  
１年間の交通事故  

発生件数  

「士別警察署管内の交通
事故発生状況調」により
把握（人身事故） 

件  １ 0 0 

10 防犯  
１年間の刑法犯  

認知件数  

「士別警察署管内の刑法
犯認知件数調」により把
握  

件  5 0 0 

※現状の数値（４８．１％）は道の目標値（３０％以上）を達成しているため現状維持とする。 
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分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

３ 高等学校  

介護福祉士合格率  
介護福祉士国家試験合
格率  

％ 77.7 85.0 85.0 

日本農業技術検定  

３級合格率  
％ 85.7 90.0 90.0 

５ 生涯学習､ 

社会教育 

講習・教室への 

参加人数  

公民館講座などへの参加
者  

人  100 200 250 

６ 芸術文化、 

文化財  

町主催の文化芸術

事業の参加者数、

または参加率（参

加者／総人口） 

芸術鑑賞等への参加者数  人  300 500 550 

７ スポーツ 
スポーツ大会への

参加率  
チェレンジデー等の参加率 ％ 60.0 63.0 65.0 

第３章 健康と支え合いを大切にするまちをつくる 

分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

１ 保健、 

医療  

特定健診受診率  
特定健診受診対象者に対
する受診者の割合  

％ 74.5 70.0 70.0 

特定保健指導  

実施率  

特定保健指導対象者に対
する実施割合  

％ 68.3 70.0 70.0 

２ 地域福祉  

サロン開催地区数

・延参加数
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か所  

/人  

6 か所  

/425 人  

7 か所  
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8 か所  

/1,200 人  

福祉ボランティア 

登録者数  
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の年間活動日数  

民生委員児童委員１人当
たりの年間活動日数  

日  102 100 100 

３ 高齢者  

福祉  

高齢者に占める 

要介護・要支援  

認定者の割合  

６５歳以上の高齢者に占
める要介護・要支援認定
者の割合  
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居宅介護サービス 

の利用者の割合  

要介護・要支援認定者に
占める居宅介護サービス
利用者の割合  

％ 71.3 66.8 67.7 

施設入所者の 

｢要介護４・５｣ 

の割合  

施設利用者に占める要介
護４又は５の認定者の割
合  

％ 75.8 64.0 64.9 

高齢者に関する 

総合相談件数  

地域包括支援センターに
相談があった延件数  

件  2,700 2,800 2,800 

介護予防事業  

参加人数  

地域包括支援センターで
開催する介護予防教室の
延参加人数  

人  2,543 3,000 3,000 

老人クラブ 

加入割合  

６５歳以上の老人クラブ加
入割合  

％ 18.0 25.0 25.0 
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３ 諮問・答申 

令和２年２月４日 

剣淵町総合計画審議会 

会長 小笠原 敏 克 様 

剣淵町長 早 坂 純 夫 

第６期剣淵町総合計画について（諮問） 

このことについて、剣淵町総合計画審議会条例（平成１２年条例第１号）第２条の

規定により、第６期剣淵町総合計画の策定について、諮問します。 

令和３年２月２２日  
剣淵町長 早 坂 純 夫 様  

剣淵町総合計画審議会  
会長 小笠原 敏 克  

第６期剣淵町総合計画について（答申） 

令和２年２月４日付けで、町長より諮問のありました「第６期剣淵町総合計画・基

本構想及び基本計画（案）について、本審議会及び５つの専門部会において慎重に

審議した結果、下記のとおり答申いたします。 

記  

第６期剣淵町総合計画・基本構想及び基本計画（案）については、今後の本町の

目指す将来像とその実現に向けた目指すべき方向性を明らかにしており、いずれも

妥当と判断しましたので、別添のとおり「第６期剣淵町総合計画（案）」を決定し、これ

をもって答申とします。 

今後、重点施策でもある人口減少の抑制について基本目標が掲げてあり、人口

減少は地域に重大な影響を及ぼし、まちの存続に関わることから、その対策について

の施策や事業について、積極的に推進することを期待します。また、総合計画で示す

将来像「人・夢・大地  次代につなぐ 絵本の里けんぶち」の実現に向けて、ひとがつ

ながりを持ち、行政と地域が協力し合い、未来の剣淵町のために当計画に掲げる

様々な施策が的確に推進されますようお願いいたします。 
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第５章 使いやすく持続可能な生活基盤があるまちをつくる 

分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

１ 土地利用  
剣淵町内空き家・ 

空き地の成約件数  

町に登録された物件の成
約件数  

件  2 2 2 

２ 住宅、宅地 

公営借家住宅数  
公営住宅長寿命化計画
参照  

戸  328 277 284 

長寿命化計画  

対象住戸  

公営住宅長寿命化計画
参照  

戸  303 252 253 

一般住宅の 

建築確認申請件数  

中心４町内の戸建て住宅
の建設見込み戸数  

戸  1 5 10 

３ 水道  水道普及率  
簡易水道の普及率（簡易
水道給水人口/町内総人
口×100） 

％ 82.3 85.0 88.0 

４ 道路  
道路施設の 

老朽化対策率  

修繕事業開始から現在の
剣淵町個別施設計画（橋
梁）における修繕済み橋梁
の割合  

％ 38.5 76.9 90.0 

６ 公共交通  
じんじん号の 

利用回数  
登録書（町民） 名  2,169※ 2,300 2,500 

※２０２０年２月～２０２１年１月

第６章 人の絆と知恵で小さくても元気なまちをつくる 

分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

１ 町外への 

情報発信、 

町外との 

交流  

町外との交流事業  

への参加数  
回  25 25 25 

町外で行われる 

イベントへの

参加回数など

回  5 5 5 

２ 町内の交流、 

住民活動 

自治会への 

加入世帯率  

北海道町内会連合会「会
員組織状況調」 

％ 97.6 98.０ 100.0 

３ 男女共同 

参画  
女性委員の登用率  

各審議会等への女性委員
の登用割合  

％ 28.4 30.0 32.0 

４ 広報､広聴、 

情報共有  

広聴の場の 

延べ参加数  

町長との懇話・懇談会へ
の参加人数（延べ） 

延べ 

人数  
７６ 90 100 

５ 行政運営  
１年間の職員研修  

参加者数  

市町村職員研修センタ
ー、市町村職員合同研修
等参加者  

人  52 55 60 

６ 財政運営  

実質公債費率  ３カ年平均  ％ 4.5 4.0 4.0 

将来負担比率  ％ 0.8 － － 
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妥当と判断しましたので、別添のとおり「第６期剣淵町総合計画（案）」を決定し、これ

をもって答申とします。 

今後、重点施策でもある人口減少の抑制について基本目標が掲げてあり、人口

減少は地域に重大な影響を及ぼし、まちの存続に関わることから、その対策について

の施策や事業について、積極的に推進することを期待します。また、総合計画で示す

将来像「人・夢・大地  次代につなぐ 絵本の里けんぶち」の実現に向けて、ひとがつ

ながりを持ち、行政と地域が協力し合い、未来の剣淵町のために当計画に掲げる

様々な施策が的確に推進されますようお願いいたします。 
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第５章 使いやすく持続可能な生活基盤があるまちをつくる 

分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

１ 土地利用  
剣淵町内空き家・ 

空き地の成約件数  

町に登録された物件の成
約件数  

件  2 2 2 

２ 住宅、宅地 

公営借家住宅数  
公営住宅長寿命化計画
参照  

戸  328 277 284 

長寿命化計画  

対象住戸  

公営住宅長寿命化計画
参照  

戸  303 252 253 

一般住宅の 

建築確認申請件数  

中心４町内の戸建て住宅
の建設見込み戸数  

戸  1 5 10 

３ 水道  水道普及率  
簡易水道の普及率（簡易
水道給水人口/町内総人
口×100） 

％ 82.3 85.0 88.0 

４ 道路  
道路施設の 

老朽化対策率  

修繕事業開始から現在の
剣淵町個別施設計画（橋
梁）における修繕済み橋梁
の割合  

％ 38.5 76.9 90.0 

６ 公共交通  
じんじん号の 

利用回数  
登録書（町民） 名  2,169※ 2,300 2,500 

※２０２０年２月～２０２１年１月

第６章 人の絆と知恵で小さくても元気なまちをつくる 

分  野  指   標   名  
説明、調査名  
対象者など 

数値の 
単位  

２０２１年  
現在の数値  

２０２５年  
の目標  

２０３０年  
の目標  

１ 町外への 

情報発信、 

町外との 

交流  

町外との交流事業  

への参加数  
回  25 25 25 

町外で行われる 

イベントへの

参加回数など

回  5 5 5 

２ 町内の交流、 

住民活動 

自治会への 

加入世帯率  

北海道町内会連合会「会
員組織状況調」 

％ 97.6 98.０ 100.0 

３ 男女共同 

参画  
女性委員の登用率  

各審議会等への女性委員
の登用割合  

％ 28.4 30.0 32.0 

４ 広報､広聴、 

情報共有  

広聴の場の 

延べ参加数  

町長との懇話・懇談会へ
の参加人数（延べ） 

延べ 

人数  
７６ 90 100 

５ 行政運営  
１年間の職員研修  

参加者数  

市町村職員研修センタ
ー、市町村職員合同研修
等参加者  

人  52 55 60 

６ 財政運営  

実質公債費率  ３カ年平均  ％ 4.5 4.0 4.0 

将来負担比率  ％ 0.8 － － 
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５ 剣淵町総合計画策定委員会名簿 

※２０２０（令和２）年４月１日現在

役 職 職 名 氏 名 備 考 

委 員 長 副町長 中 村 正 人 

副委員長 教育長 半 田 幸 清 

委 員 

総務課長 精 進 直 樹 ＊事務局兼ねる 

総務課参事 矢 口   敦 

町づくり観光課長 宍 戸 敏 彦 

農林課長 山 下 俊 明 

建設課長 杉 村 朋 之 

住民課長 萩 尾 純 子 

健康福祉課長 尾 門 紀 子 

教育課長 金 村 良 則 

教育課参事 中 上 輝 美 

高等学校事務長 中 上   充 

会計課長 真 嶋 英 美 

議会事務局長 鹿  野 利喜夫 

農業委員会事務局長 板 東 美 明 

町立診療所事務長 村 椿   昭 

消防事務組合剣淵支署長 鷹 木 俊 明 

事 務 局 

事務局長 精 進 直 樹 

主幹 佐 藤 宏 樹 

係 青 山 真 実 
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４ 剣淵町総合計画審議会委員名簿 

□委員数：１７人 

□任 期：２０２０（令和２）年２月４日～２０２１（令和３）年２月２２日 

 
※敬称略  

役 職 氏  名 委員区分 所属部会 備   考 

会 長 小笠原 敏 克 推薦委員 産業部会・教育保育部会 剣淵町農業委員会 

副会長 渡 辺 祐 一 推薦委員 保健福祉部会・教育保育部会 社会福祉法人剣渕北斗会 

委 員 

臼 井 ともみ 推薦委員 保健福祉部会・教育保育部会 けんぶち絵本の里を創ろう会 

大 居 晴 彦 推薦委員 保健福祉部会・教育保育部会 剣淵町スポーツ協会 

加 藤 秀 利 推薦委員 産業部会・生活環境部会 剣淵農民連盟 

佐 藤 圭 一 推薦委員 保健福祉部会・教育保育部会 剣淵町ＰＴＡ連合会 

宍 戸 ひろ子 推薦委員 産業部会・生活環境部会 道の駅直売運営協議会 

柴 田 泰 成 推薦委員 自治振興部会・保健福祉部会 剣淵町社会福祉協議会 

下 田 秀 樹 推薦委員 自治振興部会・産業部会 剣淵町まちづくり町民会議 

田 中 正 憲 推薦委員 自治振興部会・生活環境部会 剣淵町防犯協会 

戸 塚 壽 勝 推薦委員 自治振興部会・生活環境部会 剣淵町自治会連合会 

藤 原 光 男 推薦委員 自治振興部会・産業部会 剣渕商工会 

山 崎 敬 一 推薦委員 保健福祉部会・生活環境部会 ＪＡ北ひびき剣淵支所 

阿 部    弘 識見委員 自治振興部会・生活環境部会 一般町民 

高草木   優 識見委員 産業部会・教育保育部会 一般町民 

高 橋 正 尚 識見委員 保健福祉部会・生活環境部会 一般町民 

西 尾    敦 識見委員 産業部会・教育保育部会 一般町民 
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戸 塚 壽 勝 推薦委員 自治振興部会・生活環境部会 剣淵町自治会連合会 

藤 原 光 男 推薦委員 自治振興部会・産業部会 剣渕商工会 

山 崎 敬 一 推薦委員 保健福祉部会・生活環境部会 ＪＡ北ひびき剣淵支所 

阿 部    弘 識見委員 自治振興部会・生活環境部会 一般町民 

高草木   優 識見委員 産業部会・教育保育部会 一般町民 

高 橋 正 尚 識見委員 保健福祉部会・生活環境部会 一般町民 

西 尾    敦 識見委員 産業部会・教育保育部会 一般町民 
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７ 策定経過 

 

□２０１８（平成３０）年 

月 日 内         容 

７月３１日 第１回総合計画策定準備委員会  

７月３１日 第１回総合計画策定準備プロジェクトチームワークショップ 

８月２１日 第２回総合計画策定準備プロジェクトチームワークショップ 

８月２２日 第３回総合計画策定準備プロジェクトチームワークショップ 

１０月１０日 第４回総合計画策定準備プロジェクトチームワークショップ 

１０月２６日 第２回総合計画策定準備委員会  

１１月１２日 第３回総合計画策定準備委員会  

１２月１０日 
総合計画策定業務委託に関するプロポーザル審査委員会実施、委託業

者の選定（平成３１年１月２２日契約） 

□２０１９（平成３１／令和元）年 

月 日 内         容 

３月１３日 まちづくり町民アンケート実施  

６月２６日 第１回まちづくり町民会議〔剣淵町総合戦略について〕 

７月２３日 第２回まちづくり町民会議〔ワークショップテーマ：生活環境〕  

８月 １日 総合計画策定委員会設置要綱の公布  

８月２０日 町長・副町長へのインタビュー実施  

８月２９日 第３回まちづくり町民会議〔ワークショップテーマ：保健・福祉・医療〕 

９月 ４日 教育長へのインタビュー実施  

９月 ５日 各種団体まちづくりアンケートの実施  

９月１３日 
第１回総合計画策定委員会  

（策定方針、策定スケジュールの確認） 

９月１９日 職員まちづくり提言シートの実施  

９月１９日 第５期総合計画検証シートの実施  

９月２７日 第４回まちづくり町民会議〔ワークショップテーマ：産業〕 

１０月３１日 
第５回まちづくり町民会議  

〔ワークショップテーマ：教育・文化・スポーツ・コミュニティ〕 

１１月１２日 総合計画審議会委員の推薦及び指名の依頼並びに募集の実施  

１１月２７日 第５期総合計画検証ヒアリング〔各課〕 

１１月２７日 第６回まちづくり町民会議〔ワークショップテーマ：行財政〕  

１１月２８日 第５期総合計画検証ヒアリング〔各課〕 
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６ 剣淵町まちづくり町民会議委員名簿 

□委員数：２０人  

□任   期：２０１９（令和元）年６月２６日～２０２０（令和２）年３月３１日  

 
※順不同、敬称略  

役 職 氏  名 委員区分 所属機関・団体名 

座 長 下 田 秀 樹 推薦委員 けんぶち絵本の里を創ろう会 

副座長 水 間 拓 視 推薦委員 剣渕商工会青年部 

委 員 

松 浦 浩 二 推薦委員 北ひびき農業協同組合 

宍 戸 ひろ子 推薦委員 ＪＡ北ひびき剣淵女性部 

林     優 太 推薦委員 ＪＡ北ひびき青年部剣淵支部  

早乙女 晃 隆 推薦委員 剣渕商工会 

藤 原 マチ子 推薦委員 剣渕商工会女性部 

羽田野 由 人 推薦委員 剣淵町観光協会 

秦     詠 志 推薦委員 剣淵町社会福祉協議会 

吉 野 聡 紘 推薦委員 社会福祉法人剣渕北斗会  

亀 田 寛 人 推薦委員 剣淵町小中高連携教育推進協議会 

北 川 和 彦 推薦委員 剣淵町子供会育成連合会  

福 川 隼 人 推薦委員 株式会社けんぶちＶＩＶＡマルシェ 

穴 井 光 浩 推薦委員 北星信用金庫 

向 井 裕 人 推薦委員 連合北海道剣淵地区連合会  

浅 井 大 慈 公募委員  

高 橋 陽 香 公募委員  

笹 田 俊 幸 公募委員  

徳 井    宏 公募委員  

尾 島 伊勢治 公募委員  
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北北海海道道  剣剣淵淵町町  

 

 

 

 
  

 発発行行   剣剣淵淵町町   総総務務課課  

〒〒００９９８８－－００３３９９２２  北北海海道道上上川川郡郡剣剣淵淵町町仲仲町町３３７７番番１１号号   
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月 日 内         容 

１２月１２日 まちづくり町民アンケート結果町民へ周知  

１２月１７日 第５期総合計画検証ヒアリング〔各課〕 

１２月１９日 第７回まちづくり町民会議〔ワークショップテーマ：定住・人口減少の抑制〕  

□２０２０（令和２）年 

月 日 内         容 

１月３０日 第８回まちづくり町民会議〔基本構想骨子案（方向性の案）の協議〕  

２月 ４日 
第１回総合計画審議会  

（委嘱状の交付、諮問、正副会長の互選、策定方針説明等）  

３月２６日 第９回まちづくり町民会議〔基本構想骨子案の最終確認〕  

４月２４日 第２回総合計画策定委員会（総合計画基本構想骨子案の協議）  

４月２７日 
第２回総合計画審議会  

（総合計画基本構想骨子案の審議、専門部会長の互選）  

６月 ８日 庁内策定組織（各課）による基本計画分野別シートの作成  

６月２５日 
第３回総合計画策定委員会  

（基本構想案の協議、基本計画分野別シート作成） 

７月１０日 総合計画審議会自治振興部会（自治振興に関する審議） 

７月１０日 総合計画審議会保健福祉部会（自治振興に関する審議） 

７月１５日 総合計画審議会教育保育部会（教育保育に関する審議） 

７月１６日 総合計画審議会生活環境部会（生活環境に関する審議） 

７月１６日 総合計画審議会産業部会（産業に関する審議） 

８月１９日 

～２０日 
庁内策定組織（各課）へのヒアリング〔基本計画分野別シート〕  

９月 ４日 第３回総合計画審議会（総合計画基本計画案の審議） 

９月 ９日 町議会議員協議会（基本構想案の説明） 

１２月１５日 
第４回剣淵町総合計画審議会  

（総合計画基本構想案および基本計画案の審議）〔書面〕  

□２０２１（令和３）年 

月 日 内         容 

１月１４日 庁内策定組織（各課）にて総合計画案の最終確認  

２月 ４日 町議会議員協議会（第６期総合計画原案の説明） 

２月１２日 第４回総合計画策定委員会（第６期総合計画原案について）  

２月２２日 
第５回剣淵町総合計画審議会  

（総合計画案および答申） 

３月 ２日 第１回町議会定例会において「第６期総合計画基本構想」の議決  

32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   12832100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   128 2021/04/13   18:38:152021/04/13   18:38:15



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

絵絵本本のの里里  けけんんぶぶちち  

北北海海道道  剣剣淵淵町町  

 

 

 

 
  

 発発行行   剣剣淵淵町町   総総務務課課  

〒〒００９９８８－－００３３９９２２  北北海海道道上上川川郡郡剣剣淵淵町町仲仲町町３３７７番番１１号号   

電電   話話   ００１１６６５５－－３３４４－－２２１１２２１１  

町町ののホホーームムペペーージジ  

hhttttppss::////wwwwww..ttoowwnn..kkeemmbbuucchhii..hhookkkkaaiiddoo..jjpp//  

©Kembuchi Town キャンペーンガール 

ぷっちーな 

 

128 

月 日 内         容 

１２月１２日 まちづくり町民アンケート結果町民へ周知  

１２月１７日 第５期総合計画検証ヒアリング〔各課〕 

１２月１９日 第７回まちづくり町民会議〔ワークショップテーマ：定住・人口減少の抑制〕  

□２０２０（令和２）年 

月 日 内         容 

１月３０日 第８回まちづくり町民会議〔基本構想骨子案（方向性の案）の協議〕  

２月 ４日 
第１回総合計画審議会  

（委嘱状の交付、諮問、正副会長の互選、策定方針説明等）  

３月２６日 第９回まちづくり町民会議〔基本構想骨子案の最終確認〕  

４月２４日 第２回総合計画策定委員会（総合計画基本構想骨子案の協議）  

４月２７日 
第２回総合計画審議会  

（総合計画基本構想骨子案の審議、専門部会長の互選）  

６月 ８日 庁内策定組織（各課）による基本計画分野別シートの作成  

６月２５日 
第３回総合計画策定委員会  

（基本構想案の協議、基本計画分野別シート作成） 

７月１０日 総合計画審議会自治振興部会（自治振興に関する審議） 

７月１０日 総合計画審議会保健福祉部会（自治振興に関する審議） 

７月１５日 総合計画審議会教育保育部会（教育保育に関する審議） 

７月１６日 総合計画審議会生活環境部会（生活環境に関する審議） 

７月１６日 総合計画審議会産業部会（産業に関する審議） 

８月１９日 

～２０日 
庁内策定組織（各課）へのヒアリング〔基本計画分野別シート〕  

９月 ４日 第３回総合計画審議会（総合計画基本計画案の審議） 

９月 ９日 町議会議員協議会（基本構想案の説明） 

１２月１５日 
第４回剣淵町総合計画審議会  

（総合計画基本構想案および基本計画案の審議）〔書面〕  

□２０２１（令和３）年 

月 日 内         容 

１月１４日 庁内策定組織（各課）にて総合計画案の最終確認  

２月 ４日 町議会議員協議会（第６期総合計画原案の説明） 

２月１２日 第４回総合計画策定委員会（第６期総合計画原案について）  

２月２２日 
第５回剣淵町総合計画審議会  

（総合計画案および答申） 

３月 ２日 第１回町議会定例会において「第６期総合計画基本構想」の議決  

32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   12932100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   129 2021/04/13   18:38:162021/04/13   18:38:16



32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   13032100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136.indd   130 2021/04/13   18:38:162021/04/13   18:38:16





32100360_KembuchiKeikakusho#hyou#1.indd   全ページ32100360_KembuchiKeikakusho#hyou#1.indd   全ページ 2021/04/12   11:44:002021/04/12   11:44:00


	本文
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#1-6_p1
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#1-6_p2
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#1-6_p3
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#1-6_p4
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#1-6_p5
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#1-6_p6
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p001
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p002
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p003
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p004
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p005
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p006
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p007
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p008
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p009
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p010
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p011
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p012
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p013
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p014
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p015
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p016
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p017
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p018
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p019
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p020
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p021
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p022
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p023
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p024
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p025
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p026
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p027
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p028
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p029
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p030
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p031
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p032
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p033
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p034
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p035
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p036
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p037
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p038
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p039
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p040
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p041
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p042
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p043
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p044
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p045
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p046
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p047
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p048
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p049
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p050
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p051
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p052
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p053
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p054
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p055
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p056
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p057
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p058
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p059
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p060
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p061
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p062
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p063
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p064
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p065
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p066
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p067
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p068
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p069
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p070
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p071
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p072
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p073
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p074
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p075
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p076
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p077
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p078
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p079
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p080
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p081
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p082
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p083
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p084
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p085
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p086
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p087
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p088
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p089
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p090
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p091
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p092
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p093
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p094
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p095
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p096
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p097
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p098
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p099
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p100
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p101
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p102
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p103
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p104
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p105
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p106
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p107
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p108
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p109
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p110
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p111
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p112
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p113
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p114
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p115
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p116
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p117
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p118
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p119
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p120
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p121
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p122
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p123
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p124
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p125
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p126
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p127
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p128
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p129
	32100360_KembuchiKeikakusho#honbun#7-136_p130

	空白ページ
	空白ページ

